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あとがき










第１話「もらった家には水回りの問題があった」






「それじゃみんな、『居場所』を受け取りに行こうか」

「はい。ナギさま」「わかったわ。ナギ」「一緒に行くの。なぁくん」『了解じゃ。主ぬしさま！』

　短い旅を終えて、僕たちはやっと目的地に着いた。

　ここイルガファは外海に面した港町で、門をくぐると、一面に海を見渡すことができる。大通りの先には港があって、いくつもの貨物船が停泊してる。港のそばにあるのは倉庫街。人通りも多いし、本当に交易地として栄えてるみたいだ。

「レティシアにもらった地図によると、僕たちの家はこの先かな」

　僕たちは、地図を片手に町を歩き出す。

　僕の隣にいるセシルとリタは、僕とパーティを組むまでは自由な旅なんかしたことないし、後ろを歩いてるアイネは元いた町をほとんど出たことがなかった。魔剣のレギィはひとりで長距離は移動できない。でもって、僕にとってはまわりがまるごと異世界だ。

　というわけで、僕たちにとっては見るものすべてが新鮮で、はじめての景色と人の数、海に潮風に祭りの気配──そんなものに圧倒されながら歩いてる。

　この町に来たのは、レティシアがくれた別荘を受け取るため。

　町の地図はレティシアにもらってたけど、地図で見るのと、実際に歩くのとでは大違いだ。

　しかし本当に賑にぎわってるな。王都といい勝負かもしれない。

　海洋貿易都市だからか、人種も服装もいろいろだ。人間、エルフにドワーフ、獣人、ダークエルフもいる。着ている服も、僕の世界の着物風だったり、ふわふわのドレスだったり。半裸で入れ墨のごつい男性も歩いてる。まさに人種のるつぼって感じだ。

「見てくださいナギさま。お祭りの準備をしてます！」

　セシルが指さした建物の屋根に、巨大な竜の飾り物があった。

　ごつごつした頭に８本の角が生えてる。身体からだは蛇のように長く、尻しつ尾ぽには複雑な形のヒレがついてる。

　あれが『海竜ケルカトル』の姿か。

　似たような飾りは町中にたくさんある。人形だったり、看板だったり。グッズとして『海竜のお面』まで売ってる。顔の上半分を覆うタイプで、たくさんの角がついてる。

　祭りの前だから、町はかなり盛り上がってるみたいだ。

「……イリスがさらわれそうになったって町の人に知られたら、大騒ぎになるだろうな……」

　港町イルガファの領主の娘で『海竜の巫み女こ』イリス＝ハフェウメア。

　彼女とは温泉地で別れて、それっきりだ。

　町の様子を見てると、彼女がどれだけ重要人物なのかよくわかる。その分、プレッシャーもすごいだろうな。イリス……事件のせいでだいぶ弱ってたけど、大丈夫かな。

　イルガファに着いたら訪ねる約束になってるんだけど。

「……僕たちも口止めされたからな。イリス誘拐未遂事件については秘密だって……」

「……兵団が巫女を盛大にお迎えに行った……ってことになってるんでしたっけ……」

「……ふとどき者が襲ってきたけど、正規兵がばっちり倒したってことになってるのよね……」

「……だから、なぁくんがかっこよく大活躍したことは、アイネたちだけの秘密なの……」

「「「ですよねーっ」」」

　３人は声を合わせた。いいのかそれで。

　でもまあ、イリス誘拐を防いだのが正規兵ってことになってるのは本当だ。

　この世界には写真なんかないし、目撃証言をＳＮＳで拡散できるわけでもないから、情報源は噂うわさだけ。それもイルガファ領主家が認めない限り、本当かどうかはわからない。

　こっちとしてはその方がいいんだけどね。

「でも、町の景気は良さそうだよな……」

　ここなら、効率よく働けるかな。

　イリスからもらった報酬のおかげで、それなりに暮らせるようにはなったけど、働かないで生きるにはぜんぜん足りない。スキルを活いかしてお金を稼ぐことを考えると、冒険者をやるか、商売をやるかってことになる。

　危なくなくて、簡単で、しかもホワイトな仕事ってないかなー。あるといいな……。




　そんなことを考えてるうちに、僕たちはレティシアの別荘にたどり着いた。




　目の前には、鉄製の門。錠前つきの鎖で封印されてる。

　錠前には紋章がついてる。僕がレティシアからもらった鍵かぎについてるのと同じ、ミルフェ子爵家の紋章だ。

　ってことは、間違いない。

　今日からここが、僕たちの家だ。

「……失礼しまーす」

　もらった鍵で錠前を開けて、僕たちは敷地に入った。

　手入れをされていない庭は雑草でいっぱいで、ちょっとした駐車場くらいの広さがある。

　建物は煉れん瓦が造りの二階建てで、壁にはツタが絡みついてる。窓の数から推測すると部屋は──いちにのさんのよんの──ろく。

　場所はイルガファの高台。見晴らしがいい。海まで見える。その分、風が強いけど。

　風よけのためか、まわりにはたくさんの樹きが生えてて、小さな森になってる。

　その向こうには背の高い壁に囲まれた屋敷があり、そこに銀色の兵団が次々に吸い込まれていく。

　ぶっちゃけ、イルガファ領主家だった。

　わかりやすく言うと、イリスんちだった。

　意外とご近所さんだった。

「……あのさ、アイネ」

「なぁに、なぁくん」

「ここって、一等地じゃないの？」

「前に聞いたことがあるの。ここは、レティシアのお母さんの実家の別荘らしいの」

　アイネは少し考えながら、説明してくれた。
















「レティシアの家は、ご先祖が子爵の位を買ったそうなの」

「……買った？」

「うん。それで財産を使い果たして、残ったのはこの屋敷だけだったんだって」

　その後、レティシアのご先祖はお金持ちの人を婿養子にしたそうだ。

　以来、この別荘は子爵家の長女の、いざという時の資産として受け継がれてきた、とか。

「…………本当にこの家もらっていいのかな」

「『契約コントラクト』したから、もらわないとレティシアが大変なことになるの」

「……そっか」

　これってすごいことだ。

　僕たちの居場所。帰るところで守るところ。「ただいま」ってふつうに言ってもよくて「おかえり」って言ってもらえるところが、手に入ったんだから。

「それじゃ、改めて」

　僕はセシル、リタ、アイネ、それとレギィの方を見た。

「今日から、ここが僕たちの家だ。この町が僕たちの住すみ処かになる。だけど、慣れるまでは一人で行動しないように。道に迷った時は、イリスんちを目印にすること。それと、帰ってきたときは『ただいま』『おかえりなさい』を忘れずに。いいかな？」

「はい。ナギさま」

「ちゃんとにおいも覚えて、忘れないようにするから大丈夫だもん」

「まずはお掃除するの。アイネにおまかせなの」

「各部屋の鍵はかけぬようにな。主さまがいつでも奴隷の寝所にゆけるように！」

　みんな口々に言った。あと、レギィは黙ってて。

　鍵を玄関の扉に差し込むと、かちん、という音とともに、錠が開いた。

　そして僕は扉を開ける。

　こうして僕たちは『居場所』を手に入れたのだった。










　新しい家についたら、まずは水回りの確認を。

　この町は水道が整備されてるらしい。それが、ちゃんと使えるかどうか確かめておかないと。

　水がちゃんと出るか。どこか水漏れはしてないか、とか。

　前に住んでたアパートでは、気づかないうちに下の階に水漏れしてて、ご近所トラブルになりかけたこともあるから。さすがに一軒家で隣に水漏れ、ってことはないと思うけど、念のため。

　そんなわけで、みんなが荷物を置きに行っている間に、僕はキッチンに。

　扉を開けるとそこにはかまどがあり、シンクがあり、そして──




　壁際の柱に、巨大なスライムが張り付いていた。




　僕は扉を閉めた。

「…………？」

　しばらく待ってから、扉を開けた。

　スライムがいた。消えてなかった。

　色は青。大きさは、台所の壁を覆うくらいでかい。

　キッチンの壁には水を汲くみ出すポンプがある。

　スライムはそこから出てきたみたいだ。蜘く蛛もが巣を張るように、あちこちに粘液質の身体を伸ばしてる。壁や柱、煉瓦の隙間にまでべったりと。

　僕が入ってきたのに気づいたのか、ふるふる身体を震わせてる。怯おびえてる？　怒ってる？　いや、そもそもこれはなに？　異世界の別荘にはスライムが常備されてるの？

　なにこれ。なんでスライムが住み着いてるの？　なにこれ!?

「とりあえず不法侵入なのは間違いないよな。こいつを追い出す。手伝え、レギィ！」

　僕は、背中の魔剣レギィをつかんだ。

『了解じゃ、主さま！』

「『発動！　溶液生物支配スライムブリンガー!!』」

　僕と魔剣レギィの声が重なった。




『溶液生物支配スライムブリンガーＬＶ１』

　自分のまわり半径数十メートルにいるスライムを呼び寄せて使役する。




『溶液生物支配』は僕とアイネとレギィで作ったＵＳＲウルトラスーパーレアスキルだ。近くにいるスライムを使役することができる。

　とにかくスライムをここから引きはがす。詳しい話はその後だ！




　がた、がたがたがたっ！




　壁が揺れた。




　ろ、ろろろろろおろろおおおおおおおおおおおぉぉぉ！




　スライムが声をあげた。

　震える。粘液質の身体が震えてる。柱に張り付いた本体も、四方の壁に伸ばした身体も震えて──そして──




　家がまるごと揺れはじめた。




『だめじゃ！　主さま、レジストされておる！』




　るぉおおおおおおおおぉぉぉっっ！




　スライムは必死で『溶液生物支配』に抵抗レジストしてる。

　天井から煉瓦の破片が落ちてくる。このスライム、柱と壁の内側にまで食い込んでるのか？　こいつの震えが、家の屋台骨に直接伝わってるんだ。こいつが暴れると家が──崩壊する!?

「ストップだレギィ！　スキルをいったん止めて！」

『わかったのじゃ！』

　魔剣レギィの震えが止まる。スキルが、停止する。

　同時にスライムも動きを止めた。

「……『溶液生物支配』が効かない……」

『溶液生物支配』はスライムを支配下に置いて、自由に操作できるスキルだ。それだけに、知性の高い相手にはレジストされることがある。

　つまり、このスライムはそれだけの能力を持ってるのか……。

　やっかいなのは、このスライムの身体が、柱や壁の隙間にまで食い込んでるってことだ。暴れられたら、家が崩れかねない。

「交渉して、平和的に出て行ってもらうしかないか」

　スライムは動かない。攻撃してこないってことは、敵意はないのかもしれない。

　ただ、こいつの身体は水道と排水溝を塞ふさいじゃってる。このままだと水も汲めないし、洗い物もできない。お風ふ呂ろにも入れない。

　どっから来たんだ。まったく。

「ナギさま、ご無事ですかーっ!?」「敵は、敵はどこ!?」「すぐさま干物にしてあげるの！」

　セシル、リタ、アイネが台所に飛び込んでくる。

「「「す、すらいむ────!?」」」

　そして、目の前の光景に目を丸くした。

「こいつが家の管理人ってわけじゃないよな。アイネ」

「そんなの聞いたことないの。レティシアは定期的にここのお掃除を人に頼んでたの。前に頼んだのは半年前で、その時はなんともなかったって言ってたの……」

　ってことは、こいつは、この半年の間にこっそり入り込んだのか。

　レティシアは責任感が強いから、スライムが住み着いてたら僕たちに言うよな。

「レギィ。こいつの正体に心当たりは？」

『「溶液生物支配」をレジストするほど高位のものならば、「エルダースライム」じゃろうよ。エルフなど、魔法に長たけた者によって、肉体や知性を強化された魔物じゃ』

　剣の姿のまま、レギィは僕に教えてくれる。

『エルフについて知っておるか、主さま？』

「森の住人で魔法特性がある種族だろ？」

『うむ。エルフは、動物や魔物を強化し、使い魔としていたという。森は町とは違い、城壁も見張り台もない。じゃから、衛兵の代わりに使い魔を巡回させておったのじゃな』

「こいつも、エルフの使い魔だってことか？」

『いや、このへんに森があったのは昔のことじゃからの。どっかのエルフがうっかり作っちゃって、対処に困って捨てたのじゃろう』

「不法投棄かよっ！」

　……でも、知能を強化されてるなら話ぐらいは通じるか。

　僕は上着のポケットから、干し肉を取り出した。




「発動！　『生命交渉フード・ネゴシエーシヨンＬＶ１』」




　これは食材を通貨の代わりにして、交渉するスキルだ。

　対象は動物でも魔物でもＯＫ。コミュニケーションスキルとしては、チート中のチートだ。

「こっちの言葉がわかるか、エルダースライム」

　僕は言った。

「僕たちはこの屋敷に引っ越してきた者だ。お前を殺したりするつもりはない。だけど、できれば出て行ってほしいんだ」




　る────るぅる──わら──わ、わらわ──は、




　スライムの身体が、青白く点滅を始める。

　そして──

『わらわは──エルフの秘術によって作られし──時を経た──スライムで──ある』

　スライムの声が、僕の耳に届いた。

　甲高いハスキーボイス。スライムの性別なんかわからないけど、口調からすると女性っぽい。

　僕はスライムの話を聞きながら、内容をセシルたちに同時通訳していく。

　情報は共有しておきたい。みんななら、なにかいい考えが浮かぶかもしれないし。

「よく聞いてくれスライム。僕たちの要求は──」

『はっ！　そんな干し肉ひとつで交渉しようなど、片腹痛いわ！　若造が!!』




　………………はい？




『わらわはスライムの中のスライム！　「エルダースライム」である!!　生まれてすぐに仕事を始め、技術を身につけ、エルフを守るという使命を果たしていた。自由な時間などなかった。若い頃はさんざんに苦労したものであるのだ！

　それに比べて最近の若い者は……なんと情けない。たかが台所を占拠されたくらいで騒ぎおるとは！　恥を知りなさい！　恥を！』

　……なんか語り始めた。

『そもそも、わらわは太古にこの地にあったという「月巡りの森」のエルフに作られたエルダースライムである！　ゆえに、このイルガファのどこにでもいる権利があるのだ！

　ええい、お主らのような若造では話にならぬ！　エルフを連れて来なさいエルフを！　そうすれば話を聞いてさしあげてもよろしい！　さぁ、ぽかんとしてないで動け動け！　高貴な種族をここに連れてくるのである!!』




「…………ふ、ふふふふふふふ」




　声がした。

　振り返ると、セシルが光の消えた目で、エルダースライムを見据えてた。

「ナギさまを…………ぶじょくしましたね？」

　セシルが褐色の腕を掲げる。

「それは命がいらないってことですね？　こなごなのばらばらになりたいってことですね？」

　彼女の細い指先に、魔力が集まっていく──




「──ナギさまをののしった罪、万死に値します！　いきます、『古代語魔法　炎の矢フレイムアロー』！」








第２話「異世界の面接は、意外とハードルが高かった」






「はい、セシルそこまでっ！」

「もがーもがー。もが、なぎひゃまーっ！」

　僕はセシルを抱き上げて、ついでにその口を塞ふさいだ。

「な、なにをひゃれるんですか！　このスライムはナギひゃまを。ナギさまを──っ」

「屋敷にダメージが行ったら、『契約コントラクト』違反になるだろ！」

「…………はっ!?」

　僕の腕の中で、セシルの身体からだが硬直した。

「…………わたし、わたし……なんてことを……っ！」

　真っ青になったセシルは、ふるふると震え始める。

　気づいてくれたみたいだ。

　僕は『別荘を大切に扱う』って、レティシアと『契約』をしてる。もしも建物に致命的なダメージを与えたら、ここの所有権を失い、アイネとの主従契約も解除になる。最悪『契約の罰』が下るかもしれない。

「ごめんなさいナギさま……このスライムがナギさまを……だから、わたし……」

「怒ってくれたんだろ。だったらいいよ」

「……は、はい。ごめんなさい……おしおきしてください……」

　セシルはがっくりと肩を落とした。

　まぁ、『契約』のことがなくても、このエルダースライムは倒しにくいんだけどね。

『うむ！　それでいい若者よ。ひとおもいにやってくれえええっ！』

　って、目の前で、ぽろぽろ泣き出してるから。

　身体から粘液質の水滴を落としながら。

『どうせ捨てられた身である！　これ以上、迷惑をかけるより、わらわは──お主らのような若者の手にかかるのが……ぐすっ……本望！　さあ殺せ！　いま殺せ────っ!!』

「……あのさ」

『ああ……まだ挑発が足らぬか。ったく、これだから若造は！　決断力のない！』

「それ、もういいから」

　僕は魔剣を置いて、キッチンの床に腰を下ろした。

「このまま倒すのは後味悪すぎだろ。とにかく事情を話せよ。エルダースライム」




『わらわは、この町の水路に潜んでいたのである』

　しばらくすると、エルダースライムは、ぽつり、ぽつりと話し始めた。

　こいつは数十年前、エルフの研究者に強化されて『エルダースライム』になった。

　でも、その人が死んでしまったせいで捨てられたらしい。研究を引き継いだエルフが無能で、エルダースライムを完成させられなかったからだとか。

　捨てられたあとは水路に潜んで暮らしていた。ずっと。長い間。

　だけど、この数週間の間に、身体に異変が現れた。

『おそらくは未完成のまま捨てられたせいだと思うのだが、身体が肥大化しはじめたのである。わらわは町の外では暮らしたことがないし、かといって人目につくわけにもいかぬ。居場所を求めてさまよってるうちに、ここにたどり着いたのだ……』

　そろそろ寿命かなぁ、と観念して、空き家だったここを死に場所と定めたのはいいけれど、身体の肥大化は予想以上に早かった。いつの間にか、身体をうまく動かすこともできなくなった。

『このままでは身体が膨らみ続け、家と一緒にはじけ飛んでしまうであろう』

「……ちょ!?」

『暴走を止めるには、エルフの身体の一部が必要なのだ。髪の毛でも、爪の先でもいい。それを取り込めば、わらわの細胞は安定して元に戻るはずである……』

　エルフの森を守る使い魔たちは、身体を維持するのにエルフの髪や爪や体液を必要とするように作られる。逆らったらすぐに処分できるように。エルダースライムもその仲間だそうだ。

『……使命を果たせないのは仕方がないが、若い者に迷惑をかけたくないのである──』

　そんなことを、身体から青いゼリーを滴らせながら言うもんだから……。

「わかったよ。エルフを連れてくればいいんだろ」

　僕たちはエルダースライムを助けることにした。




　そして『生命交渉フード・ネゴシエーシヨンＬＶ１』によって、僕はエルダースライムと、こんな取引を交わした。




（１）ソウマ＝ナギは「エルフの一部（髪の毛や爪や体液）をエルダースライムに提供する。エルダースライムはそれを魔力源として、身体に取り込む」




（２）エルダースライムは「魔力源を捕食すると同時に、家から立ち退のく。また、交渉成立・不成立が確定するまで、ソウマ＝ナギたちと敵対しない」




　そんなわけで、僕はエルフを探しに出かけることにしたのだった。










『主ぬしさまは、それほど心配してはおらぬようじゃな』

　僕の背中で、魔剣レギィが言った。

「そうなの？　ナギ」

　隣を歩いていたリタが僕の顔をのぞき込む。

　ここは町の大通り。僕たちは、イルガファの冒険者ギルドに向かってる。

　魔剣レギィは護身用に、リタは僕の護衛役としてついてきてもらった。

「まぁね、冒険者ギルドに行けば、エルフのひとりくらいいるだろうから。事情を話して手伝ってもらうか、ギルドを通して正式に依頼すれば、そんなに苦労はしないと思う」

『面目ない。主さま』

　突然、僕の前に人の姿をしたレギィが現れた。

　大きさは手のひらサイズ。赤いツインテールを揺らしながら、僕の肩に乗っかる。

「この我が、スライム一匹支配できないとは」

「レベル差はどうしようもないだろ」

「優しいのぅ、主さま。その優しさに我はどう恩返しすればいいのじゃろう……」

　フィギュアサイズのレギィは、ぽん、と手を叩たたいた。

「そうじゃ！　素敵な企画を考えたぞ！」

「素敵な企画？」

「うむ！　夜に備えて、使役できるスライムを召喚しておくとしよう！　それに主さまの服を着せて、部屋の椅子に寝かせておく。主さまの部屋に入った獣人娘が、ベッドの方に行ったのなら、そのまま主さまがしあわせを教え込んでやればいい。じゃが、スライムの方に行ったなら、それは下準備をして欲しいという証あかしじゃ。全身くまなく刺激して、ほどよく発情させたところで主さまが──って、やめてやめて！　我の本体を海に投げ込もうとするのはやめてーっ！」

「──ったく」

　僕は海に向かって構えてた魔剣レギィを背中に戻した。

「勝手なことするなっていつも言ってるだろ」

「では確認しよう。獣人娘。お主は嫌か？」

「ここで私にどんな反応をしろっていうのーっ!?」

　ぷしゅー、って、頭から湯気が出そうなくらい真っ赤になったリタが、レギィに食ってかかる。

　ぶんぶん揺れてる尻しつ尾ぽの先が膨らんでる。

　この反応は……怒ってるんだよね……？

「と、ともかく。今はエルダースライム対策でしょ！」

　リタは慌てたみたいに話を変えた。

「だけど……私にはエルフの知り合いはいないの。元々、人間至上主義の教団にいたから……役に立てなくてごめんね。ナギ」

「ふふふ、甘いな獣人娘よ。我には心当たりがあるぞ」

　僕の襟元に隠れながら、人型のレギィが胸を反らした。

「温泉街で出会ったのじゃ。主さまたちは戦闘中でそれどころではなかったかもしれぬが、我はしっかり覚えておる」

「そういえば、僕も心当たりがあったな」

　温泉地で出会った……というか、混浴しかけたエルフ少女がいたっけ。

　彼女も兵団の行列に混じってたはずだから、この町にいるかもしれない。

「レギィの方はどんなひとだった？」

「我が見た者は──大変な逸材じゃと感じた」

「逸材？」

「こう、なんというか。見てるだけで身も心もいじくりたくなるというか、心の奥底にある本性を引きずり出したくなるというか」

　なんで手をわきわきしてるんだよ、レギィ。

「本人はそれに気づいていないのじゃろうな。もったいないことじゃ。己のなかにある本性に気づけば、本人もまわりもしあわせになれるであろうに。あのような者は、王宮の秘密の倉にでもしまっておくべきなのじゃよ。疲れた王の心を癒やす秘密の宝物アーテイフアクトとしてな」

「……僕はエルフの話をしてるつもりだけど」

「……我もエルフの話をしておるつもりじゃが？」

「これから仕事を頼もうってんだからさ、失礼なことするなよ？」

「せぬよ。本人が望まなければ、な」

　レギィは、ぼそり、とつぶやいて、魔剣の中に戻っていった。

　……きっと変なこと考えてるんだろうな。

　そんなことを話しながら歩いてたら、冒険者ギルドが見えてきた。

　看板が出てる。中で人の声がする。結構にぎわってるみたいだ。

「温泉で会ったエルフは……ラフィリア＝グレイスってひとだっけ」

　確か彼女はイリスに雇われてたはずだ。ギルドにいなかったら、イリスに聞いてみよう。

　そう思いながら、僕たちが冒険者ギルドのドアを開けた瞬間──




「なんでそこまで言われなきゃいけないんですかーっ!?」




　彼女──ラフィリアの声が耳に飛び込んできた。

　探す必要なかった。

　僕はギルドの中を見回す。受付は１階。そのまわりには椅子とテーブル。壁際にはクエストボード。奥には酒場のカウンター。冒険者風の人たちが、酒やお茶を飲んでる。

　そして入り口近くにある椅子に、エルフの少女が座ってた。

　短めのピンク色の髪。少し垂れた目が、今にも泣き出しそうなくらいうるうるしてる。手足はどこも真っ白で、身体も細いのに、胸だけがテーブルに載りそうなくらい大きい。彼女はテーブルにしがみついたまま、助けを求めるようにまわりを見回してる。

　彼女のまわりに、数人の男が立っている。顔は見えない。全員、銀色の仮面をかぶってる。

　話をしてる。内容は、えっと──




「志望動機が甘いですね。こんな理由でクエストがもらえると思っているのですか？　そもそもあなたのスキルが当パーティで活いかせるかどうか、考えたことありますか？」




　……は？




「この程度のスキルで、よくうちが依頼したクエストに申し込む気になりましたね。まさか本気で自分が採用されると思っていたとか？　前のクエストからこのクエストに申し込む間になにをしてたんですか？　生活費が足りないなんて、自己管理がなってない証拠じゃないのですか？」

「じ、じこかんり？　だ、だってしょうがないじゃないですか？　前の町を出る前に、宿屋の荷物を盗まれちゃったんですからーっ」
















「ふむ。自己管理能力だけではなく、危機管理能力もない、と」

「な、なんですかそれえええええっ！」

「仕事をするからには最悪の状況を常に想定して動くものです。え？　『偽魔族』が襲ってきたとき、建物の壁にヒビが入ってて、あとになってはがれて、そこから荷物が転がり落ちた？　あなたのものだけ？　落ちたのに気づかなくて、通行人に持って行かれた？　だからどうしたのですか？　自分のミスを棚に上げて、こちらの揚げ足を取れば問題が解決するとでも？」

　銀色の仮面をかぶった男たちが、エルフの少女を取り囲んでいた。

「だから、そんなこと言ってませんよぅ！　なんなのもーっ！」

「はぁ？　あなたが我々の依頼したクエストに応募してきたのでしょう？」

「だからって、そこまで言わなくてもいいじゃないですか！　あ、あたしは故郷に帰るためのお金を稼ぎたかっただけなのにぃ！」

「話を逸そらさないように。こちらはあなたの人間性を問題にしているのです。時間を取らせておいて、都合が悪くなったら文句を言うのですか？　あなたの両親はあなたをどういうふうに育てたのですか？　そんな甘い気持ちでクエストに申し込んだのですか？」

「や、やめます！　別の仕事を探します！」

「ですから、こちらはあなたの人間性を問題にしているのです。話を聞いていないのですか？　そんなことだから、パーティメンバーに逃げられたのではないのですか？　は？　逃げられてない？　目的地が違うから仲良く別れた？　社交辞令という言葉を知らないのですか？　あなた程度の人を、まともに相手にする者がいるわけがないじゃないですか」

「し、しつれいしますさようなら──っ！」

「どこへ行くのですか逃がしませんよ。逃げたりしたら今後のクエスト受注に影響があるかもしれませんよ、ラフィリア＝グレイスさん。あなたの個人情報やどやは把握済み──」

「もうやめてええぇぇぇ────っ！」

　ピンクの髪のエルフ少女は、まわりを塞がれてる。逃げられない。冒険者ギルドにいる人たちと、ギルドのカウンターにいる人は……見てないふりをしてる？　なんで？

「……これって、圧あつ迫ぱく面めん接せつじゃねぇか」

　僕は思わず口を押さえた。吐き気がした。

　なんで異世界でこんなことやってんだよ。

「あのさ、リタ」

「なぁに、ナギ」

「この世界に、心が折れるまで言葉で責める面接ってあるの？」

「聞いたことないわね」

「普通、ギルドが止めるよな」

「ギルドの受付のひと、あわあわしてるだけよね」

「対応できないのか、意味がわかってないのか、どっちだろうな」

「どっちにしても最悪ね」

「僕は、ああいうやり方で追い詰められたことがあるんだ」

　バイトの面接で。

　採用したいのか落としたいのかはっきりしろ……って、くらい、しつこく。

　だからわかる。あれは僕がいた世界のやり方だ。

「……『来訪者』か、異世界のブラックなパーティか……」

　どっちでもいいや。とにかく、今の僕たちにはエルフの手助けが必要だ。

　他に知り合いがいないんだから、あの女の子と交渉するのが一番てっとり早い。

『主さま……あの娘を助けよ。あのままでは仮面の奴らに連れ去られるぞ』

　僕の背中で、レギィがつぶやいた。

「わかってるよ。作戦は考えた」

『絶対に逃すでないぞ……あやつが、我の言っていた逸材じゃ』

「……逸材？」

『言ったであろう？　心の奥底にある本性を引きずり出したい者がおる、と。あやつがそうじゃ。あの少女の中には、主さまが求める「働かなくても生きられるスキル」のヒントがあるかもしれぬ！　先を越されるな、今すぐ拉ら致ちせよ！』

　レギィは自信たっぷりだった。

　こいつの女の子を見る目は確かなはずだけど、拉致って。

『王のかたわらであまたの姫君、王女、美少女を見てきた我にはわかる。そこはかとなく漂う不幸な気配。自信のなさそうな表情。それでいて神々がきまぐれで作り出したかのように美しい。「傾けい国こくの美女」とでも言おうか。ああいう奴は必ず、本人さえも知らぬ不可思議なスキルを持っているものなのじゃ！　救え、主さま！』

「言われなくても助けるつもりだけどさ」

　まさか異世界に来てまで圧迫面接と出くわすなんて──見てるだけで気分が悪くなる。

　男たちは仮面で顔を隠してる。表情はわからない。

　元の世界の面接でも同じようなことがあった。向こうが夕ゆう陽ひの差し込む窓をバックにしてて、こっちからは逆光になって顔が見えない状態で、ひたすら高圧的な質問を繰り返される、ってやつ。

　表情が読めないってのは、交渉では圧倒的なアドバンテージなんだ。

「……同じ手で対抗してみるか」

　僕はいったん、外に出た。通りに出てる屋台を目で探る。目的のものは──あった。

　言い値で買って、再びギルドの前へ。

「レギィ、手を貸してくれ」

『承知した。じゃが、我は魔剣本体からあまり離れられぬぞ？』

「動けるならそれでいいよ」

　僕はレギィに作戦を伝えた。

「リタは外で待ってて。戦闘になったら合図する。そしたら支援して」

「了解です。気をつけて」

「大丈夫。圧迫面接の相手は慣れてる」

　なんたって、そういうのは（受ける方の）プロだからね。

「念のため、リタもそれ着けて。あと、耳と尻尾も隠してて」

　僕は屋台で買ったお祭り道具を、リタとレギィに手渡した。僕も同じものを顔に着ける。

　ふたりにうなずいて、僕は冒険者ギルドに足を踏み入れた。

　みんな僕たちの格好を見ても、驚かない。お祭りシーズンだし、そもそもラフィリアを囲んでる奴らだって銀色の仮面をかぶってるからか。

「もー、いいでしょ!?　クエストは受けません！　話しかけてすいませんでした！」

　ラフィリアはテーブルをばんばん叩いて、涙目でつっぷしてる。

「冒険者に憧あこがれたのがまちがいでした……伝説をもっかい見たいなんて、思わなきゃよかったですぅ……」

「いけませんね。これではまるで、私たちが無理難題を持ちかけているようではないですか。きちんと誤解は解いておかなければ、私たちの評判にも差し支えます。我々はこのイルガファに『いのべーてぃぶ』な『そりゅーしょん』を提案するために、高貴な方の命令を受けて──おっと、ここまで知られたからには、もうあなたを放置できませんよ？」

「あたしは誰にもなにも言わないです！」

「おっと、逃がしませんよラフィリアさん。こちらは穏便に話をしているのです。逃げたりしたら、あなたの経歴に傷がつきます。今後、冒険者ギルドから仕事を受けられなくなるかもしれません。そうなったら生活はどうするのですか？」

「あ、あ、あああああ」

「返事がありませんね。では、クエスト受注でいいですか？　失礼な態度を取った罰として、報酬は５分の１にしましょう。代わりに宿を提供します。我々と一緒の宿ですので楽しめ──いえ、色々と便利ですから。おやおや、死んだ魚のような目になってきましたか。いい傾向ですね。さあ、場所を変えてゆっくりと──」




「答えられなくなるまで、延々と質問を繰り返す」

　僕は言った。

「反論されると、相手の人間性を否定する」

　もう一度言うと、仮面の男たちがこっちを見た。

「その場から離れることも許さない。目的は、自分に都合のいい条件で契約を結ばせること。まるっきり悪徳商法だよな。イルガファの冒険者ギルドでは、そんなやりかたでクエストを依頼してるのか？」




　ごとん！

　僕は『建築物強打ＬＶ１』（破壊特性無効）で、壁を軽く叩いた。

　冒険者ギルドの建物が、揺れた。

　ギルドの中にいた人たちが全員、僕の方を向いた。

「邪魔して悪いな。あんまりやり方がひどいんで、口を出させてもらった」

「なんですか、あなたは！」

　仮面の男のひとりが叫ぶ。

「『海竜の巫み女こを尊敬する者』とでも言っておこうか」

　僕は──顔を覆う『海竜ケルカトルのお面』を撫なでた。

　顔を隠すのにちょうどいいから使わせてもらった。あとでイリスの許可を取っとこう。

「ラフィリア＝グレイスに仕事を依頼したい者だ。あんたたちとは違って、正当にな」

　できるだけえらそうに言ってから、僕はギルドの中を見回した。

　ギルドにいる人たちの視線はこっちに集中してる。

　よし、誰もレギィには気づいてない。

　人の姿になったレギィはテーブルの下に隠れて、ラフィリアのところに向かってる。

　レギィがラフィリアの足を撫でる。呆ぼう然ぜんとしてたラフィリアが、びく、って震える。その間にレギィが彼女の足下から小さな羊皮紙を手渡し、僕を指さす。

　なにを書けばいいかは伝えてある。




『温泉で会った者です。仮面の男たちを排除して、あなたに仕事を依頼したい。信じてくれるなら、話を合わせて欲しい』




　僕の顔は隠れてるから、ラフィリアにはわからない。だからレギィは一言、付け加えた。

　それを聞いたラフィリアの顔が真っ赤になる。

　レギィがささやいたのは極秘情報だ。

　僕がイリスの知り合いで、ラフィリアと会ったことがあること。それが温泉街リヒェルダの温泉施設だったことをわかってもらうためには──

　彼女のおへその右に３個並んだほくろがあるのを僕が知ってるってことを、伝えなきゃいけなかった。

「…………はぅ。あ、あのときのぉ……」

　ラフィリアは僕と目を合わせて、こくこくこく、とうなずく。怒ってはいないみたいだ。

　レギィはテーブルの下を這はいながら、部屋の隅へ。なにくわぬ顔で、僕たちを遠巻きにしてる人たちに混ざった。

「改めてお願いします、ラフィリア＝グレイスさん」

　僕はラフィリアに向かって頭を下げた。

「あなたの力が必要なんです。僕の仕事を手伝ってもらえませんか？」

「あ、え──はぃ」

「なんなのですかあなたは！　ふざけているのか、そのお面はなんだ!?」

　ラフィリアの言葉をさえぎり、仮面の男が言った。

「海竜ケルカトルの仮面ですが、なにか？」

　僕は祭りのお面をかぶったまま答えた。

「海竜の勇者にでもなったつもりですか!?　まったく……人前で仮面をかぶるような怪しい奴と話をする必要などありませんよ、ラフィリア＝グレイス！」

「「え？」」

　僕とラフィリアは、同時に仮面の男たちを指さした。

　銀色の仮面の奥で、男たちが目を見開く──って、言い返されると思ってなかったのかよ!?

「わ、私たちは『神命騎士団』だ。あなたとは違います」

「しんめいきしだん？」

「我々は現在、このイルガファで最上位のクエスト攻略率を誇るパーティだ。この銀の仮面は神命騎士団の一員である証。たかが祭りのお面などとは違うのです」

「でも僕はあんたたちを知らない」

　僕はラフィリアの方を見た。

「そして、僕とラフィリアさんは知り合いだ。この状態で交渉に応じてくれるかどうかは、ラフィリアさんが決めることだろ」

「し、知っています。その方はあたしにとって……忘れられない方です」

「このまま交渉しても、問題ないですか？」

「まったくちっともありません…………はぅ」

　なんだか熱っぽい息を吐いてる。

　まぁ、あれだけ圧迫面接されれば、熱くらい出るか。

「僕がラフィリアさんにお願いしたいのは『スライム対策』です。拘束時間は長くても２時間程度。戦闘になることはありません。研究用のスライムに与える素材を提供してもらえればいいです。報酬は１２０アルシャ。この条件で納得してくれるなら、僕たちに力を貸してください」








第３話「異世界の雇用契約とその方法」






「仕事を依頼するのにギルドを通す必要があればそうしますけど、この場合は？」

　僕はギルドの受付を見た。

　カウンターの前に立ってた女の人が目を逸そらす。小さくつぶやく。「本人同士が納得していればいいです。ギルドは干渉しません」って、なんだよそれ。

「どうしますか、ラフィリアさん。僕の依頼を受けてくれますか？」

「あ、はい。その条件なら……」

「あなたの経歴に傷がつきますよ、ラフィリア＝グレイス」

　椅子から立ち上がったラフィリアの前に、仮面の男が立ちはだかる。

　しつこいな、こいつら。

「私たちにここまで説明させておいて、断るのですか？」

「無責任だとは思いませんか？」

「ねぇ、冒険者ギルドだってこんな方に、今後仕事はお願いできませんよねぇ。すべてのエルフの連帯責任かもしれませんよねぇ。身内に迷惑をかけるなんて最低ですよねぇ」

　仮面の男３人は、口々にラフィリアを責め立てる。

　元の世界の面接とかでもよくあるパターンだ。将来への不安を与えて、面接を受ける人を追い込む。自分に価値がないと思い込ませて、雇ったあとで職場のルールに逆らえないようにする──。

　だけど、こっちはそういう手口には飽き飽きしてるんだ。

「ラフィリアさん。でしゃばって悪いけど、神命騎士団と話をさせてもらっていいですか？」

「は、はい！　もちろんです。お、お願いします！」

　ラフィリアは納得してくれてる。

　あとは、神命騎士団とかいう奴らを黙らせればいいだけだ。

　チートスキルでぶちのめすと後が面倒だし、ここは平和的解決法でいこう。

「レギィ」

「はい、主ぬしさま」

　人の間に混ざってた彼女を呼んで、僕は羊皮紙を手渡した。

　レギィはギルドに備え付けのペンを取り、さらさらっ、って感じで僕の指示した文章を書いていく。僕は異世界の文字を書くのにはまだ慣れてないからね。

　よし。こんなもんか。

「聞いてくれ、神命騎士団。そっちの事情はわかった。じゃあ互いの雇用条件を書いて、ラフィリアさん当人に選んでもらうってのはどうだろう？」

　レギィが書いてくれた雇用条件を、ラフィリアと仮面の男たちに見せる。

　内容はさっき言った通りだ。仕事はスライム対策。内容は研究素材の提供。報酬は１２０アルシャ。拘束時間は２時間くらい。戦闘にはならない。万が一そうなったら僕たちで解決する。

「これならお互いの雇用条件がはっきりわかる。公平だろ？」

「そんな必要がどこに？」

　仮面の男はこっちを見た。

「僕はそっちの雇用条件を知らない。あんたたちが、これよりはるかに上の条件を示せるっていうなら、その邪魔をするのは恥をさらすだけだろう？　大人しく引き下がるよ」

　僕は答えた。

「……本当ですね？」

「ああ」

　僕がうなずくと、仮面の男はギルドの受付嬢を呼び寄せる。舌打ちをして、テーブルに置いた羊皮紙にペンを走らせる。

「これで文句はないでしょう!?」

　仮面の男は冒険者ギルドにいるみんなに向けて、羊皮紙を掲げて見せた。




『クエスト：ダンジョン探索補佐。

　日程：最短３日。最長５日。

　仕事の内容：戦闘補佐。後衛。接近戦は不要。回復魔法を無償提供。防御サポートあり。

　装備品無償貸与あり。雇用期間中は宿を提供。個室。風ふ呂ろつき。食事付き。休憩あり。

　報酬：６０００アルシャ』




　ほぉー、っと、ギルド内にため息が響いた。

　確かに、びっくりするくらいの好条件だった。

「これが、神命騎士団がラフィリア＝グレイスに提供する条件です」

「さっき、態度が悪いから報酬は５分の１にするとか言ってなかったっけ？」

「さぁ、なんの話でしょうか？」

「じゃあ、その雇用条件が、ラフィリアさんに間違いなく提供されると？」

「くどいですね。そういう話だったでしょう？」

「……確かに、その条件だったらこっちは太刀打ちできないなぁ」

　僕のセリフに、ラフィリアの顔が青くなる。

「無責任なことはできないよな。他人の人生がかかってる。雇用条件は大事だし、十分な条件を提供できない方が身を引くのは当然だよなぁ」

「あ、あの。お風呂のひと？」

　震えるラフィリア。

　対照的に、仮面の男たちは胸を張ってる。

「わかったようですね。では、立ち去りなさい。彼女は私たちの忠実などれ────その、パーティメンバーとなるのですから」

「うん。じゃあ念のため、お互いこの条件でラフィリアさんを雇うって『契約コントラクト』しとこうか」




「………………え」




　仮面の男が絶句した。

　よし、かかった。

「ん？　別に問題ないよな。ラフィリアさんにどんな雇用条件が『間違いなく』提供されるかって話なんだから」

「──!?」

「仕事内容と条件はそれで間違いないこと、クエスト終了後にはその報酬を支払うと『契約』したって構わないよな？　『契約の罰』が下るはずがないし。それに、さっきあんたはラフィリアさんとその条件で『契約』しようとしてたんだろ？」

「ぼ、冒険にはイレギュラーなことが起こります。『契約』で縛ることは、なにか起きた時に人を危険にさらす可能性があるのです。だから──」

　僕のセリフに、仮面の男は救いを求めるように左右を見回した。

「別にいいよ。ただ、こっちは雇うときはこの条件を守るって、ラフィリアさんと『契約』するけどな。報酬が安い分だけ、確実に支払うって保証しておきたいからさ」

　冒険にイレギュラーがつきものだってのはわかってる。

　だから、僕が聞いてるのは、こいつらが保証できる最低限のラインだ。

　普通だったら冒険者ギルドが調整役になって、冒険者を守ってくれるはずだ。アイネが運営してた『庶民ギルド』のように。

　でも、イルガファの冒険者ギルドではそれが機能してない。

　だったら『契約の神様』に出てきてもらうしかないじゃないか。

「僕の方の報酬は『契約』により確実に支払われる。神命騎士団との報酬差は確実性で埋めることにするよ。そっちはどうする？　報酬の金額くらい保証してもいいんじゃないか？」

「いや…………いやいやいや！」

　仮面の男は首を横に振った。

「探索の成果によって多少は上下することがある！　もちろん、足りない分は長期的視野で生涯年収的に生活不安をなくす方向で進めるが！」

「クエスト成功したらきちんと支払います、ってことでどうだ？　全額が無理なら、半額を保証するってことで」

「いやいやいやいやっ！」

　仮面の男は大慌てで首をぶんぶん横に振ってる。あれ？

「……10分の１くらいなら」

「いやいやいやいやっ！」

「…………ひゃくぶんの」

　ぶんぶんぶんぶんぶんっ。

「…………仕事の内容は回復魔法あり、接近戦不要で間違いないんだよな？」

「いやいや。現場の判断というものがあるのでね……その」

「装備品貸し出し。宿風ふ呂ろ休憩つきってのは──」

「それくらいのこと、いちいち『契約』する必要もないだろう！　社会人なら察するべきだ！」

「一番気になってるのは、仕事の期間なんだけどさ」

　こいつらはラフィリアを混乱させて、むりやり『契約』を結ばせようとしてた。

　本当に彼女を『冒険者』として雇うつもりだったのか？

「間違いなく最長５日で彼女を解放するってことくらい『契約』してもいいんじゃないか？　それ以上長くなるときは再度『契約』するとかさ。それくらいできるよな？」

「………………くっ」

　奴らは歯がみした。

　こっちを──正確にはレギィの首輪をじろじろ見てる。

　あいつら、ラフィリアを奴隷にでもするつもりだったのか？

「偉大なる『海竜』の加護を受けた町の名誉にかけて、どうだろう」

　僕は『海竜ケルカトル』のお面をかちん、と鳴らした。

　冒険者ギルドの中にいる人たちにもわかるように、語りかける。

「神命騎士団が提示した条件に納得いかずに断ったとして、ラフィリアさんは、冒険者の経歴に傷がつくほど無責任だと言えるだろうか？」

　ギルドの受付の女性はしらんぷりしてる。

　でも、この場にいる冒険者のうち数人は、確かに首を横に振った。

　冒険者ギルドは神命騎士団には逆らえないのかもしれない。でも、冒険者たちはそうじゃないってことか。クエスト条件がまともかどうかってのは、そのまま生活にかかってくるからね。

「それで、ラフィリアさんはどうしますか？」

「そ、そんなの決まってます！」

　ラフィリアはテーブルに手をついて震えながら、それでも必死に声をあげる。

「あたしは海竜のお面のひとの依頼を受けます。『神命騎士団』なんかに関わりたくないです！　だいたい、なんですか６０００アルシャって！　あたしが応募したのはダンジョン探索準備手伝い、２００アルシャの仕事だったじゃないですか！」

　…………おい。

　適当にもほどがあるだろ、神命騎士団。

「神命騎士団はこの町で最強のパーティだって言うから、伝説がまた見られると思ってました……温泉地で見た、あのダークヒーローのような……」

　──ダークヒーロー？

　そんな奴、温泉地にいたっけ？　少なくとも僕は会ってないよな……？

　でもラフィリアは真剣そのものだ。涙目で、仮面の男たちを睨にらんでる。

「……だけど、違いました。あたし、勘違いしてました。あなたたちなんか真のヒーローの足下にも及びません。ただ、偉ぶってるだけの卑ひ怯きよう者です！　は、は、恥を知ってくださいーっ!!」

「…………まぁいい。こっちは魔力調整に使える人材が欲しかっただけだ」

　仮面の男は、ラフィリアと僕を見て、鼻で笑った。

　開き直ったよこいつ。

「誤解しないでください、ラフィリア＝グレイス。我々があんな言い方をしたのは、あなたの精神的な強さを知るためのものだったのです。根性と気合いは、なにより大切なものですからね」

「…………かってなこと……ばっかり」

　息も絶え絶え、って感じでラフィリアがつぶやく。

　それでも、男たちは話すのをやめない。

「その得体の知れない者についていって、あなたは自分の愚かさを知るでしょう。そいつはどうせ、あなたの美しさに惹ひかれただけに決まってます。きっと言いますよ──本性をあらわして」

　仮面の男は、僕とラフィリアを指さした。

「あなたに。『僕の奴ど隷れいになれ』とね！」

「いい加減にしてください！　もうあなたたちには関係ないでしょう!?」

　ばん、ばばん、と、ラフィリアがテーブルを叩たたいた。

「だいたい、あたしが奴隷になんかなるわけないです！　みくびらないでください！」

「当たり前だ」

　僕も頭に来てる。なんなんだ、こいつら。

「言うわけないだろ！　ラフィリアさんに『僕の奴隷になれ』なんて！」

「はぅっ！」

　ラフィリアがびくん、とのけぞった。

「そ、そそそそうです。あ、あたしが──このひとのど、どれいに──なんか──はぅっ────な、なるわけ、ないですぅ……やだっ、やぁ……み、みくびらないでください。も……もう。そんなこと言っても……だめ、です。だめなんですからぁあああ！」

　…………あの、ちょっと。

　なんでスカート押さえてびくびく震えてるんですか、ラフィリアさん。

「まぁいいや。さっさとここを出ましょう」

「……はぃぃ」

　僕はラフィリアの手を引いて、ギルドの外に出た。

「レギィ。後ろを見てて。奴らがあとをつけてくるかどうか」

「了解じゃ、主さま」

　レギィは物陰で手のひらサイズに戻り、僕の襟元に隠れる。

「あいつらをまきます。少し早足になりますけど、ついてきてください」

「か、かしこまりましたっ！」

　僕たちは早足で雑踏の中へ。レギィは後ろをチェックしてる。あいつら、銀色の仮面なんかかぶってるから、すごい目立つ。ついてきてるのがまるわかりだ。

　僕は大通りから港の方へ向かう。家とは反対側だけど、こっちの方が物陰が多い。船に積み込む大きな木箱とかも積んである。つまり──




「わぅ──────────────っ！」

　どがっしゃーん！




　リタが身を潜める場所はたくさんあるってことだ。

　振り返ると、物陰から飛び出した、海竜のお面をかぶった金髪の少女の姿。

　打ち合わせ通りだ。

　彼リ女タは仮面の男たちの足下にスライディング。全員まとめてなぎ倒し、その勢いのまま即座に離脱。仮面の男たちは積み上げられた木箱に頭から突っ込んでる。

　そのまま僕たちはリタと合流。

　慣れない町中を走り回って、イリスんちを目印に家の近くまで来たとき──




「助けていただいて……ほんっとぉにありがとうございました────っ！」




　エルフ少女ラフィリア＝グレイスが、僕たちに向かって土下座した。








第４話「ダークヒーローの伝説（ポエムつき）」






　エルフ土ど下げ座ざ。

　それが異世界で見た、はじめての土下座だった。

　ラフィリアは地面に手も足もおでこもくっつけて、図鑑にそのまま載せたいくらいの体勢。

「……いや、そこまでしなくても」

「『お風ふ呂ろの方』がいなければ、あたし、あいつらにどんな目に遭わされてたかわからないです。本当に助かりました……ありがとうございましたぁ」

　地面に額を押しつけたまま、ラフィリアは声をあげた。

「『お風呂の方』はやめて。僕はソウマ＝ナギっていうんだ」

「はい。『お風呂の方』改め、ソウマ＝ナギさま！」

　ラフィリアはやっと顔を上げた。

　リタは不思議そうに僕を見てる。

　なんで『お風呂の方』なのかは後で説明しとこう。

「あらためて自己紹介するよ。僕はソウマ＝ナギ、こっちはリタ＝メルフェウス。僕たちは怪しいものじゃない。海竜の巫み女こイリスの知り合いだ」

「あたしは、ラフィリア＝グレイスって言います。冒険者のなりそこないです」

「なりそこない……？」

「今回のことではっきりわかりました。あたし、冒険者には向いてないんですよぅ」

「そうなの？」

「冒険に出てから……悪いことばっかりでしたから……」

　ラフィリアは立ち上がり、むき出しの膝ひざを払った。

「温泉地にたどり着く前も、なぜか強い魔物ばっかりやってきて、やっと倒せそうになったら敵が勝手に川に飛び込んで、素材回収できなくなって。そのあと、傷を癒やすために行った治療院は火事になって、景気づけに食堂でごはんを食べたら……材料が古かったみたいで、あたし以外全員食中毒になっちゃって……」

　不幸だった。

「他にも──宿屋の壁が崩れてあたしの荷物だけが転がり落ちちゃったこともありました。温泉地リヒェルダが魔物に襲われたとき、あたしたちが泊まった宿屋も攻撃されてたみたいで……壁にヒビが入ってたのに誰も気づかなかったんですねぇ。それで、荷物と全財産が行方不明に……」

　ありえない確率だった。

「それでもイリスさまの兵団の端っこにくっついて、なんとかここまでたどり着きました。そして、旅費を稼ぐために冒険者ギルドに立ち寄ったら、仮面の人たちに捕まったんですよぅ」

　めぐりあわせが最悪だった。

「前にこの町に来たときは、冒険者ギルドはちゃんとしてたんです。だから安心してクエストを受注しようとしたのに……あたしがなにかすると……いつもこうなっちゃうんですねぇ」

　ラフィリアは胸を押さえてため息をついた。

「あのさ、ラフィリアさんの故郷ってどのあたり？」

　思わず僕は聞いてた。

　ほっといたら、その辺で死んじゃうか奴隷にされるんじゃないかって思ったから。

「メテカルの方角だったら知り合いがいるから、面倒を見てくれるように頼んで──」

「船で１ヶ月かかる半島にある小さな村です」

「逆方向か……」

「もっとも、生まれ故郷じゃないんですけどね。あたし、５年以上前の記憶がないですから」

「「……え？」」

　腕組みをして、困ったもんですよねぇ、ってうなずいてるエルフ少女ラフイリア。

「あたしって、記憶をなくしてさまよってるところを、育ての両親に拾われたんですよぅ」

「いきなりそんな重い話を聞かされても反応に困るんだけど!?」

　でも、ラフィリアは僕たちを「信じられる人」認定したみたい。

　綺き麗れいなエルフ耳を指でいじりながら、照れたみたいに話し続ける。

　ラフィリアが５年前、こことは違う港町に流れ着いたところを、パン屋の老夫婦に拾われたこと。

　最初は仲が良かったけど、近所にパン屋の競合店ができたせいで経営が傾きはじめ、ラフィリアの居場所もなくなっていったこと。

　というか奴隷として売っ払われそうになったこと。

　そこで一発気合いを入れて、冒険者になるために旅に出たこと。

　戦闘能力はそこそこ高いのに、なぜか強大な魔物と出会ってばかりだったこと。ピンチになっても、なんとか仲間を必死で守りながら戦ってきたこと。

　それでも、ラフィリアがいると悪いことが起こるから、白い目で見られてきたこと。

　そんなことを、ぜんぜん深刻そうじゃなく、「どりゃー」「きてはー」なんて身振りを入れながら話すもんだから、僕とリタ（とレギィ）は、ぽかん、と聞いてるしかなかった。

「そして温泉街リヒェルダから港町イルガファにたどり着いて、一文無しになったので、ラフィリア＝グレイスの大冒険はおしまいですよぅ」

「………………記憶がないのに無茶しすぎじゃないかな……」

　すごいなー。

　危機管理とか、安全対策とか、そういうのと正反対に突っ走ってるなー。

「そもそも、どうして冒険者になろうと思ったんだよ？」

「あたしの中にある昔の記憶が、名前と、小さいころに『英雄の冒険物語』を聞かされてたことと、自分がなにかを『守ってた』ことだけだったからです」

「つまり、冒険者になって、誰かを守れば……？」

「はい。あたしは自分が何者か思い出せるんじゃないかって考えたんです！」

　ラフィリアは水色の瞳ひとみを輝かせて、暮れかけた空に向かって拳こぶしを突き上げた。

「だって、もしかしたらあたしの正体って、能力を封印された伝説の英雄か、救国の大魔法使いかもしれないじゃないですか！　危機にぶつかったらどっかーんと覚かく醒せいして、魔王をやっつけてみんなを救えるかもしれないですっ！」

「「もういいから故郷に帰れ（りなさい）！」」

　僕とリタが同時につっこんだ。

　危なっかしいなんてもんじゃない。

　異世界から召喚された僕だって、最初はアシュタルテーに情報をもらってたし、セシルとリタがいたからなんとか生き残ってるんだ。

　ラフィリアは──自分の正体もわからないのに冒険者を目指して一人旅って……目隠しして紛争地帯渡るようなもんじゃねぇか。

　そりゃ圧迫面接にも引っかかるよ！　というか、今まで生き残ってたのが奇跡だよ！

「故郷に帰れないなら、近くに知ってる町とかあるだろ。そこで安全な仕事を探しなよ」

「そうします。英雄にはなれなかったけど……満足してますから」

　ラフィリアは目を閉じて、大きな胸を押さえて、夢見るようにつぶやいた。

「あたしは、本物の伝説を見ましたから。それだけでこれからも生きていけます」

「伝説？」

「はい。正義のダークヒーローです。そのせいで、うっかり『神命騎士団』に関わっちゃったんです。イルガファで一番のパーティなら、彼らがその『ダークヒーロー』かもしれない、って──違いましたけどねぇ」

「変な英雄のことは忘れた方がいいんじゃないかな」

「そうですねぇ。じゃあ、あたしが見た『恐怖と快楽で奴隷を支配するダークヒーロー』のことは、エルフの伝説として語り継ぐことにします」

　ラフィリアはちょっぴり赤い顔で、うなずいた。

「ちなみに、そのダークヒーローとはどこで？」

「はい。温泉街リヒェルダで、イリスさま襲しゆう撃げき事じ件けんのときに」

　温泉街リヒェルダ。イリス襲撃事件。

「あたしのパーティが全滅しかけたとき、さっそうと現れて黒い鎧リビングメイルを一掃してくれたんです」

　黒い鎧を一掃。

「真夜中に現れた太陽と、城壁みたいな炎の壁フレイムウオールのことは、忘れられません……」

　真夜中に現れた太陽みたいな『灯りライト』と巨大な『炎の壁』。

「……へー。たいへんなえいゆうがいたもんだねー」

　うん。知ってる。その英雄のこと。

　つまりそれは、能力を隠して人前に姿をさらしたがらない──

「金色の獣と、闇の大魔導少女を従えた、狂気の英雄でした」

「どこに狂気要素が!?」

「暗くて顔はわからなかったですけど、その人の指は大魔導少女の胸をまさぐり、少女は『くやしい……でもっ……しあわせ』って顔をしていました。ヒーローの不思議な支配力が、少女の大魔法を引き出してるようにも見えました。あたしの主観的に！」

「…………見間違いってことは」

「ありえませぇん！　あのダークヒーローの、見る者すべてを魅了する美しい瞳（ラフィリアの主観）、高貴さを漂わせた物腰（主観）、あくまでも優雅に、華麗に、奴隷少女たちを支配する最強のダークヒーロー（主観）のどこを見間違えるっていうんですか!?」

　ラフィリアは胸を押さえながら、ぶるん、と震えた。

「黒い鎧を一撃でほふるあの金色の獣も、謎の殺さつ戮りくメイドもすべて真実です。敵を正規兵が倒したことになってるのがその証拠です！　あのダークヒーローが正体を隠すために情報操作したに決まってます！」

　なるほど。そういう考え方もあるのかー。

　すごいなー。

「あの方の、冥めい府ふから響くような声は忘れられません。あたしの魂の深いところまで響いて、その日は身体からだがほてって眠れなくて、あの方をたたえるポエムをいくつも仕上げてしまいました……」

「その話、詳しく聞かせてもらえるかしら？」

　黙って話を聞いてたリタが、がし、と、ラフィリアの手を握った。

「『黒い鎧』を一掃した英雄をたたえるポエムよね？　あとで教えてくれないかしら」

「興味がおありですかぁ！」

「むしろポエムを買い取りたいくらいよ」

「タイトルは『漆黒を駆ける契約者　─奴隷少女との宵闇の蜜みつ月げつ─』ですよぅ」

「素晴らしいわ。今すぐ吟遊詩人ギルドに拡散するべきね」

「お好きですか、ダークヒーロー」

「愛していると言ってもいいわね」

「奴隷を使役して悪を討つ英雄ですもんねぇ」

「世界中のみんなに彼のすばらしさを教えてあげたいもん」

「「気が合います（うわ）ね！」」

　がしっ。

　手を握り合うリタとラフィリア。

　そっか……ラフィリアが、あのときのエルフ少女だったのか。

　つまり、ラフィリアが見た『ダークヒーロー』ってのは、僕たちのことで。

　彼女が神命騎士団に引っかかったのは、奴らがその『ダークヒーロー』だと勘違いしたから、ってことか。もう一度、憧あこがれの英雄に会いたかったから。

　…………なんだろう、この罪悪感。

「でもラフィリアさん、ひとつだけ間違ってるわ」

　ラフィリアの手を握ったまま、リタが真剣な顔でつぶやいた。

「間違い？　なにがですか？」

　ラフィリアは不思議そうに首をかしげる。

「奴隷を支配してるのは、恐怖と快楽じゃないと思うわ」

「えー。そんなことないですよぅ」

「ううん。そんなもので奴隷は真の力を現さないわ。私た──その奴隷の力を引き出してるのは──えっと、えっとね……あ、あ、あぃ」

「愛？」

「う、うん。あ、愛。きっとそう、間違いないもん！」

「なるほどー。でも、ダークヒーローのキャラには合わないので却下ですねぇ」

　却下された。

　こうして僕は『恐怖と快楽で奴隷を支配するダークヒーロー』として語り継がれることになったのだった。




　僕たちが家に戻った頃には、日が暮れてた。

　僕はラフィリアをみんなに紹介して、キッチンへ。

　事情はここに来る間に話してある。家にエルダースライムが住み着いてるってことと、そいつに出てってもらうには、エルフの髪か爪か、体液が必要だってことも。

「エルフを連れてきたぞ、エルダースライム」

『おお、おお、おおおおおおおおおっ！』

　ぽた、ぽたぽたぽたぽたっ！

　柱にへばりついたエルダースライムが声をあげて、床に青色の滴を落としていく。

　掃除が大変だからやめてください。

『よくぞ、よくぞ連れて来てくれた……ああ、エルフ。わらわを作ってくださった方とよく似ておる……。我がマスターも、同じように美しい方であった』

「なんて言ってるんですかぁ？」

　不思議そうに聞いてくるラフィリアに、通訳して聞かせる。

　ついでにこのエルダースライムの素性も。作られて、捨てられたことも。

　すると──

「か、か、がわいぞうでずぅ」

　ぽろ、ぽろぽろぽろぽろっ！

　ラフィリアの目からも、涙がこぼれ始めた。

「あ、あたしもさすらいの身だから、わかりますぅ。く、く、くろうしたんですねぇ。えるだぁすらいむさあああああん」

『わかってくれるであるか。なんと優しいエルフであろうおおおおおぉ』

　ろろろおろろろおろろおおおおお。

　えーんえんえんえんわんわんわん。

　涙を流し続けるエルフとスライム。

　なんか意気投合してた。

「あたしにできることなら、なんでも言ってくださいぃ。髪の毛でも爪でも汗でも、じゃんじゃか持ってってくださいぃ」

『長き生の末に、こんな素晴らしいエルフと出会えるとは、わらわは幸せ者である……』

「そんなぁ。あなたを苦しめたのは、あたしと同じエルフじゃないですかぁ」

『よう言うてくださった。お言葉に甘えて、そなたの下着をすべて食らうといたそう』

「はい！　よろこんでー」

　僕が通訳したセリフを聞いたラフィリアはスカートをめくって下着に手を──って、

「ちょっと待って」

「邪魔しないでくださいぃ。あたしはスライムさんのために──って、あれええええええっ？」

　ラフィリアが下着にかけた手を、下ろす寸前で止めた。

　やっと気づいてくれた。

「あのさ、『エルダースライム』。必要なのはエルフの髪か爪か体液って言わなかったか？」

『言うた』

「なんで下着が欲しいって話になる？」

『この心優しいエルフを見ていたら、わらわの主人のことを思い出したのである』

　遠い目（？）で、エルダースライムは語り出す。

　こいつを作ったのは、ラフィリアに良く似たエルフだったという。

　その人は体液を渡すのに効率がいいように、汗を吸った下着をそのまま渡していた。それを時間をかけて少しずつ吸収していたから、エルダースライムは今まで暴走しないでいられたそうだ。

『エルフの髪、爪、汗などの体液には魔力が宿るという。この方の下着をいただければ、わらわは完全に小さなサイズに戻り、死ぬまで隠れ住むことができるのである……』

「………………わかりました」

　ラフィリアはうなずいた。

「……あたしとおなじエルフのあやまちですから、下着くらい、どうってことないですぅ。『素材提供』のうちです！　なんだったら着てるもの全部あげたってかまいませんっ！　こ、このラフィリア＝グレイスは、誰かを守って幸せにする者なんですからぁ！」

『おおおおおおおおおお』

「…………でも、せめて、人の見てないところで……」

　まぁ、そうだよね。

　キッチンの入り口で様子を見ていたセシル、リタ、アイネが廊下に出て行く。

「じゃあ僕は、ドアの向こうでエルダースライムの言葉を通訳してるから。なにかあったらすぐに呼んで──」

「……いえ、ソウマ＝ナギさまはここにいてください」

　ぎゅ、と、ラフィリアが、僕の袖そでをつかんだ。

「ぜひっ。あたし、なんだかだんだん不思議な気分に……いえ、なにかあった時のために」

「……後ろを向いてますから、終わったら言ってください」

　僕はラフィリアとスライムに背中を向けた。

『…………主ぬしさま、あのエルフについてどう思う？』

　足下に置いた魔剣レギィが小声で言った。

『我は逸いつ材ざいとみたが、主さまの感想は？』

「危なっかしいってのはわかったよ……」

『あやつをどうする？　放置するわけにもいくまい』

「イリスにお願いしようと思ってる」

　ラフィリアは神命騎士団に目をつけられてる。

　帰り道に聞いた話では、彼女は船で故郷の近くに戻るつもりだって言ってた。必要なのは船賃と、船が来るまでの滞在費だって。さすがにそこまでの報酬は僕にも出せない。

　けど、祭りの間なら、イリスになにか仕事をもらえるかもしれない。

『まぁ、妥当なところじゃろ。じゃが我のおすすめは──』

「奴隷にはしないからな」

『「僕が、そのダークヒーローだ！」と言えば、あっさり服従すると思うが』

「させる理由がないだろ」

『主さまのスキル研究に役立つと思ったのじゃがな。ああ、そろそろ終わるぞ。今、下着の上を脱ぎ終わった。なんということじゃ。あれだけ大きいのに、かたちまで良いとは。さて、これから下を脱ぐところ──』

「実況中継すんな」

『────あ』

　べちゃ。

　音がした。

　思わず、僕は振り返って、見てしまった。

　下着を膝ひざまで下ろしたラフィリアの身体が、エルダースライムにめりこんでるところを。

「…………こけた？」

『然しかり』

「ラフィリア！　だ、だいじょ……ぶ？」

　ずるり。

　エルダースライムの青い身体が、ラフィリアの手足に絡みついた。

「お前、なにを!?」

『ちがうちがう。きがいはくわえぬ』

　じゅる、ぴちゃ、とろり。

　エルダースライムは触手のように身体を伸ばして、ラフィリアの下着をはぎとった。

　ついでに、床に置いてあった上着も。スカートも。

　エルダースライムは、ラフィリアが身につけてたものを、一枚残らず飲み込み──金属類や、服以外のものを綺き麗れいに吐き出して──

『ごちそうさまであった。ラフィリア＝グレイスよ。わらわの声を聞いてくれたソウマ＝ナギよ。そなたたちは素晴らしい者たちである』

　エルダースライムの身体が縮んでいく。

　壁一面に広がってたのが、ポスターぐらいの大きさに。さらにタブレットくらいに。最後に、スマホサイズになって──支えをなくしたラフィリアの身体が、ぺちゃん、と倒れた。

『この少女はあぶなっかしいゆえに、わらわの一部を残しておく』

　そう言って、エルダースライムは自分の身体をちぎって、ビー玉くらいの分身を、ラフィリアの背中に乗せた。

『わらわの人格はないゆえ、この少女の命令に従うはずじゃ。それから、ひとつだけ伝えておこう。この少女には、未知のスキルがあるかもしれぬ。我を作ってくれたマスターもそういう者であった。この少女からは、同じ気配を感じるのである』

「本人も知らないスキル？　そんなのがあるのか？」

『「運命干渉系スキル」かもしれぬ。本人が覚かく醒せいするか「主従契約」してみればわかるのである。超おすすめで……ある』

「……そう言われてもなぁ」

　僕は床にうつぶせで倒れてるラフィリアを見た。

　すっぱだかだった。

　完全に、気絶してた。

「……追加報酬をあげよう」

　僕は倒れたラフィリアに上着をかけた。

『さらばである。エルフの少女、人間の少年。そなたらの未来に幸多からんことを』

　まるで祈るようにつぶやいて、小さくなったエルダースライムは窓から出て行った。

　結局、あいつは悪いやつじゃなかったみたいだ。

　台所は、きれいになってる。

　あいつは壁に張り付いてた部分とか、涙みたいにこぼしてた自分とか、全部回収していった。

　被害は、ラフィリアの服と下着だけ。

「……やりました。クエスト達成ですよぅ…………」

　でも、気絶したままのラフィリアは、不思議なくらい幸せそうな顔だった。

「我は言ったじゃろう？　逸材じゃ、と」

　いつの間にか人型になってたレギィは、そう言って笑ったのだった。




　その後は、アイネにお願いしてラフィリアに適当な服を着せて。

　水が使えるようになったから、お風呂をわかして、順番に入って。

　余り物の食材で『イルガファ到着＆水が使えるようになった記念』のお祝いをした。ラフィリアは、今から宿を取るのも大変だから、泊まっていってもらうことにした。

　なにを食べても「おいしいですぅううう」って涙を流すラフィリアを、アイネは気に入ったみたいで、お皿に載りきらないくらいの料理をすすめてた。セシルはセシルで「本物のエルフさんです……」って感動してた。

　食後はリタとラフィリアの「ダークヒーローをたたえる」ポエムの合唱会になった。

　みんな大盛り上がりだった。すっかりうちとけたみたいだ。僕は耳を塞ふさいでたけど。

　最後に僕はラフィリアに、彼女をイリスに紹介することを伝えて、納得してもらった。証拠として、イリスからもらった『粗品の目録』にある領主家の紋章を見せようとしたけど、ラフィリアは「恩人の言葉を疑うなんてありえないですぅ！」って、言ってた。

　イリスに会うのは、明日。イルガファに着いた翌日ってことになってる。

　そんなわけで初日にトラブルはあったけど、僕たちはやっと、落ち着くことができた。

　こうして、イルガファの夜は暮れていったのだった。




「……夜おそくにすいません。お願いがあるのです……」

　真夜中。

　声と、ノックの音がしたから、僕は部屋のドアを開けた。

　廊下で、寝間着姿のラフィリアが土下座してた。

「……だからなんで土下座？」

「ソウマ＝ナギさまを信頼できるおかたと見込んで、お願いがあります」

　ラフィリアはやっと、顔をあげた。

　彼女は目を閉じ、すぅ、と息を吸い込んでから──




「ご、ご主人様になって、あたしをすみずみまで調べていただけませんか!?」




　裏返った声で、そんなことを宣言したのだった。








第５話「不幸体質エルフ少女の『闇』と『願い』」






　時々、ラフィリア＝グレイスは考える。

　自分がなんとなく「ついてない」って気づき始めたのはいつ頃からだろう──って。

　パン屋の老夫婦にお世話になって数ヶ月後に、いきなり近所にライバル店ができて、こっちの店の経営が傾き始めた頃からだろうか。

　少しでも生活の足しになればって、仕事の合間にやってた内職のお金が、全部老夫婦のお酒に消えてるって気づいたときだろうか。

　それなら冒険者になって一いつ攫かく千せん金きんを狙おうって思い、そのために魔法を習いに行った先生の使い魔がなぜか暴走して、教室を完全に破壊してしまったときだったろうか。

　旅立ったあと、乗せてもらった商船のマストが折れて、漂流の末、イルガファに着くまでに３倍の時間がかかった時だろうか。

　それとも、イリス＝ハフェウメア襲撃事件で、パーティが全員戦闘不能になったとき？

　兆しはたくさんあったのだ。

　ラフィリアのまわりではいつも、不幸なことが起こる。

　ラフィリアはいつも悩んでた。

　もしかしたら自分は、誰かと一緒にいちゃいけないんじゃないか、って。

　でも、原因がわからない。

　だから彼女には、能力を磨き続けることしかできなかった。

　パン屋にいる間は、ろくに寝ないで働き続け『パンづくり』スキルをＬＶ５まで上げた。

　魔法の教室がなくなったあとは、記憶をたよりに復習して『火炎魔法』を身につけた。

『弓術』だって時間がある限り練習してきた。

　できることはなんでもした。

　冒険者として一流になって、ひとりでも生きていけるように──

　でも、そんなラフィリアに、エルダースライムがヒントをくれた。

『ラフィリア＝グレイスの中には、運命に干渉するスキルがあるかもしれない』

　でも、ラフィリア自身にはわからない。

　だったら主従契約して、マスター権限ですみずみまで調べてもらうしかない。

　だけど……

　こんなことをお願いしても大丈夫そうなひと、奴隷を大切にしてくれるひとがいるのかな。

　そんな人は──




「って考えたら、ソウマ＝ナギさまに行き着いたわけなのです」

　ラフィリアはそう言って頭を下げた。

　僕たちがいるのは、家の近くにある森の中。

　主従契約を、スキル探しに利用するなんて、他の奴隷の人には聞かせたくないです、って言われたから、ここに来た。

「ソウマ＝ナギさま。どうかあたしのご主人様になってください」

「ラフィリアの事情はわかった」

「わかってくださいましたか」

　ラフィリアは、はぁ、と息を吐いた。

　かなり緊張してるみたいで、真っ赤な顔で胸を押さえてる。肩がびくん、びくん、って震えてる。荒い息をつきながら、膝をこすりあわせてる。

　気持ちはわかる。僕とラフィリアはほとんど初対面で、まともに話をしたのは数時間くらい。

　そんな相手に自分を預けようとしてるんだから、怖いのは当然なんだ。

「ラフィリアは、自分の中に『運命干渉系スキル』があるかどうか、知りたいんだよな」

「はいっ」

「だけど、それが本当にあるってわかったらどうするの？」

「誰にも迷惑がかからないように、遠くへ行きます！」

　ラフィリアはきっぱりと宣言した。

「あたしは、自分がなにものなのかはっきりさせたいだけなんです。あたしがひとを不幸にするだけの者だってわかったら、一人で、誰もいないところへ行きます。それがあたしにとって『誰かを守る』ことになるんです！」

　声が震えてた。

　ラフィリア、もう限界なんだろうな。働いてひどい目に遭って、移動して、働いてひどい目に遭って、移動して──その繰り返しに。

　もしそれが『運命干渉系スキル』のせいなら、ラフィリアは一生ブラック労働確定だ。

　なんとかしてやりたいけど──

「逆に、『契約』してもなにもわからなかったら？　ラフィリアの不運が、単に全部偶然だったら、ってことだけど」

「……そうなったときは」

　ラフィリアは、しょんぼり、って感じで肩を落とした。

「か、覚悟を、決めます。もともと、ダークヒーローに助けてもらわなかったら死んでいた身ですからぁ。あの方にお仕えすると思って、ソウマ＝ナギさまにご恩をお返しするまで……い、いっしょう……この身を預けて……お仕えする……んっ、覚悟……です……」

　はい。そこまでしなくてもいいです。

「わかった。それなら、ルールを決めよう」

「ルールですか？」

「『恩を返すまで主従契約』だとわかりにくいからね」

　僕は地面に置いた魔剣レギィ──の、隣に準備しておいた、羊皮紙とペンを取った。

　実は、元々協力するつもりだった。

　だから『一生奴隷』って契約にならないように、対策を考えておいたんだ。

「今回の契約は、ラフィリアが僕に『スキルのチェック』を依頼して、その代金を払い終えるまで奴隷になるってことにしたいんだけど、どうかな？」

　手順はこうだ。

　まず、ラフィリアが──たとえば２００アルシャで、僕に『スキルのチェック』を依頼する。

　そしてラフィリアはその対価を払い終えるまで、僕の奴隷になる。

　２００アルシャは、クエストをひとつかふたつクリアすれば支払える金額だ。半月もあれば払い終えられるだろう。そうすれば契約は解除になる。

　僕も『運命に干渉するスキル』のことは気になるし、もしもそれが本当に不運を招くものなら、このままラフィリアをイリスに紹介するってわけにもいかない。

　だから、この方法がベストだと思う。

　そう説明したら、ラフィリアは──

「……あたし、明日死ぬんですね!?」

　真っ青な顔で震えだした……って、なんで!?

「だって、こんなのはじめてなんです。この話をちゃんと聞いてくれて、本気で受け止めてくれて、そこまで考えてくれる人なんて……いませんでしたから」

　……そっか。

　ラフィリアは自分の『不運』に、うすうす気づいてた。

　ってことは、まわりの人間だって、ラフィリアの側そばにいると悪いことが起こるって気づいてた可能性がある。しかもラフィリアは昔の記憶がなくて、よそもので──

　どういう扱いを受けてたかなんて、想像つくよな。

「お願いします、ソウマ＝ナギさま」

　ラフィリアはたよりなく笑ってから、うなずいた。

「あたしは、あなたのご提案を受け入れます。お願いします。あたしを……ソウマ＝ナギさまの……ど、どれいにして……く、くださいぃ」

「じゃあ『契約』の条件を書いて」

　僕は羊皮紙をラフィリアに渡した。

　文章はあらかじめ書いてきた。

　金額を書くところだけが空欄になってる。ラフィリアが、無理のない金額を入れられるように。

「わかりました。えっと、あたしが幸せになれる金額は──」

　予行練習するみたいに、ラフィリアが指で宙に文字を描く。

　に、ぜろぜろ、ぜろぜろぜろ、ぜろぜろぜろ。

　２００００００００（２億）。

「２００でいいだろ!?」

「す、すいません！　あれ？　２００って書くつもりだったのに……あたし、なんで……」

　ラフィリアは不思議そうに首をかしげてから、「２００」って書き入れた。

　僕はそれを確認してから、契約内容を書いた書類を樹きの下に置いた。

「じゃあ、この金額で『契約』な」

「あ、はい『契約』です」

　かちん、と僕たちはメダリオンを打ち合わせる。

　メダリオンが光を放ち、ラフィリアの首に、しゅる、と革の首輪が巻き付く。

　契約完了。あとはラフィリアのスキルを確認するだけだ。

「わが奴隷、ラフィリア＝グレイスよ」

　僕はラフィリアの手を取った。

「主人たる権利を行使する。汝なんじの主あるじにスキルを開示せよ」

「……んぁっ」

　ラフィリアが、熱っぽい息を吐く。

　目の焦点が、ほわん、と、ぼやけていく。

「……ご、ご主人様。あたしのなかは……どんな、ですか？」




　ラフィリアのスキルは──

固有スキル『魔法適性ＬＶ１』

通常スキル『弓術ＬＶ３』『パンづくりＬＶ５』『回避ＬＶ３』『詩人ポエマーＬＶ４』

『　　　　　』『　　　　　』

習得魔法

『火炎魔法ＬＶ１』：『灯りライト』『炎の矢フレイムアロー』

『火炎魔法ＬＶ２』：『炎の壁フレイムウオール』




「…………謎のスキルがある。だけど名前も能力も効果もわからない」

「ふぇえっ!?」

「ラフィリアは自分ではわからないのか？」

「わ、わからないですぅ。あたしのスキルは、魔法の他には『魔法適性』『弓術』『パンづくり』『回避』『詩人』だけのはずなのです……」

　でもラフィリアの中には、名前が空白のスキルがある。しかも、ふたつも。

　本人からは不可視。見えないから、取り出すこともできない。

　……ほっとくわけにはいかないか。

　本当にこれが不運を招くスキルだったら、ラフィリアは一生誰とも一緒にいられない。孤独と、ブラック労働確定だ。

「聞いて、ラフィリア。僕にはこのスキルを調べられると思う。ただ、そのためには、ラフィリアにちょっと我慢してもらわなきゃいけない」

「わかりました。なんでもします」

「具体的には、僕がラフィリアの胸にさわる」

「…………はぅっ!?」

「詳しいことは秘密だけど、僕には奴隷のスキルに干渉するスキルがあるんだ。それを利用すれば、ラフィリアのスキルの詳しい中身もわかるかもしれない」

『能力再構築スキル・ストラクチヤーＬＶ３』は、自分と奴隷のスキルを問答無用で概念化する。

　ラフィリアの空白スキルも、効果くらいはわかるはずだ。

「わかりました……」

　ラフィリアは、かり、と、自分の指先を嚙かんだ。

「……マスターのことは信用してるです。ただ……怖いのは、あたしの中の……闇です」

「闇？」

「はい。あたしは闇に魅せられているのです」

　言いながら、ラフィリアは僕に背中を向けた。

　帯をゆるめて、寝間着をゆっくりと下ろしていく。エルフ耳が、ぴくぴくと震えてる。夜目にもわかるくらい、耳の先っぽまで真っ赤だった。

「ダークヒーローに出会ったときも、マスターに『奴隷になれ』って言われたときも、そうでした。あたしのどこか深いところが『きゅん』となっちゃったんですぅ。あたしの中から、いけない闇がしみ出してきてるみたいな……」

　いけない闇。

　なんだか、ぞくぞくする響きだった。

「こうしてる間にも、心の深いところから闇──こわいものがしみ出してきてるんです……。あたし、自分の中のその闇を受け入れちゃったら……戻れなくなるんじゃないかって……」

「意味はよくわからないけどさ」

　僕は乙女じゃないし、ラフィリアみたいに英雄の伝説を読みまくったわけじゃない。

「ラフィリアならその闇をくぐり抜けて覚かく醒せいできるんじゃないかな。ほら、今までも酷ひどい状態だったけど、なんとか耐えてきたわけだから」

　ラフィリアは一人でも生きられるようにって、スキルを磨き続けてきた。

　自分が不幸を呼び寄せるものなら、誰にも迷惑がかからないように、って。

　イリス襲撃事件のときだってラフィリアは、倒れた仲間を見捨てなかった。

　ラフィリアは不運な目に遭って、人にも裏切られて、それでも人を信じてる。

　そうじゃなかったら、僕と『契約』して、全部ゆだねることなんかできないよな。

「出会ったばっかりだけど、ラフィリアは相当強い女の子だって僕は思ってる。だから、なんとかなるんじゃないかな」

「マスター……」

　僕の言葉に、ラフィリアが目を見開いた。

「は、はい。そうでした！　あたしは誰かを守るものなんです。だから闇を受け入れて、くぐり抜けなきゃいけないんですぅ！」

　そう言ってラフィリアは、両手で、僕の手を包み込んだ。

　はだけたラフィリアの寝間着──胸の上半分が見えてる。そこには深い深い谷間があり、その左右で、真っ白な膨らみが揺れている。ラフィリアはずり落ちそうになる寝間着を、胸の下で押さえてる。はぅ、はっ、って熱っぽい息を吐きながら。目を細めて、半分、涙をにじませて。

「あたし、がんばりますから……マスター、あたしの恥ずかしいところに触れて……本当のあたしを引き出してください……」

「わかった。いくよ、ラフィリア」

　僕はラフィリアの胸に手を当てた。

　薄い寝間着を通して、弾力とか、重さとかを飛び越えた『存在感』が、伝わってくる。

「発動『能力再構築スキル・ストラクチヤーＬＶ３』」

　僕はラフィリアの『無名ブランク』スキルをウィンドウに呼び出す。



















『　　　　　　　』

『　　　　　　　』




　僕は両方のスキルに指を当てた。

　少しだけ魔力を注ぐ……反応なし。この程度じゃだめか。

「強くするよ。少しだけ、こらえて」

「ひゃ、ひゃい……んっ、あ、あつい、あんっ!!」

　指先から一気に魔力を注ぎ込む──ラフィリアが白い喉のどを反らす。

　スキルが震える。概念が──見えた。

　これが、ラフィリアの中にある『運命干渉系スキル』か。




『不ふ運うん招しよう来らいＬＶ３』（ロックスキル：摘出不能特性）

『不幸』を『周囲』に『引きよせる』スキル




『生存確率上昇ＬＶ５』（ロックスキル：摘出不能特性）

『ピンチ』で『生命力』を『上昇させる』スキル




　ラフィリアの『見えないスキル』はふたつ。

　ひとつはラフィリアに不運を引き寄せるスキル。

　もうひとつは逆だ。不運になったら、生命力を上昇させるようになってる。

　つまり、ラフィリアは常に不運だけど、それによって死ぬことはない。

　ずっと不幸のまま、生殺し。

　──最悪だ。

　なんのためにそんなスキルをインストールした？　誰が？

「いや、そんなの関係ない。さっさと書き換えるだけだ」

『運命干渉系スキル』なら『働かなくても生きられるスキル』の参考になるかと思ってた。でも、違う。こいつは──呪われてる。

　常時発動型で不運を招いてるとしたら、今すぐバラして作り直すしかない。

「……ふぇ？　どうしたですかぁ、ますたぁ？」

　ラフィリアがうつろな目で、僕を見た。

　口は半分開いたまま。

　脚の付け根を押さえながら、寝間着の裾すそを必死につかんでる。

「ますたぁ、あたしのからだの、なか……どこか、へんですか」

「うん。ちょっとよくないものがあった」

「……ますたぁ、は、それを……なおせます……か」

「なおせるけど……もうちょっと、ラフィリアに負担がかかるかも」

「……たえます。あたしのなか、いじって、くださぁい。ますたぁ……」

「わかった」

　こんなスキル、とっととバラして作り替えてやる。

　材料はある。イリスがくれた家事スキルが、まだ残ってる。




『入浴補助ＬＶ１』

『身体からだ』を『綺き麗れい』に『洗い流す』スキル。




　これは奴隷にインストールするためのスキルだ。貴族さまがパーティに出る前に、身体をぴかぴかに洗ってもらう時に使うらしい。まずは、これを自分の中にインストールして、と。

「いくよ、ラフィリア」

「おねがいします。して、くださいぃ。ますたぁ……」

　僕が聞くと、ラフィリアは小さく首を縦に振った。

　僕は『不運招来ＬＶ３』に指を乗せた。だけど。




　がいんっ！




「……動かない!?」

　押しても引っ張っても『概念』がびくともしない。

　よく見ると文字のまわりに……黒い鎖のようなものが巻き付いてる。なんだこれ。

「…………んっ、あ、くぅん……マスターが、あたしの中にいるです……うれし……ぃ」

　ラフィリアの声にあわせて、ぴくん、と、鎖が震えた。

「でも……だめです。闇が来るのです。あたしは……しあわせになってはいけないのです……」

　黒い鎖がびん、と、跳ねて、文字と文字を締め付ける。

　これって、ラフィリアの反応と連動してるのか？

「ラフィリア、もしかして僕にスキルをいじられるのに抵抗がある？」

「……いいえ」

　ラフィリアは嫌々をするみたいに、首を横に振った。

「……ただ、ますたぁ、に、していただくと……やみが、くるのです……ここちよくて……ぬけだせなくなりそうで……こわい」

「ここちよくて……こわい？」

「今日、ますたぁのおうちで、みなさんと仲良くごはんをたべたのも、闇ですぅ」

「……え」

「ダークヒーローのポエムに、拍手をもらったのも闇です。楽しかったのも、闇です。そういうのって、こわいんです……こわくなるんです。なくすの……つらいから……こわい」

　ラフィリアは言った。

　──ってことは。

　もしかしてラフィリアの『闇』と『恐怖』は、このスキルが生み出してるのか──？








第６話「正しい呪いのほどきかた」






「理由はわからないです。でも、マスターの仲間の方たちと一緒にいたときも……あたしの中でずっと声が響いてました。これは闇だって、近づいちゃいけないって……」

　震えながら、ラフィリアは教えてくれた。

「ラフィリア、試しに、セシルたちにポエムを話してた時のこと、思い出してみて」

「は、はいぃ。えっと──

『黒き瞳ひとみのダークヒーロー。

　闇を宿した手を伸ばし、奴隷の胸に魔を送る。

　少女のささやかな胸は火照り、快楽に打ち震える銀髪は──』ここで、セシルさまが手を叩たたいてくださって、あたしはとってもうれしくて──」

　ぴくん、と、黒い鎖が動いて──どす黒い魔力が流れ出るのが見えた。

　ラフィリアが目を見開く。

　僕にもかすかに、変な声みたいなものが聞こえた。




『どうせ失う期待するな今までもそうだったなにひとつ得るものはなく流れていくだけ』




　闇の奥底から響くような、暗い声が。

「もしかしてラフィリアは、楽しいとか幸せだって感じると怖くなるのか？」

「……え」

　僕が聞くと、ラフィリアの顔が、真っ青になった。

「……え、あ、あれ？　え……まさか……え、えええええええっ？」

　ぽかん、と、口を開けてる。心当たりがあるみたいだ。

　なんとなくだけど、わかった。

　ラフィリアが「楽しい」「自由になりたい」って感じると、『不運招来ＬＶ３』からどす黒い魔力が流れ出す。そうするとラフィリアの中に恐怖が生まれる。

　まるで、リラックスして楽しむことに、罪悪感を感じさせるように。

　たとえば、ブラックな職場の上司にいつも仕事のことで責められてて、その言葉が休みの間も、頭の中に響き続けているように。

「お前はそれでいいのか？」「幸せ？　いいご身分だな」「どうせ失敗するだろう」とかね。

　ってことは『闇』ってのは、ラフィリアが欲しいものや、したいことなのかもしれない。

　呪いを解く鍵かぎは、そこにあるはずだ。

「我が奴隷、ラフィリア＝グレイスに命じる」

　僕は言った。

「闇をのぞき込み、その中にあるものを僕に伝えよ」

「え、え、え!?　あ、あう……はぅん!?」

　ラフィリアの身体からだが、びくんっ、と震えた。

　僕が指先から、魔力を一気に注ぎ込んだからだ。

「だ、だめ……やみが、や、み」

「さっきよりは、こわくないと思うけど、どうかな？」

「え……はい、え。あれ……」

　ラフィリアは、まだちょっと青い顔のまま、うなずいた。

「は、はい。さっきより、こわくないですぅ。でも……どうして」

「言っただろ。僕にはスキルに干渉するスキルがあるって」

　とりあえず黒い鎖には僕の魔力をガンガン流し込んでる。

『恐怖』は僕がおさえる。

　僕とスキルを『再構築』すると、ふわふわしたり、じんじんしたり、うずうずしたりするらしいから。ラフィリアにはそっちに集中してもらおう。

「ラフィリアのスキルにはウィルス──じゃなかった、悪いものが取り付いてるから、今からやっつける。ラフィリアは闇の中になにがあるのか、なにがこわいのかを僕に教えて」

「……ふ、ふぁい。はい、マスター」

　ラフィリアは、ちょっとぼんやりした目をしてたけど、はっきりと答えた。

「ラフィリア＝グレイス……闇と向き合いますぅ。くぐり抜けて、覚かく醒せいを──はぅぅっ！」

　僕はラフィリアの中で、指を動かす。

　鎖のせいで──狭くなってるところを、揺らしながら刺激していく。

「……あ、だめです。つよっ。ますたぁ。あたし……つよいの……こわい」

　ラフィリアは肩を震わせながら、必死で身をよじる。

　大きな胸が揺れて、固くなってるところが僕の手のひらに触れる。

　ぽたん、ぽたん、と水音がする。地面の草の上に、水滴が落ちていく。

「こんなの……だめなのに……あたしはこんなの望んじゃだめなのに……しあわせになれないのに…………ますたぁ…………ますた……ぁ」

　ラフィリアはせつなそうに脚の付け根を押さえて、膝ひざをがくがくさせてる。

「教えて。ラフィリアはなにが怖い？」

「あたし、あたし……は」

　僕の手の中で、ぴき、と音がした。

『不運招来ＬＶ３』を縛る黒い鎖に、亀裂が走った。




「…………あたしは……ますたぁにしはいされるのがこわいです。すきだから……触れられて……身体がじんじんするのが……じんじんしてふわふわして……あったかくて、やさしくて……あたしは……それが、すき。すきだから、こわい。なくすのが、こわい、ですぅ」




　うつろな目を見開いて、ラフィリアは宣言した。




「こえがするの。あたしのなかで。

　どうせなくなる。いなくなる。ずっとそうだったって。

　誰かと一緒にいてもつらいだけだって。

　あたし、不幸がみんなを変えちゃうのがこわいです。でも、みんなのこと、すき。

　ますたぁに触れてもらうの。すき。ますたぁのまわりのひとたちも、すき。

　でも、こわい。なくすの、こわい。

　むねにますたぁの手がのってるのが、あったかくて、すき。ゆびでさわさわしてもらうの、すき。くりくりしてもらうの、すき。すき……だから、こわいですぅ。すきになるの、こわい。なくすの。こわい。ますたぁ、いなくなるの、こわい」

　水色の瞳から、ぽろぽろ涙をこぼしながら──

　封じてたものが解き放たれたみたいに、ラフィリアは話しつづける。




　そっか。

　ラフィリアはずっと、ひとりぼっちだったんだ。

　好きな人は不幸にしてしまう。だから自分から離れてるようにしてきた。

　なにかを手に入れるのが怖かった。仲間とか、友だちとか。

　でも、ラフィリアにとってそれは一番欲しいもので。

　自分には絶対に手に入れられないって思ってたから『闇』──ってことか。

「心配しなくていいと思うよ」

　僕は言った。

「今のところ、僕はいなくなったりしないから。危ないのとか疲れるのとか、嫌いだし。死んだりいなくなったりするつもりはないよ」

「……でも、あたし、ふつうとちがいますぅ……」

　泣きながらラフィリアは、僕を見た。

「記憶もないし……パンを焼くくらいしかできませぇん。それに、へんなこです。ごしゅじんさまに…………ふれられるの、すきです。…………首輪をつけてもらったとき……身体の中がふわふわして、しあわせで……命令されるの……だいすき。マスターにたくさんおねがいして、しはいして……ほしぃ」

「異世界だから……いろんな人がいるよね」

　ラフィリアはつまり……すっごく奴隷向きの体質ってことか。

　土下座ばっかりしてたのは、そういうことだったんだね……。

「あたしがこんなでも……いいですか…………めいれい、してくれます？」

「指輪の強制力は使わないから、正確には『お願い』だけど」

「いいです。そういうの、すき。必要とされてるって感じるから、すき。首輪をつけてると、ますたぁとつながってるって感じるから、すき。ますたぁにさわってもらうの、すき。すき、すきすきすきすき」

　ぱきん。

『不運招来ＬＶ３』を縛り付けていた黒い鎖が、くだけていく。

　恐怖でラフィリアを支配できなくなったからか。

「我が奴隷、ラフィリア＝グレイスよ。汝なんじはなにを望むか？」

「……もっと、して、くださいぃ」

　ラフィリアが、僕の手をつかんだ。

　それを、熱くなってる自分の胸に押しつけていく。

「……ますたぁのものになるの……うれしいから。どきどきするから。きゅんきゅんするから。あたしを、ますたぁなしじゃ、いられないおんなのこに、して………………ください！」

　ラフィリアが叫んだ瞬しゆん間かん──

　スキルに絡みついてた黒い鎖が砕けて、落ちた。

　今のうちだ。一気に行こう。

　僕は『不運招来ＬＶ３』の概念をふたつ、まとめて揺り動かす。

　ラフィリアは、はぅ、って息を吐いて、寝間着を握りしめる。

「ますたぁの、ゆびが、あたしの、ふかいとこ、さわってます。ぞくぞく、します。おなか、あつい。おむね、せつない。すき。すき。ますたぁと繫つながってるの、すき」

　立っていられなくなったのか、ラフィリアが地面に膝をつく。細い身体がずるずると、草の上に横たわる。寝間着は完全にはだけて、白い肌が夜の中で浮き上がって見える。ラフィリアはうつろな目のまま、僕を見てる。指をくわえて、身体の反応に任せてるみたいだ。

「……あたし、わかっちゃいましたぁ……」

「うん？」

「……あたしは……ますたぁにおふろでであったとき…………じぶんがこうなりたいって……きづいてたんですぅ……ますたぁにしはいされたかったの。ペットみたいに、首輪つけて欲しかったの……だから、こわかった。もどれなく……なりそぅ……で」

　こくこく、とラフィリアはうなずく。

「あたしは……みんなをふこうにしてるかもって……おもってたから。しはいされて……つぐなわなきゃ……でも、しはいされるの、すきだから……つぐないにならなくて……」

「ラフィリアのせいじゃない、悪いのはラフィリアに不幸スキルを埋め込んだ、誰かだ」

　僕は『不運招来ＬＶ３』の概念『周囲』と『引き寄せる』を指先で撫なでていく。

「……ひゃ、ひゃうっ。だ、だめ。すみずみまでますたぁの指がさわってくださってるみたい。ぴくぴくするのがつまさきから……あし……おなか……あがってくる………せすじ、じんじんする。あつい…………あたし…………もどれなく…………なっちゃぅ」

　そのたびに、ラフィリアの白い身体がはねる。

　僕は自分にインストールした『入浴補助』の概念──『綺き麗れい』と『洗い流す』を指でつまんだ。

　それを『不運招来』へと、叩きつける。

「──ひゃぅんっ」

　強めに押し込んでいく。あの黒い鎖が、復活しないうちに。

「や、あん。そんな、一気に……すご……うれし……あ、あんっ！」

　ラフィリアは眉まゆを寄せて、僕の背中に手を回して、うわごとみたいにつぶやきつづける。

「ますたぁがあたしのふかいとこ触れてくれてます。つんつん、ずんずん。うれし──こわ──だめ──すき──やだ──ほしい──まって──すぐに──だめ──すき」

　こわれそうなくらいラフィリアの身体が反り返る。

　僕はゆるゆるになった彼女の中に『綺麗』と『洗い流す』を押し当てた。

　それだけで、ラフィリアのスキルは一気に概念を飲み込んだ。

「すき、すきすきすきすき、ん、ん、あっ！」

　大きな胸が揺れて、ぴくぴくと震える。

　もうひとつのロックスキル『生存確率上昇ＬＶ５』はそのままだ。

　こいつに鎖はついてない。呪いはかかってない。害はないから放置でいい。

『不運招来』だけは、バラして壊す！

「呪いのスキルなんかさっさと消えろ！　実行『能力再構築スキル・ストラクチヤーＬＶ３』！」

「──────────っ！」

　ラフィリアの身体が、びくん、とはねた。

　同時に『能力再構築』のウィンドウから、黒い鎖のかけらが飛び出した。

　それは空中で形を変え、小さな黒い人の姿に──って、あれは!?




『運命操作実験の失敗を確認』

　黒い影がつぶやく。

『実験体。ラフィリア＝グレイス。人柱。不幸を集中させることによる、幸運のコントロール。他の場所を平穏にするための、不幸の捨て場所。実験失敗を確認。スキル消滅を確認──』




「レギィ！」『おお！　主ぬしさま!!』

　僕は地面に置いたままの魔剣レギィをつかんだ。

　振り抜く。この距離なら外さない！

　ざしゅ──と音を立てて、魔剣にまっぷたつにされた黒い影が、消えた。

「これが、ラフィリアのスキルにかかってた呪いの正体か……」

『文字通り、取とり憑ついておったのじゃろうよ』

　剣の姿のまま、レギィが答えた。

『この娘の「運命干渉系スキル」は……おそらくはこの者に不幸を集中させることで幸運・不運をコントロールし、他の場所を平穏に維持するためのもの』

「ラフィリアのまわりだけは不幸だけど、他の場所は安全とか、そういうことか？」

『じゃろうな』

「楽しい、幸せだって感じると怖くなるのは、不幸に慣れさせるためか？　希望を持たなければ、絶望することもない、とか」

『まさに、主さまの言うとおりじゃろうな』

　つまり、ラフィリアはそういう実験の被害者だったってことになる。

　それが港町に流れ着いてたってことは、エルダースライムみたいに捨てられたのか、それとも現在進行形で実験の真っ最中だったのか……どっちにしても道具扱いってことだよな。

　最低だ。

　異世界から呼び出されて、使い捨てにされる『来訪者』より悪いじゃねぇか。

『許せぬ！　まったくもってけしからん！』

　心の底から憤ふん慨がいするみたいに、魔剣レギィが震えた。

『少女の扱いを間違えておる！　こういう娘は愛めでて愛でて愛でまくってはらませるのが常識であろうに！　涙は愛と快楽によるものでなければならぬ！　こともあろうに不幸を招くスキルを埋め込み、悲しみの涙を流させるとは何事か！』

「最初と最後のセリフについては、僕も同感だよ。レギィ」

　ラフィリアは、地面に横たわったまま、荒い息をついてる。

　寝間着はお腹なかから下をやっと覆ってるくらいだし、それも汗とかでぐしゃぐしゃになってる。

　寝返りをうつたびに首輪の金具が、ちりん、と鳴って、そのたびにラフィリアは幸せそうな顔になる。

　スキルの書き換えは成功した。新しくできたスキルはふたつ。




『不運消滅ＬＶ１』（ロックスキル：摘出不能特性、ＵＲウルトラレア）

『不幸』を『綺麗』に『洗い流す』スキル。

　自分や他者に手で触れることで、不幸を洗い流す（幸運を呼び込む）。

　発動時間は数分。その間はラックのパラメーターが急上昇する。

　リスクとしてスキルの効果終了後十数分間は、攻撃力・防御力・魔法抵抗力が激減する。

　使用回数制限あり。使用後は再チャージに数日かかる。




　こっちが、書き換えたラフィリアのスキル。




『奴隷召喚サモニング・スレイブＬＶ１』（ＵＲ）

『身体』を『周囲』に『引き寄せる』スキル。

　任意の奴隷１人を、主人のところに呼び寄せることができる。

　召喚された奴隷は主人の座標を正確に把握し、どんな状況であっても、いちもくさんにやってくる。そのため使い方には注意が必要。

　使用回数は１日１回まで。




　これが、僕の新しいスキルだ。




『不運消滅』はハイリスクハイリターンの幸運度上昇スキル。

　攻撃力と防御力、魔法抵抗力を代償にするリスクを考えると、ありえないくらいの幸運を呼べそうだ。

『奴隷召喚』は使う機会ないかな。強制力が強すぎるし、みんないつも一緒だし。

「……あたし……やみにのまれてしまいましたぁ……」

　ラフィリアが、ぼんやりとつぶやいた。

「大丈夫。すぐに契約は解除できるから」

　ラフィリアは２００アルシャで主従契約してる。奴隷でいるのは１ヶ月くらいかな。

　自由になれば、また新しい自分を見つけることもできるだろ。

　そう思いながら、僕は地面に落ちたままの契約書を拾い上げた。

　そこに書かれていた、ラフィリアの『スキル探索』の契約金は──




　１１２００アルシャ




「はぁ!?」

　なんだこれ。

　よく見ると……数字のところにインクがにじんでる。

　夜露が落ちてきて、インクが流れたんだ。それが測ったみたいに、11って数字を作り出してる。指でこすっても消えない。不自然なくらいにインクが定着しちゃってる。

「『契約』による正式な契約書ってことで、神様効果が発揮されてるのか？」

『……うむ。「契約」の証明書として、「契約の神」に認識されておるのじゃろう』

「偶然──じゃないよな。もしかしてラフィリアの『不運招来』の効果か!?」

『おそらく』

　僕の背中で魔剣のレギィが揺れた。

『自分の本性に気づくまでは、この娘にとって奴隷になるのは不幸じゃった。そして主さまにとっても、このエルフ娘を支配しつづけるのは不幸じゃ。だからこうなった。スキルは見事に効果を発揮したわけじゃな』

　やっぱり、あのスキルはさっさと書き換えて正解だった。

　金額を書いてから、『契約』するまでの短時間でこれだ。ほっといたらなにが起こってたか……。

「まぁ、悩んでても話は進まないか」

　僕はラフィリアを抱き起こした。

「おーい、ラフィリア。こんなとこで寝てると風邪引くよ？」

　軽く揺さぶるとラフィリアは目をさまし、自分の格好に気づいて──

「は、はぅっ。いけません！　マスターの前でこんなぁ！」

　って、真っ赤な顔でわたわたしてた。

　ラフィリアは慌てて服を整えて、僕の前で土下座──しようとしたからなんとか止めて。

「『不運を引き寄せる』スキルは書き換えたよ」

　僕はラフィリアにスキルのことを説明した。

　ラフィリアは不思議そうな顔で、自分の胸に手を当てた。スキルの中身を確認するみたいに、まばたきして、それから──

「う、う、うれしいですうううううっ！」

　ぽろぽろぽろぽろ、って、泣きだした。

「あたし、もう不幸を呼び寄せるものじゃないんですね。誰かと、一緒にいてもいいんですね!?」

　顔を押さえて泣きじゃくるラフィリア。

　なんとなく僕は彼女の髪に手を当てて、撫でてみた。

「感謝してくれるのはうれしいけど、もうひとつ言わなきゃいけないことがあるんだ」

「は、はい。マスター！」

「実はラフィリアの奴隷契約金が50倍以上になった」

　僕はラフィリアに『主従契約書』を見せた。

　書かれているのは『１１２００アルシャ』──つまりラフィリアはこの金額で僕にスキル書き換えを依頼したことになる。

「たぶん『不運招来』スキルのせいだと思うけど……ほんとごめん」

「はぅっ!?」

　びくんびくん。

　……あれ？　ラフィリア、なんで真っ赤になって震えてるの？

　胸を押さえて切なそうな顔してるのは、なんで？

「と、とにかく、できるだけ早く僕との契約を解除できるようにするから」

「…………あたしがマスターのもの……こんなに強く……繫つながって……これからも、ずっと……」

「ラフィリア？」

「は、はい。マスター！　ありがとうございました！」

　ラフィリアはしゅぱーん、と、華麗な『エルフ土下座』を決めた。

　……いや、話聞こうよ。

「あたしの運命を変えていただいたこと、感謝の言葉もありません。マスターの奴隷となったからには、このラフィリア＝グレイス、身も心も捧ささげてお仕えするつもりでおります！」

「……うん。ほどほどにね」

「そ、それと……スキルをいじっていただいた間のことなんですけど……やっぱりあれ、ほんとのあたしじゃないんですぅ」

　ラフィリアは顔を上げて、照れたみたいに指を付き合わせて──

「あ、あたしはみんなを守る、正義のラフィリア＝グレイスなんですから！　契約金がたくさんになったことで──気持ちよく──なったりしないです。そういうの、正義っぽくないですぅ。いけないんです。だから──

　あれ？　マスター、どうして怖いくらい優しい目をしてるんですか？　頭なでないでくださいよぅ。なでるなら首輪の方を……マスターに触れてもらうのすき…………はぅっ!?」

　変なダンスを踊るみたいにわたわたしながら、僕の隣を歩き出したのだった。








第７話「奴隷少女たちの『おしおき志願』」






「……ここがナギと、私たちの家。ただいまとおかえりを言っていい場所……」

　リタはリビングのテーブルにつっぷして、コップの水を見つめていた。

　今日着いたばかりなのに、もう食器にはご主人様のにおいがついてる。本当に、これからここで暮らしていくんだって実感が湧いてきて、胸が高鳴りはじめる。

　これからここで、どんな毎日を過ごしていくんだろう。

　ご主人様のことだから、奴隷の仲間はもっと増えそう。

　もちろん、大好きなご主人様が選んだ相手なんだから、リタも受け入れるつもり。

　絶対に気が合うはずで、リタも好きになれる少女のはず。

　そうやって日々を重ねていって……そしていつか──

「ああ、でも……照れくさいなぁ。ずっと同じところに住んでたことなんてないんだもん」

「リタさん……眠れないんですか？」

　廊下から、声がした。

　寝間着を着たちっちゃな影が、キッチンをのぞき込んでた。

「セシルちゃん……？　うん、ちょっと、落ち着かなくて」

「そうですか……わたしと、おんなじですね」

　セシルは穏やかに笑いながら、テーブルに置いてあったランプに魔力を注ぐ。

　陶器製の管の中に、赤い光がぼんやりと灯ともった。

「わたしも、両親をなくしてから、ひとつのところで暮らしてたことなんか、なかったですから」

「ここでずっと暮らしていくのよね。私たち」

「すごいですよね」

　うんうん、うんうん。

　うなずきあうセシルとリタ。

「でも、ずっと同じところにいるってことは、失敗ができないってことじゃない？」

「どういうことですか、リタさん」

「たとえば、私がナギに失礼なことをしたとするでしょ？　それがこのキッチンだったとするじゃない。そしたらナギは、ここに入るたびに、それを思い出しちゃうことになるの」

「確かに……そうかもしれません」

　ふたりの身体からだが震え出す。

　もちろん、ご主人様が奴隷を責めたりしないってわかってる。だけど、これは仕える者としての礼儀のようなものだ。優しいご主人様に甘えてはいけないのだ。

「やっぱり……おしおきをしてもらうしかないです」

「それしかないわよね」

「実はわたし、スライムさんに古代語『炎の矢フレイムアロー』をぶつけようとしたときのおしおきを、まだしてもらってないんです」

「私も、ナギが寝てるときに手をくんくんして、はむはむしてたおしおき、まだもらってないもん」

「ひとつの場所で暮らしていくんですから、そういうルールも必要ですよね」

「そうね。大切なことよね」

「そうしないと、すっきりしないですから」

　ふたりは顔を見合わせた。

　奴隷に対するおしおきは、この世界にも存在する。たとえば食事を抜いたり、一晩家に入れなかったり、物置に閉じ込めたり──もっと過激なものも。

　だけど、ご主人様がそんなことをするとは思えない。

　するとしたら、もっと精神的な。

　たとえば、ふたりが恥ずかしがるような──

「ぷしゅう」

「わぁ！　セシルちゃんしっかり！」

「だめです。わたし、リタさんほど立派じゃないです。ナギさまの前で胸がおっきくなる体操をするなんて……胸囲を測っていただくなんてだめです。恥ずかしくて死んじゃいます……」

「気を確かに！　ナギはそんなことしないから。私もナギにリードを着けられてお散歩に行くところを想像したけどそれはむしろごほうび──って、ちっがーう！」

　セシルの背中をさすりながら、リタは真っ赤になって首を振る。

　いけない。この話題は危険だ。

　奴隷少女同士の頭の中がまるはだかになってしまう。

　こんなところをご主人様に見られたら──

「なにしてるの。ふたりともー」

「「わああああああんっ」」

　飛び上がって振り返ると、そこには寝間着姿のアイネがいた。

　なぜか温めたばかりのミルクを持ってる。カップが、ふたつ。いつの間に。

「なにしてるって言われましても」「な、なんでもないもん」

「わかってるの」

　首を振るセシルとリタに、アイネはいつもの優しい顔でうなずいた。

「わかってるの。わかっちゃってるから、お姉ちゃんに任せて」

「「聞いてたんじゃない（ですか）！」」




　翌日。

　目を覚ましたナギは、部屋のドアの隙間から入り込んでいる紐ひもと、ドアの向こうに散らばった、紐の先に結び付けられた木札と──

　そこに書かれた「ぜんらたいそう」「おさんぽ」「おふろ」「ことばぜめ」の単語に、頭を悩ませることになったのだった。








第８話「巫み女こと『来訪者』のお仕事相談」






　次の日。

　僕とセシル、ラフィリアの３人は、イリスに会いに行くことにした。

　セシルは僕の護衛。ラフィリアはイリスへの紹介も兼ねて。

　イリスからはイルガファに着いたあとに会えるように、手配をしてもらってたんだ。

『イルガファ領主家』は、大きな壁に囲まれたお屋敷で、入り口には巨大な両開きの扉があり、門番が控えてた。イリスからの手紙を渡すと、門番は僕たちを通してくれた。

　ただ、やっぱり持ち物検査はあった。当然だけど。

　それからイリスとの関係を聞かれた。

　僕たちは表向き、イリスが誘拐されそうになったときに救った恩人で、『偽魔族』が攻めてきたときにもちょっとだけ支援したことになってる。そのあたりはイリスが領主家の執事や兵士たちに細かく説明したそうだ。

「お前たちは特別だ。イリスさまに『海竜の祭り』の仕事を頼まれているのだろう？」

　領主家の執事の人は言った。

　そんな話は聞いてないけど、とりあえず「まぁそんな感じです」って言っておいた。

　詳しい話は、イリスに聞くことにしよう。

　それから15分くらい待たされて、僕とセシル、ラフィリアは、メイドさんに先導されて広い廊下を通り──




「実は、ソウマさまに海竜の聖地の調査を依頼したいのです」

　応接間で待っていたイリスから、クエストの話を聞くことになったのだった。




「警戒が厳重で、びっくりされたでしょう？」

　イリスは僕たちと、ドアの方を交互に見てから、申し訳なさそうに言った。

「本当にうちの者は融通がききません……。ソウマさまたちは大事な客人ですから、すぐにお通しするように言っておいたのに……恩人だということも説明したのに……祭り関係のことについてはイリスに優先権があるはずなのに……」

　ドレスの胸を押さえて、長いため息をつくイリス。

「クエストの依頼は、ソウマさまにお会いするための口実も兼ねていますが、お願いしたいのは本当です。話を聞いてくださいますか？」

「いいよ。海竜の聖地って、『海竜の祭り』の儀式をする場所だっけ？」

　このへんの知識は、リタとアイネから教えてもらった。

　午前中、ふたりには聞き込みに行ってもらってた。アイネのコミュ力、リタの聴覚を駆使した調査のおかげで、いろんな情報が入ってきてる。

　数日後に行われる『海竜ケルカトル』のお祭りを前に、トラブルが起きてるらしい。

「半島の先端。そこに魔物が現れたって噂うわさは、僕も聞いてる」

「はい。めったにないことなのですが、聖地の結界が弱まっているようなのです」

　イリスは窓際に立ち、話しはじめた。

　彼女が着ているのは黄色のドレス。頭と腕にも、同じ色のアクセサリ。薄く開いた窓から吹き込む風で、緑色の髪が揺れている。

「聖地には儀式に使う洞どう窟くつ──小さなダンジョンがあるのです。そこに魔物が出入りしている、という目撃情報が入っています」

「なるほど……」

　魔物避よけの結界が弱まったせいで、儀式の重要地点が危険地帯になってる、ってことか。

「ダンジョンの中は大量の兵士が展開するのは難しい場所ですし、冒険者の方々に調査をお願いするべきと考えました。重要な場所ですので、信頼できる方にお願いしたいかと」

　聖地は、祭りの時に海竜ケルカトルが出現する場所だ。

　魔物がいたら祭りの儀式ができないし、巫み女このイリスがその場に行けない。

　そして、ダンジョンは大軍を展開するのには向かない。魔物を追い払おうとして、聖地を荒らしてしまったら、海竜が戻ってこなくなるかもしれない。それでは意味がない。

　だから少人数で魔物を追い払って欲しい、ということだった。

「これは、イルガファ領主家からの正式な依頼です。報酬もお支払いいたします。祭りに関わることだけは、イリスにも裁量権がありますから」

　それは、イリスに与えられた小さな権利だそうだ。

　海竜ケルカトルとの儀式はイリスにしかできない。それに関わることについてだけは、イリスにも権限と予算が与えられている。だから、こうして僕たちと会うこともできてるってことか。

「報酬と、期限と、その他の条件については？」

「報酬は４０００アルシャ。成功報酬です。ダンジョンは魔物さえいなければイリス一人で中枢まで行けるくらい、小さなものです。仕事の期限は……できれば明日までに」

「なるはやでってことか」

「『なるはや』？」

「ごめん。やっぱり急ぎなんだな、って思って」

「期限を明日までとしているのは、それを過ぎると冒険者ギルドへ依頼が行ってしまうからです」

　イリスは目を伏せて、告げた。

「そうなると、あの神命騎士団が動くことになるでしょう」

「……うぁ」

　ラフィリアが心底嫌そうに口を押さえた。うん、わかる。

「彼らは仕事のやりかたがめちゃめちゃなのです。だからできるだけ聖地には入れたくない。お仕事を急ぐのは、そういうわけです」

　イリスも、うんざりした口調になってる。

　どんだけ嫌われてるんだよ、神命騎士団。

「僕も昨日見かけたけどさ、あいつらって何者なんだ？」

「イリスにも、詳しいことはわかりません。ただ、貴族の紹介状を持ってきたことと、彼らが強力なパーティだということは確かです」

「あいつらのやり方は正直、吐き気がした」

「ソウマさまがイリスと同じ感性の持ち主でよかったです」

　僕もそう思う。

　ラフィリアは昨日のことを思い出したのか、真っ青な顔でうずくまってる。

　僕の奴隷にこんな顔させただけでも、奴らは敵認定するに値すると思うんだ。

「本当なら、聖地の調査は毎年、冒険者ギルドにお願いしているんです。でも、今は神命騎士団のせいで、冒険者ギルドが機能してない状態なので」

「機能してない、か。そうだよな」

　ラフィリアが受けてた圧迫面接だって、本当だったらギルドが止めるところだ。元の世界でたとえるなら、面接受けに来た人にひたすらバッシング繰り返して、それを仕事を紹介する側が見て見ぬ振り、ってところか。

　今すぐ潰つぶれた方がいいんじゃないかな。どっちも。

「『神命騎士団』は前から圧迫面接をやってたの？」

「いえ、そういう話はソウマさまに聞いたのがはじめてです。祭りを前にして、あの方たちの動きが活発になっているようですね」

「神命騎士団が高ランクの冒険者だってのは、間違いないんだよな」

「ええ、依頼は確実に果たします。ただしまわりに被害をもたらすのです」

「具体的には？」

「家畜小屋を襲ってる魔物を倒すために、火炎魔法を連発して家畜ごと魔物を灰にしたり」

「……はぁ」

「街道に現れた魔物を旅人やキャラバンに向かって追い立て、被害者を増やしたり」

「…………へー」

「重傷を受けた仲間は基本的に放置します。そのため、パーティメンバーは上位者を除いて常に入れ替わっています。けれども戦闘能力はきわめて高く、高難度のクエストは彼らが独占しているそうです」

「冒険者ギルドがそれを許してる理由は？」

「彼らは自主的に報酬の３割をギルドに上納しているそうです。さらに彼らがこなしているのは高難度のクエストばかり。冒険者ギルドにとっては悪いパーティではないのでしょうね」

　だから神命騎士団ブラツク企業がやりたいほうだいやってるのか。

　……まわりはすごく迷惑なんだけど。

「わかった。イリスの依頼を受けるよ」

　イリスは信用できる。クエストの条件も悪くない。

　それに冒険者ギルドが機能してない今は、まともな仕事を受けられるチャンスがほとんどない。だから貴重な「信用できる相手」の依頼を断るって選択肢はない。

　それに、イリスがあいつらに関わりたくないって気持ちもわかるから。

「じゃあ、聖地のことについて詳しく教えて欲しい。まわりに棲せい息そくしている魔物のリストも」

「わかりました。あとで地図と資料をお渡しいたしますね……そうです！」

　そう言ってイリスは、いいことを思いついたように、ぽん、と手を叩たたいた。

「いっそ、ダンジョン攻略にイリスも同行するというのはどうでしょう」

「イリスが？」

「海竜のダンジョンの構造を一番熟知しているのはイリスです。毎年、調査の時には冒険者ギルドの方の案内をしておりましたから。それに、中枢に行って結界を強化できるのはイリスだけです。ほら、全く問題ないですよね？」

「……ちょっと待ったそれは理屈がおかしい」

　うっかり納得するところだった。

「結界を強化するなら、僕たちが魔物を掃討したあとでもいいよね？」

「……ソウマさま」

　イリスは恨めしそうに、僕を見た。

「少女が勇気を出して冒険しようとしているのですよ？　勇者として、連れ出してあげようとは思わないのですか？」

「巫女の安全を確保するために調査するのに、本人連れてってどうするんだよ。あと、そもそも僕は勇者じゃないから」

「うー」

　イリスは涙目で横を向いて、はぁ、とため息をついた。

「ソウマさまの言うことの方が正しいようです。ここは引き下がりましょう」

「そうしてくれると助かる」

「イリスはソウマさまたちが安全を確保されてから、ダンジョンに入って結界を強化することといたします」

　そう言ってイリスは、セシルとラフィリアを見た。

「それで……よろしければ待っている間、ソウマさまのお仲間に護衛をお願いできないでしょうか？　正規兵にも同行してもらうつもりですが……やはり……不安ですので」

　なるほど。

　魔物を追い払ったら、すぐにイリスはダンジョンで結界強化の儀式をする。そのためには、ダンジョンの近くで控えてなきゃいけない。その間、正規兵に囲まれてぼっちってのも嫌だよな。

「わかった。そういうことなら、ラフィリア。お願い」

「ふぇっ!?」

　ソファにぼーっと座ってたラフィリアが飛び上がった。

「あ、あたし、あたしですか？」

「うん。僕たちがダンジョンに潜ってる間、アイネと一緒に、イリスについててあげて」

「……マスターが、あたしを信用してくれてるです……？」

「当たり前だろ」

　メンバーとしては、これがベストだ。

　セシルとリタは戦闘要員として必ひつ須す。僕は作戦指示のために同行する。

　つまり、僕とセシル、リタはダンジョン行きが決まってる。

　そうなるとイリスの護衛はラフィリアとアイネの担当になる。

　ラフィリアは弓矢も魔法も使えるし、チートスキル『不運消滅ＬＶ１』もある。アイネは水辺なら『汚水増加』が使えるし、低レベルの魔物なら『魔物一掃』で吹っ飛ばせる。

　それでも少し心配だから、帰ったらラフィリアを強化しとこう。あとでスキル屋に寄って、装備も調えて──と。

　──ってことを、チートスキルの件を除いて、僕はみんなに説明した。

「おまかせくださいマスター！」

　ラフィリアは、ぽこん、と自分の胸を叩たたいた。「げほがほげげほっ」って、せきこんだ。

「このラフィリア＝グレイス、新しい自分を試させていただきます。マスターからの使命、一命に代えても果たす所存であります！」

「それじゃ、イリス。護衛は別契約ってことで、報酬は直接ラフィリアとアイネに払ってあげて」

　ラフィリアの「主従契約」の契約金は『不運招来』の呪いのせいで高額になってる。できるだけ削っておきたい。

　アイネは……報酬あげてもみんなのものを買いそうだよね。「お姉ちゃん」だから。

「ということで、じゃあクエストは明日の早朝から。それでいいかな」

「わかりました。ところで……」

　イリスが僕の側そばにやってくる。

　祈るかたちに手を組んで、背伸びして僕を見上げてる。

「ソウマさま、イリスが以前にお渡しした『粗品目録』はどうされましたか？」

「？　あれはそのままだよ。そういえばイリス、品物の名前を書くの忘れただろ？」

「受け取りのサインとか……してませんか？」

「しないよ。変な『契約』が成立しても困るし」

「……てごわいっ」

　え？　なんでにらんでるの？

　イリスは上目遣いで僕を見て、それからごまかすみたいに髪を撫なでて、笑った。

　僕はセシルとラフィリアを連れて立ち上がる。イリスは、気合いを入れるように、ぱん、と、頰を叩いて「領主家の娘」の顔に戻る。それからドレスをつまんで僕たちに一礼。

「それでは明日、よろしくお願いします。『海竜のダンジョン』を守るために、お力を貸してください。ソウマ＝ナギさま、みなさま」

　イリスの言葉を合図に、僕たちは部屋を出た。

　こうして僕たちは、海竜のダンジョンの調査に乗り出すことになったのだった。










　ナギたちが帰ったあと、応接間にノックの音がした。

「イリス、いるのかい？　お兄ちゃんだよ？」

「……兄さま？」

　ドアを開けると廊下には、灰色の髪に青色の目をした、背の高い男性が立っていた。

　イリスの兄、ノイエル＝ハフェウメアだった。

「相談があるのだが、いいかな」

　イリスの返事を待たず、ノイエルは応接間に入ってくる。

　彼はテーブルを挟んだところで立ち止まり、イリスに語りかけてくる。

「聖地の調査の件だが、なぜ冒険者ギルドに依頼しなかったのかな？」

「その件については、お父様の許可をいただいています」

「だが『神命騎士団』なら３０００アルシャで受けてくれるそうだよ。さらに、仕事を仲介した私には１０００アルシャの謝礼をつけて。彼らよりコストのかかる相手に依頼する必要など──」

「イリスが提示した金額は相場通りです。問題はないかと」

　なんで前にも言ったことを、何度も繰り返さなきゃいけないんだろう。

　ソウマさまたちがいた時は、あんなに楽しかったのに。

「それに、聖地は海竜と出会うための神聖な場所です。多少コストがかかっても、信頼できる方に任せるのは当然では？」

　イリスは正面から、兄の顔を見返した。

「それに、コストを問題にするなら、もっと別のところで節約するべきでしょう。職場放棄した正規兵や、逃げたメイドのマチルダに高い給与を払わせていたのはお兄さまでしたよね。彼らの給与に比べれば、今回の報酬は少額でしょう？　ましてや聖地を守るためには──」

「そんな話はしていないだろう!?」

　ノイエル＝ハフェウメアは苛いら立だったように壁を叩いた。

「それに、聖地が多少荒れたところで、海竜が来なくなるという証拠がどこにある？　だったら、ここは新しい方法を試す時ではないか？」

「新しい方法？」

「海竜ケルカトルの加護を、この町の商船だけに与えるのはもったいないだろう？」

　誰かに聞かれるのを恐れているかのように、声をひそめて、ノイエルは言った。

「たとえば王家と契約を結んで、他国を攻める軍船にも海竜の加護を与えたらどうだ？　王家の領地拡大に貢献したとなれば、イルガファ領主家は一気に名声を高めることができる。地方領主とさげすまれることもなくなるはずだ」

「海竜は魔物から人を守るために加護をくださってます！　人の世の戦には関わりません！　それは海竜の娘が人を愛したからです。人同士の争いは人のみで解決する。そんなことはイルガファに生まれた者なら、子どもでも知っていることです！」

　イリスは兄、ノイエル＝ハフェウメアをにらみつけた。

「『貿易は効率を考えよ。されど信用は百万の荷に勝る』──イルガファのことわざを忘れたわけではないでしょう、お兄さま」

「それで１００年以上も、イルガファはただの港町に甘んじてきたわけだろう？」

　イリスの兄、ノイエルは吐き捨てた。

「王都の近くにありながら、イルガファ領主家が『地方領主』とさげすまれてきたのは、海竜を効率的に利用することを考えてこなかったからだ。王家に貢献しなければ、中央貴族の世界では認めてもらえないことくらい、イリスにもわかるだろう？」

「お兄さまは、最近侯爵家の女性とお付き合いされていると聞きました」

「だから？」

「その方とよしみを結ぶために、中央貴族の世界に入ろうとしているのではないですか？」

「彼女──エテリナ＝ハースブルクは、私にビジネスのやり方を教えてくれただけだ」

「……ビジネス？」

「少ない努力で多数の成果を上げるコツのようなものかな。私が神命騎士団を評価しているのも、それにふさわしいからだ。彼らは人材を効率よく運用しているからね」

　兄、ノイエル＝ハフェウメアは領主家の経営にも関わっている。

　侯爵令嬢エテリナ＝ハースブルクという女性を参謀にして、新たな商売の方法を考えたのだろう。

「ですが、お兄さまが推薦する『神命騎士団』は、ひどい面接のやり方をしています。領主家としては、規制が必要かと」

「わかった。私からも声をかけておこう」

　噓うそだ。

　薄く笑った兄の顔を見たら、わかった。

　この人はたぶん『神命騎士団』そのものにも関わっている。

「イリス、お前が自由にふるまえるのも、祭りが終わるまでだね」

　不意に、ノイエルは優しい声で言った。

「海竜の祭りに関わることにだけ、海竜の巫女は権限をふるえる。それももうすぐ終わる」

「なにをおっしゃりたいのですか、お兄さま」

「私は、その後のことを考えているよ。イリスを含めて、皆が幸せになれるように」

「イリスの幸せは、イリス自身で決めることです」

　無意識に、自分が肩を押さえていることに、イリスは気づいた。

　そこは温泉地のお風ふ呂ろで、ソウマ＝ナギさまと触れ合った場所だ。

　こんなときなのに、胸の中が温かくなる。目の前の兄への恐れが、消えていく。

「イリスは選びます。自分の心と、魂が望む選択肢を。海竜の娘のように」

「そうだな。そうできるといいな」

　イリスの言葉を軽く受け流して、ノイエル＝ハフェウメアは背を向けた。

「これだけは覚えておいてくれ。私はイリスの幸せを考えている。たとえお前が竜の鱗うろこなどを持つ、人ならざる者だとしても、な」

「…………お言葉はありがたくうけたまわっておきます、お兄さま」

　そう答えるのがやっとだった。

　兄が退出したあと、イリスは長いため息をついて、ソファに腰を下ろした。

「……ソウマさま」

　あの『粗品目録』をソウマさまは、まだ持っているだろうか。

　あの方は、その意味をわかってくれただろうか。

「言わなければ……イリスの口から。そのために、あの方との繫つながりを望んだのですから」

　もしかしたら、ソウマさまには立ち会ってもらえるかもしれない。




　海竜の祭りでイリスと海竜ケルカトルが向き合う、その瞬間に。








第９話「チートキャラが全力で護衛任務についたらこうなった」






　次の日。僕たちは『海竜の聖地』に来ていた。

　メンバーは僕、セシル、リタ、アイネ、ラフィリア。

　イルガファ領主家からはイリスと、護衛の兵士たちが20人。兵士たちは全員、プレートメイルを身につけ、槍やりと弓を装備している。イリスの隣に控えている兵士だけ、兜かぶとに角がついてる。兵士たちのリーダーだそうだ。わかりやすいね。

『海竜の聖地』は、半島の先端に大きく突き出た岩場だ。ダンジョンはその地下にある。

　入り口には鉄製の扉がついてるけど、中は自然の洞どう窟くつらしい。深さは通常のダンジョンの地下２階くらい。選ばれた者しか入れない中枢を含めれば、地下３階ってところだ。

　僕たちの目的は、このダンジョンの中にいる魔物を追い払うか、退治すること。

　そのあと地上に戻り、今度はイリスを連れて行って、ダンジョンの最奥で結界を張り直してもらえば、クエスト完了だ。




「それじゃアイネ、ラフィリア、イリスの護衛を頼むね」

「わかったの」

「うけたまわりました、マスター」

　アイネは昨日買った新装備『はがねのモップ』を構えて、ラフィリアは弓を手に、僕に向かって頭を下げた。

「こう見えてアイネもラフィリアも、かなりのチートキャラだから、任せて平気だと思う」

　僕はイリスに言った。

　小さな椅子に、ちょこん、と座った彼女が、不安そうな顔をしてたから。

「『ちいときゃら』ですか？」

「少なくとも、セシルとリタと同じくらい強い」

「承知いたしました」

　イリスは不思議そうに、アイネとラフィリアを見てる。

　アイネは見た目は普通のメイドさんだし、ラフィリアはほわほわした感じのエルフさんだ。

　ふたりが本気を出せば、イリスの護衛を全滅させられるなんて言っても、信じられないだろうな。

「それじゃラフィリア、オプションを出して」

　ダンジョンの入り口で、僕はラフィリアにお願いした。

「はい、マスター」

　ラフィリアは鎧よろいの隙間から、小さな布を取り出した。さっきまでハンカチ代わりに使ってた奴だ。それを自分の頭に近づける。彼女の頭には、青い髪留めがついてる。それがふるふる震えて、伸びて、ぱくん、と、ハンカチを飲み込んだ。

「『えるだちゃん』、マスターのために分裂してくださいー」

　ふるふる、ぴくぴく、ぽろん。

　ラフィリアの髪留めから、手のひらサイズの青いかけらが飛び出した。

　それはハンカチを飲み込みながら大きくなり、座布団くらいのサイズに変わる。

　青い身体からだ。ゼリー状の体表。ふるふる震えてる。

　どこからどう見てもスライムだった。

「いい子ですねー『えるだちゃん』」

　ラフィリアが撫なでると、青い髪留めはうれしそうに震えた。

　髪留めの正体は、エルダースライムのかけらだ。

　普段は髪留めに擬ぎ態たいしていて、ラフィリアの汗や体液がしみこんだ物を与えると、分裂してオプションを吐き出してくれる。オプションの寿命は２、３時間くらいだけど、その間は使い魔にできるすぐれものだ。

「レギィ、エルダースライム（子）の操作を頼む」

『了解じゃ、主ぬしさま。発動「溶液生物支配スライムブリンガーＬＶ１」！』

　僕の背中で魔剣レギィがスキルを発動。意志を持たないエルダースライム（子）を操り始める。

　うねうね、うねうね。

　青いスライムが僕たちの先にたって、ダンジョンの入り口へと進んでいく。

　スライムの感覚はレギィと同期してるから、なにかあったら知らせてくれるはず。

　これで準備は完了だ。

「隊列の先頭はスライム（レギィ）、次にリタ。最後に僕とセシルだ。いいかな」

「はい、ナギさま。おふたりには何者も近づけさせません！」

「さっさと終わらせましょ。ナギが買ってくれた服、潮風でべとべとにするのはやだもん」

　新しい装備を身につけたセシルとリタは、同時にうなずいた。

　セシルの『見習い魔法使いの衣』は丈の短いワンピース。ぱっと見、ちびっこ魔法少女みたいだ。

　リタの『神聖格かく闘とう家の服』は腰に大きなスリットが入った格闘服。動きやすくて防御力も高い、胸が強調される分だけ腰が細く見えるところが気に入ってる──ってのがリタの感想だ。

「それではダンジョンを開きます。どうぞ無理はなさらないように……」

　イリスが首から提げた鍵かぎを、鉄の扉に差し込んだ。

　ぎぃ、と音を立てて、ダンジョンの入り口が開いていく。

「それじゃ行ってくる」

　そうして、僕たちはダンジョン攻略を開始したのだった。










　──ナギたちがダンジョンに潜ったあと──




「あ、ダンジョンの中が光りましたねぇ」

「やっぱり初手は『灯りライト』なの」

　ほのぼの、しみじみ。

　イリスとアイネ、ラフィリアがいるのは、聖地の岩場。

　潮風が当たらないところに椅子を置き、イリスはそこに座っている。

　目の前にはたき火と、その上につり下げられたヤカン。ぼんやりと火を見つめているイリスの前では、正規兵たちが壁を作っている。

「巫み女こは領主家の礎である。イリスさまの恩人とはいえ、気軽に近づかれては困る」

　正規兵の隊長は、アイネとラフィリアをにらみながら、言った。

「いいか。お前たちは与えられた仕事だけやっていれば……」

「イリスさまにお茶をあげるくらい、いいの」

　隊長の言葉の合間を縫って、メイドさんがお茶を差し出す。

　隊長は木製のカップをひったくる。毒味のつもりか、カップに軽く口をつけると──

「…………ほっ」

　肩の力を緩めて、息を吐いた。

「イリスさまも、どうぞなの」

「ありがとうございます。アイネさま！」

　隊長の気が緩んだ隙に、イリスはめいっぱい手を伸ばしてカップを受け取った。

　お茶を一口すすると、とても優しい、安心する味がした。

　港町であるイルガファには、いろんな種類のお茶が入ってくる。目の前にいるメイドさんは、それをブレンドして、独自の味を作り出しているようだ。

　カップが載った皿には、小さなお菓子が添えられている。パン生地に、お茶の葉を混ぜて焼いたものだ。イリスがそれを手に取ると、エルフ少女が嬉うれしそうな顔になる。彼女のお手製だろうか。

「……美お味いしい」

　イリスがつぶやくと、エルフ少女はピンク色の髪を揺らしながら「おいしいですかぁ。よかったですぅ」ってほほえんだ。

　彼女の手にはなぜか鉄製のジョウロ。音がするから、中に水が入っているんだろう。なんで水袋じゃなくてジョウロなの？　どうしてそこからヤカンに水を注いでるの？

　というか、今、沸かしてるヤカンの水は二杯目なんだけど、ジョウロの水が減ってないような気がするのはどうして？

「イリスさま。水の心配はいらないです。じゃんじゃか飲んじゃってください。一定間隔で」

「一定間隔？」

「マスターがイリスさまにいただいた『水まき』スキルは、そういうものになったのです」

　イリスの頭に特大の「？」マークが浮かぶ。

　メイドさんとエルフさんは、イリスを気遣うように優しい笑みを浮かべてる。

　イリスは素直に、すごいなー、って思ってしまう。彼女たちの謎の能力も、その彼女たちに慕われてるソウマさまも。彼に関わるすべてが、なにもかも。

　ソウマさまが、イリスのお兄ちゃんならよかったのに。

「ふむ。得体の知れぬ冒険者にしては、礼儀正しいな」

　正規兵の隊長はメイドさんにカップを返してから、むん、と、胸を張った。

　兜に角をつけた大柄な男性だ。責任感が強いことから、今回の任務を任されてる。ただ、親子３代で正規兵をやってるせいで、一般人を見下す癖があるのが困ったところ。ソウマさまのパーティには礼をつくすように言ったんだけど。

「だが、イリスさまをお守りするのは我々だけで十分だ。自分たちが我々より役に立つなどと思い上がらぬように。分を守り、でしゃばらぬようにな」

「わかってるの」

　完全無欠の無表情で、メイドさんが答える。

　その態度が気に入らなかったのか、隊長が何か言おうとしたけれど──

「現れました隊長！　ハーピーの群れです！」

　突然、見張りの兵士が声をあげた。

　イリスもつられて海の方を見る。

　海上を飛ぶ、人面の鳥が見えた。上半身は女性で、両手が翼になっている。

　ハーピーたちはまっすぐこっちに向かってきてる。やはり、結界が弱くなってるんだ。

「全員、弓構え！　合図とともに──」

　隊長が腕を振り上げ、叫ぶと──




　びぃん。

　ピーィー！　ピギー！　ピィーギァー!!

　ぽとん、ぽとぽとん。




　翼を射抜かれたハーピーたちが、まとめて海に落ちた。

「……え」

「よいしょ」

　呆ぼう然ぜんとしたイリスが振り返ると、エルフの少女が弓をしまうところだった。

「あの、ラフィリアさま？」

「え？　あ、はい。なんでもないです。なんでもないですよー」

　エルフ少女は、あわてたみたいに手を振った。

　おかしい。

　弓の弦が鳴る音は一回しか聞こえなかった。ハーピーは５匹もいたのに？　おかしい。ソウマさまのパーティはおかしいと思ってたけど、このエルフ少女もかなりおかしい。

「いやー、さすがイルガファ領主家の正規兵さんですぅ。あたしたちが気づかないうちに、魔物をみーんな撃ち落とすなんて。すごいですー。びっくりなのですー」

「え、あ……ああ」

「それとも気合い？　気合いですかぁ？　いやー、イルガファ領主家の正規兵ともなると、ハーピーを眼光だけで撃ち落としちゃうんですね。すごいですー」

「……ぬ。う、ぬぬぬ……も、もちろんだとも！」

　エルフ少女の言葉に、隊長が胸を張る。

　──え、そこで乗っかるの？

　思わず漏れたイリスの本音は声にならずに、隊長は弓を構えて決めポーズ。

「我が部下には優秀な者が揃そろっている！　ひそかにハーピーを撃ち落とすなど簡単なことだ！」

「……そうですか」

　イリスは静かにため息をついた。

　隊長のことはどうでもいい。気になるのはエルフ少女の方だ。

　ほわほわしているけれど、底知れない。

　彼女は一体どれだけの力を秘めているのだろう？







　イリスは知らない。

　以前、報酬としてナギに渡したスキルクリスタル『水まきＬＶ１』が、ナギが昨日買った『弓きゆう術じゆつＬＶ１』と『再構築』されて、新たなチートスキルを生み出したことを。




『弓術ＬＶ１』

『弓矢』で『与えるダメージ』を『増やす（10％＋ＬＶ×10％）』スキル




『水まきＬＶ１』

『ジョウロ』で『水』を『まき散らす』スキル




　このふたつを『再構築』して生まれたスキルは──




『豪ごう雨う弓術ＬＶ１』（Ｒレア）

『弓矢』で『与えるダメージ』を『まき散らす』スキル

　一回の射撃で、複数の矢を打ち出すことができる。

　発射可能な本数は『弓術』と『豪雨弓術』のレベルの合計、プラス１本。

　現在の同時発射可能本数は、５本。




『浄水増加ＬＶ１』（Ｒ）

『ジョウロ』で『水』を『増やす』スキル

　ジョウロに貯ためた水を、一定間隔で増やすことができるスキル。

　増加率はレベル×10％＋10％。現在の増加率20％。

　使用可能回数は、１時間に１回。上限はジョウロに入る容量まで。







　──ハーピーの出現から、しばらく経たったころ、

「隊長！　海上に大コウモリが現れました！」

「むむっ！　全員再び弓を構え！　イリスさまをおまも──」

　──びぃーん。

　──とすとすとすっ。

　──ぽとぽとぽとっ。

　矢に射抜かれた大コウモリたちが、海へ落ちた。

「わーすごいですぅ。さすがイルガファ領主家の正規兵ですぅ（ぱちぱちぱちぱち）」

「……お、おぅ」

　弓に矢をつがえた隊長の額に冷や汗が伝う。

　イリスだってさっきから驚かされっぱなしだ。

　すごいのはエルフ少女の腕前だけじゃない。メイドさんとのコンビネーションもそうだ。

　エルフ少女の弓ゆ弦づるが鳴る瞬間、巧みにメイドさんがみんなの気を逸そらしている。お茶を入れたり、お菓子を配ったり。そのたびに、空飛ぶ魔物たちが射抜かれて、海へと落ちていく。

　ハーピー、大コウモリが墜おちたあとは、空の魔物は現れない。

「……魔物だって、こんなわけのわからない落とされ方するの嫌でしょうね」

　イリスは気を取り直して、ダンジョンの入り口を見た。

　ソウマさまたちが入ってから、１時間くらい経っただろうか。みなさん、大丈夫かな。

　海辺に現れるのは空の魔物だけじゃない。陸上生物の方がやっかいなのだけど……。

「現れました隊長！　アクアリザードです！」

「全員、イリスさまを守れ！」

　一斉に、兵士たちがイリスの前で壁になる。

　岩場からあがってきたのは、身体を海水で濡ぬらした大トカゲだった。サイズは人間の大人以上。表面は堅い鱗うろこで覆われていて、容易に刃を通さない。同時に複数を相手にするのは、高レベルの冒険者でも難しいと言われているほどの強敵だ。

「ぬぬぬ、やっかいな相手だが、ここで退くわけにはいかぬ！　全員、槍構え！　たいまつを持っている者は火をつけて投げつけろ！　こいつは乾燥に弱いはずだ！」

「乾燥？」

　こんな場合なのに、イリスは思わず首をかしげた。

　海辺で敵を乾燥させるって、どうやって？　まわりには大きな水たまりだってあるのに。

「ぬおおおおおおっ！」

　兵士が槍を構えて突撃する。狙いはアクアリザードの開いた口だ。飛び込んだ槍が、敵の口の中を切り裂く。青白い体液が噴き出し、アクアリザードは巨体をくねらせる。その隙に、正規兵たちがつっこむ。ひとりが尻しつ尾ぽで殴られて倒れる。

　だが、正規兵たちは退かない。アクアリザードを取り囲み、四方八方から槍を突き出す。

　やがて複数の槍がアクアリザードの腹部を貫いた。

『ＧＡ！　ＧＵＯＯＯＯＯＡＡＡＡ…………』

　傷だらけになった魔物は、その動きを止めた。

　兵士たちの勝利だ。

「助かりました。ありがとうございます。隊長」

　イリスは椅子から立ち上がり、兵士たちに頭を下げた。

「はっはっはっ。礼には及びませぬよ、イリスさま。これも任務ですからな」

　隊長は胸を張り、転んだときに曲がった兜を元に戻す。

「どうだ冒険者どもよ。これがイルガファ領主家の正規兵の実力だ。ちょっと小技が使えたとしても、正面きっての闘いでは、お前たちなど敵かなうまい！」

「うん。まったくその通りなの」

「すごいですー。さすがイルガファ領主家の人たちですぅ」

　メイドさんとエルフ少女が拍手する。




　彼女たちの背後には、アクアリザードの死体が５つ、転がっていた。




「……………………うそ」

　イリスの手から、コップが落ちた。

　大きなトカゲたちは、全員腹を上にして死んでいる。

　皮膚は干からびて、鱗ははげ落ちて、まるで身体の水分を一気に奪われたように。

　でも、どうして水たまりの上で干からびてるの？　それに、あの水たまり。あんなに大きかったっけ？　さっき見たときより、汚水の量がずいぶん多くなってるような？

　イリスはメイドさんとエルフさんの方を見た。ふたりとも、優しい笑みを浮かべている。

　複数の魔物を瞬時にほふるような殺傷スキルを持っているとは思えないほどの。

　メイドさん──アイネが使ったのは『掃除道具』で、敵の水分を奪うスキルだった。




『汚水増加ＬＶ１』

　掃除道具で、汚れた水を増加させることができる。

　増加分の水分は、まわりから強制的に吸収する。土でも植物でも人間でも。

　効果範囲内で、汚水に触れていた人間、魔物は、体内の水分を問答無用で奪われてしまう。




　そんなことは知らないイリスは、アイネに問いかける。

「メ、メイドさん。いえ、アイネさま。これは？」

「さー？」

「さー？　じゃないでしょう!?」

「全員、病気のアクアリザードだったみたいなの」

　メイドさんは『はがねのモップ』を手に、告げた。

「命の最後の火がつきるまえに、イリスさんを襲おうとしたの。でも、果たせなかったの」

「あたしも見ましたー。よろよろと海辺からあがってきて、ころん、ですぅ」

　エルフさんは嬉しそうに手を叩たたいている──




　そんなわけありますかーっ!!




　立ち上がってつっこみたくなるのを、イリスは必死にこらえた。

　ソウマさまからは、パーティの能力はないしょにするように、ってお願いされてる。イリスがその約束を破るわけにはいかない。

　だけど、落ち着かない。

　ソウマさまたちと一緒にいると、イリスは巫女であることも、イルガファ領主の娘であることも忘れそうになる。なんだろう、この落ち着かない気持ち。

　メイドさんもエルフさんも、お仕事すっごく楽しそう。

　自分は今、どんな顔をしてるんだろう。つまらなそうな顔してないかな。

　ソウマさまの奴隷のふたりが──どうしてこんなに、うらやましいのでしょう？

　イリスは、ため息をついて空を見上げた。

「伝令！　伝令ーっ！」

　その時、突然、町の方から、馬に乗った兵士が走ってきた。

　彼はイリスの前にひざまずき、告げる。

「イリスさまに、兄君ノイエル＝ハフェウメアさまから伝言です！」

　思わぬ報告に、イリスは椅子の上で息を吞のんだ。

「妹が心配なので様子を見に行く。出迎えの準備をするように、とのことです」

















第10話「伝説の真実が明らかになったので、全力でしらんぷりすることにした」






　──時間を１時間巻き戻して、ダンジョンに入ったナギたちは──




　僕たちはセシルの通常版『灯りライト』をたよりに先に進んだ。

　まわりは湿った岩壁で、絶えず水音が響いてる。

　足下には水が溜たまってて歩きにくい。

　セシルの『魔力探知』とリタの『気配察知』をレーダーに、先に進むと──




「くるわ。ナギ、魔物よ！」







　ジャイアントアリゲーターが現れた！




『ジャイアントアリゲーター

　全長５メートルを超える巨大ワニ。

　鱗うろこは堅く、剣と矢が通りにくい』




「ダンジョンに入ってすぐに、古代語『灯り』で目を潰つぶしてるから動きが鈍いな。

　じゃあリタ、フェイントかけて近づいて。

　よし。口を開けたから、セシルは通常版『火球フアイアボール』打ち込んで」

　──ぼふん！

『火球』がジャイアントアリゲーターの内部で爆発した。




「「「終了！」」」




　ジャイアントアリゲーターを倒した。







　ブルースライムのむれが現れた。




『ブルースライム

　身体からだから弱い酸を発するスライム。

　主に岩場に生息し、近づいてきた獲物を溶かして食らう』




「レギィ、交渉してみて」

『一匹につき干し肉をふたつ与えるゆえ、このダンジョンより出て行け！　さもなくば強化エンチヤントされた獣人の拳こぶしか、黒き魔剣がお主らをこの世から消し去ってくれる！

　……おお、話がわかるのぅ。主ぬしさま、話がまとまったぞ。あと、この先にジャイアントスパイダーが巣を作っておると言っている。え？　追加報酬をあげて？　主さまはやさしいのう。

　よいかスライムども、主さまのご恩を忘れるではないぞ！　返事は!?』

『うねうね、ふるふる』

　ブルースライムのむれは逃げ出した。







　ジャイアントスパイダーが現れた。




『ジャイアントスパイダー

　体長数メートルの蜘く蛛も。身体から糸を生み出して、巣を張る。

　その巣は結界ともいえるほど強力で、中型の肉食獣でも一度捕まれば逃げられない。

　肉食で、顎あごが強く、子どもの骨くらいなら嚙かみ砕くだいてしまう』




「『巣作り』は空間支配系の捕獲スキルだよな。じゃあ、リタ」

「了解しました。発動『結界破壊エリア・ブレイカー』！」

　リタの拳が、蜘蛛の巣を吹き飛ばした。

「セシル！」

「『炎の矢フレイムアロー』、ふれいむあろー、ふれいむ、あろーっ!!」

　ジャイアントスパイダーは燃え尽きた。




　ジャイアントスパイダーはスキルクリスタルを落としていった。

『巣作りＬＶ２』

『糸』で『敵』を『捕らえる』スキル




　糸がないから使えなかった（でも回収した）。







　ラージサーペントが現れた。




『ラージサーペント

　水陸両生の巨大ヘビ。毒持ち。

　ダンジョンの通路を塞ふさぐほどの巨体を持つ。

　長い身体を敵に巻き付け、骨を砕いて飲み込む』




「このサイズなら外さないな。えい、『遅延闘技デイレイアーツ』（突き20回分）」

　巨大化した魔剣レギィの刃が、ラージサーペントをまっぷたつにした。




　ラージサーペントはスキルクリスタルを落としていった。

『巻き付きＬＶ３』

『胴体』で『敵』を『締め上げる』スキル（手足は使っちゃだめ）

　しかし、属性が合わなかった！（でも回収した）







「ここまでは順調か」

　僕たちは最下層近くまで降りてきた。

　イリスがくれた地図を見れば戦いやすい場所がわかる。出そうな敵のリストもついてる。

　対策を立てるのはそんなに難しくない。

　元の世界でゲームを作ってたときは、自分でダンジョンにモンスターを配置してたから、海辺の魔物の戦い方は、だいたい想像がつく。

　このダンジョンには細かい横穴がいくつかあり、魔物たちはそこから入って来る。僕たちは一応、そこもチェックしながら進んでる。

　残りはダンジョンの中枢に繫つながる大広間と、そこまでの通路だけ。

　そこまで行けば、仕事は半分終わりだ。

「セシル、リタ、なにか気がついたことは？」

　聞いてみた。

「「はいっ！」」

　二人は同時に、ラージサーペントの返り血で染まった壁を指さした。

「……他に気がついたことは？」

「「はいっ[image: ]」」

　二人はもう一度、通路の壁を指さした。

　………………繰り返しになるけど、このダンジョンは天然の洞どう窟くつに、人が手を加えたものだ。

　そうやってずっと長い間、海竜との儀式の場として使われてきた。

　でもって、時を経てうすれてしまった壁画とかもあったらしい。

　そして、魔物がこのダンジョンに現れるってのは本当に珍しいことで──




　その返り血を浴びて、消えかけてた壁画が浮かびあがることも、あったりする。




　僕たちの目の前にあるのは昔の壁画だ。

　壁を彫って塗料を塗り込んでたのが、長い時間が経たって塗料だけがはげてたらしい。

　そこにサーペントの血がかかって、ちょうどインクを流し込んだみたいになってる。

　描かれてるのは『海竜の伝説』。

　剣を持った勇者と『海竜ケルカトル』、それと海竜の天敵の絵が、通路の先まで続いてる。

「こっちが海竜で、これが勇者、これが海竜の娘か」

「勇者が戦ってるのが、海竜の天敵ですねー」

　僕の右側で、セシルが淡々とした声で言った。

「海竜の天敵って、強そうよねー」

　僕の左側で、リタが実感のこもった声で言った。

「そうだよなー、再生能力とか高そうだよな」

「頭に大量の触手がついてるものねー」

「でも、リタさんなら、簡単にあしらえるんじゃないでしょうか」

「私一人じゃ無理だもん。ご主人様が、触手の再生能力を暴走させたりしない限り。セシルちゃんなら古代語の『火球フアイアボール』で一撃じゃないの？」

「ナギさまに詠唱時間を稼いでもらわないと無理ですねー」

「つまり、三人で協力しないと倒せないってことかー」

「「「ですよねー」」」




　壁画に描かれてたのは、頭にイソギンチャクを載せたクジラだった。

　ぶっちゃけると、前に僕たちが戦った『大怪魚レヴィアタン』だった。




『レヴィアタン』は僕がこの世界に召喚された翌日、立ち寄った村で出会った魔物だ。

　僕と、そのときはまだ『イトゥルナ教団』の神官長だったリタが教団の人たちを助け出して、レヴィアタンはセシルの古代語『火球』で吹っ飛ばしたんだった。

　レヴィアタンがいなければ、リタが教団をクビになることもなかったし、奴隷になることもなかった。それが『海竜の天敵』だったなんて、リタも複雑な気持ちだろうな。

「……私とナギを結びつけてくれた魔物なのよね」

　なぜか目をつぶって手を合わせてるけど。

「ナギさま」

「どしたの、セシル」

「ナギさまって、レヴィアタンと戦ったあとになにか拾いませんでしたか？」

「鱗を拾ったよ」

「この壁画にあるみたいな？」

「この壁画にあるみたいな」

　海竜の勇者が掲げてるのは、鱗っぽい『なにか』だった。

「というか、今あるし。『レヴィアタンの鱗』」

　壁画は、鱗を持ち帰った勇者が海竜ケルカトルに認められて、勇者と海竜の娘が物理的に結ばれるところで終わってた。

「イリスは伝説のこと知ってたのかな」

　巫み女こなんだから、詳しい伝説を知っててもおかしくない。

　でもって、『レヴィアタンの鱗』を持ってるやつが海竜の勇者認定されるとしたら──

　……そういえばイリス、僕と一緒に温泉に入ったとき『勇者と触れ合うと、自分の鱗が真珠色に輝くんです』って言ってたっけ。

　僕は背中を向けてたから気づかなかったけど、あのあとイリスの鱗になにかが起こった可能性はある。

　そう考えると、イリスが『粗品目録』に自分の名前を書いてきた理由もわかるんだ。

『海竜の巫女』は『海竜の勇者』と繫がることで、巫女の役目を逃れられる。

　あの『粗品目録』が正式な『主従契約』の書類として認められるのなら、あの書類にサインした時点で、イリスは僕の奴隷になり、巫女の役目から解放される、ってことか。

　さすが海竜の巫女。かしこい。

「ナギさまは……どうされるおつもりですか」

「もちろん、全力でしらんぷりする」

　ダンジョンの中は暗い。

　天井からは水が滴ってるから、サーペントの返り血も短時間で洗い流される。帰るころには読み取れなくなってるはず。

「つまり、壁画には気づかなかったことにするってことだ」

「それでいいんですか!?」

「僕たちの仕事は『ダンジョンの魔物をやっつけること』で、勇者に覚かく醒せいすることじゃないだろ？」

「でも……ナギさま」

　セシルは不安そうな顔で、僕の手を握った。

「『海竜の勇者』だぞー、って言えば、みんなナギさまを崇めてくれるんじゃないですか？」

「そうよ、ナギ。うまくいけば、みんなが養ってくれるかもしれないわよ？」

「やだよめんどくさい」

「「めんどくさい!?」」

「それに、そのことが王様の耳に入るかもしれないだろ」

　あの王様のことだ。

　僕を手に入れれば港町の命運を握れるとなれば、チートスキル持ちを派遣するくらいのことはしそうだ。王様が『来訪者』を使い捨てにしてるってのは、『偽魔族』事件でわかってるんだから。

　ありえないよな。『契約』させられて、使い潰つぶしたらぽーい、って。

　勇者としてみんなに養ってもらえたとしても、支払うリスクが大きすぎる。『働かない生活』ってそういうのじゃない。僕が目指してるのは、もっと荷物しがらみの少ない生き方なんだから。

「というわけで、イリスのことは助けてあげたいけど、勇者になるつもりはないよ」

「本当にナギさまはそれでいいんですか？」

「ああ、ふたりにはここではっきり言っておこう」

　息を吞のむセシルとリタに向かって、告げる。

「僕は勇者と、ＰＣ電話サポートだけは絶対にやらないって決めてるんだ」

「『ぴーしーでんわさぽーと』でなにがあったんですか!?」

　教えません。思い出したくないから。

「それに、『勇者さまは貴重な人材ですから外に出ないでください』とか言われたら、脱走しなきゃいけないし。そのあとは結局、みんなで冒険者をやるしかないんだから、今と変わらないだろ？　だったら、余計なワンステップ入れる必要もないかと」

「ナギってば無欲なのか強欲なのかわかんないわよね……」

「だらだら生きるために全力を尽くしてるだけですが何か？」

　イリスが「巫女を辞めたいので協力してください」って言ったら助けるけど。

　でも、彼女を奴隷にしたらイルガファすべてを敵に回しそうだからなぁ。

　主従契約以外の方法でイリスと「繫がる方法」があればいいんだけど。

「てなわけで、僕たちはなにも見なかったことにしてダンジョン攻略を続ける、いいな」

「はい……えへへ、ナギさま」

　セシルは僕の手を握ったまま、嬉うれしそうに笑った。

「どしたの、セシル」

「いえ、ちょっと肌寒いですから、ナギさまのお手が冷たくないかな、って」

　そう言ってセシルは、僕の手をちっちゃな手で包み込んだ。

　すべすべして気持ちいい……けど、別に肌寒くはないよな。地下だから涼しいけど、イルガファは南方の町だから、基本的にはあったかい。でも、セシルの手首には鳥肌が立ってる。

「ちょっとごめん」

　僕はセシルの額に手のひらを乗せた……平熱。

　具合が悪いわけじゃないみたいだ。

「……あ、あのあの。ナギさま？」

「セシル、肌寒いってことは、寒気とかする？　風邪引いた？」

「いえ、ダンジョンの奥の方に向かって風が流れてるように感じるので……あれ？」

　セシルは不思議そうに首をかしげた。

「……違いました。これは魔力の流れです。ダンジョンの奥の方に、びゅんびゅん流れてます」

「魔力の流れ？」

　セシルには『魔力探知』の力がある。

　魔力が勢いよく流れてるのを、風が吹いてるみたいに感じてたってことか。

「誰かが奥で大魔法を使おうとしてる？」

「いえ、むしろダンジョンの魔力を誰かが吸い取ってる感じです」

　セシルは首をかしげた。

「でも、おかしいですね？　ここに魔力を吸い取るものがいたら、聖地を守る結界が弱まっちゃうのは当たり前で……」

　僕とセシル、リタは互いに顔を見合わせてから、ダンジョンの奥に向かって歩き出す。

　10分くらい進むと、通路の出口が見えてきた。

　その先は、中枢に通じる大広間だ。




　どぉん。




　振動が来た。




　どぉん、どぉん。




　なにかが壁にぶつかってるような音がする。

「……こういう時のお約束だと、封印の扉の前にボスキャラがいるんだけど」

　ここを通りたければ我を倒してから往ゆけ、とか。

「でも、ここはイリスが管理してるダンジョンだよな。ボスキャラなんているはずが……」

「ナギさま、魔力の塊を感じます」

「なにか大きな物が動く気配がするわ、ナギ」

『主さま。でかぶつがおる』

　言わなきゃよかった。

　セシルの『魔力探知』とリタの『気配察知』による観察。

　先行した子エルダースライム（レギィ）からの報告。

　それによると……




　振動の発生源は、中枢に通じる大広間で、

　そこにいたのは、巨大なアイス氷でできたゴーレムだった。








第11話「チート嫁VSチートゴーレム。そして大いなるものの気配プレツシヤー」






　ダンジョンの大広間にはボスがいた。

　氷でできた巨人で、身長は10メートルくらい。

　大木のような胴体に、ぶっとい手足がついてる。さっきからダンジョンが揺れてるのは、こいつが中枢に通じるドアをこじ開けようとしてるからだ。

「セシル、こいつがなんなのか分かる？」

　大広間手前の通路の陰で、僕はセシルに聞いた。

「は、はい。ナギさま。あれはきっと──」




『アイスゴーレム

　周囲の水分を魔力で凍らせて、身体からだを作っているゴーレム。

　ただし、このアイスゴーレムは少し特殊。

　身体の中心に魔力の結晶体があって、まわりから魔力を吸収している。

　この聖地の結界が弱くなっているのはそのせい。

　だけど──』




「ゴーレムが自然発生するなんてことはありえません」

「……だよね」

　あんなのがダンジョンの中でにょきにょき生えてきたら、冒険者全員、大パニックだ。

「ってことは、誰かがここにあれを置いてったってことか」

「正確には、ゴーレムの元になる『魔法のアイテム』を、です。それが周囲の魔力を吸い取って、ああいうものを作り出したんです」

「……計画的犯行ってこと？」

　リタは、すっごく嫌そうな顔してる。たぶん、僕も同じ顔してると思う。

　つまり結界が弱まったのは、自然現象じゃなくて計画的なもの。

　誰かが『海竜の祭り』を妨害しようとしているってことになる。




　どぉん、どどぉん。




　ゴーレムは中枢に通じるドアや、壁を叩たたき続けてる。

　このままだと最悪、ダンジョンが壊れる。

　そうじゃなくても、こんな状態でイルガファの守り神なんか戻ってこないよな。




　ぎ、ぎぎぎ。




　鳴き声がした。

　よく見ると大広間の隅に、ラージサーペントがいた。ナワバリを荒らされたと思ったのか。

　サーペントは、背後からゆっくりとゴーレムに近づいていく──

『警告スル！』

　アイスゴーレムが振り返る。

　体内で、人のかたちをした魔力の結晶体が動いてる。

　こいつ、しゃべる上に自我もあるのか。

『ワガハイは魔王対策のために作られた試験体である。触れることは許されない！』

　ゴーレムの手が、サーペントの胴体をつかんだ。

　サーペントの尻しつ尾ぽが、ゴーレムの腕を叩く。けど、びくともしない。

　代わりにサーペントの身体が凍っていく。

　さらに周囲に、氷でできた大剣が生まれる。勢いよく降ってきたそれは、サーペントの身体を簡単に貫き、粉々にした。

　うん。強い。

　自我を持ち、特殊スキルを使うゴーレムか。

　めんどくさいな。







「どうする、ナギ？」

「やっつける。倒せそうもなかったら一いつ旦たん戻って出直す」

「わかったわ。作戦は？」

　リタ、セシル、魔剣状態のレギィ。

　僕たちは身体をくっつけて、ひそひそ相談。

　敵は魔力で作られたゴーレム。大きさは10メートルくらい。氷でできていて、胸に赤い人形が埋まってる。あれが魔力の結晶体でゴーレムの動力だから、壊せばクリアだ。

「ナギさま。ゴーレムを古代語魔法『火球フアイアボール』で吹っ飛ばすのは駄目ですか？」

「それは最後の手段にしよう。ダンジョンに被害を出したら報酬がチャラになるから」

「わかりました」

「リタは隠れてて。万が一、僕たちが動けなくなったら救出して」

「……それでいいの？」

「手の内は隠しておきたい。リタと……スライムが今回の切り札だ」

『……我が？』

　足下でレギィが取とり憑ついたスライムが、ふにゃん、と震えた。

「目的は魔力の結晶体の破壊。それが難しいようなら逃げる。いいな」

　僕の提案に、セシルとリタがうなずく。

　それじゃ、攻略開始といこう。










『警告スル！』

　僕が大広間に入ると、ゴーレムがこっちを見た。

『ワガハイは魔王対策のために作られた試験体である。触れることは許されない！』

「こっちは海竜の巫み女この命を受けてここに来てる」

　僕は赤く光る人形に向かって話しかける。

「イリス＝ハフェウメアからお前のことは聞いていない。もしもお前が巫女の仲間ならば、僕たちを通せ。中枢までの安全が確保されたなら、黙って帰る」

『……警告スル！』

　人型の結晶体は僕の方を向いてる。認識はしてる。

　だけど、話が通じてるような気がしない。

『ワガハイの使命を邪魔するものの存在は認められない』

「僕たちの仕事の邪魔をするものの存在も認めねぇよ」

『見知らぬ者よ。お前の仕事など知らぬ。ワガハイの主人は魔王対策も行っている偉大な人物なのだ。魔王だぞ。魔王。その対策のためにはあらゆる犠牲が正当化される』

「魔王対策って言えばなんでも許されると思ってないか？」

　こいつ、言ってることがうすっぺらで、聞いててむかむかする。まるで上司のセリフをそのままバイトに向かって話してる社員みたいだ。

　まぁいいや。まずは情報を得よう。

「……魔王対策と言ったな」

『左様。さる高貴なお方によりワガハイは作られた』

「高貴なお方？　国王か貴族か？」

『おろかなる未開人はなにも知る必要がない！　それに比べてワガハイはなんと素晴らしいのだろう。この実験が成功すれば、我の仲間が魔王対策のために働くことになるのだ。使命と実験を同時に行う主人もまた、ワガハイ以上に素晴らしい存在である！』

「お前の仲間が他にもいるのか？　魔王対策をしているのはエルフか？　それに、使命って？」

『まったく、ワガハイの主人の使命を理解しないとは、死んだ方がいいだろうな。海竜の祭りなど、ただの個人的な都合ではないか。そんなことで魔王対策のノルマを妨害するとは。社会人として、それくらい我慢できないのか？』

　だめだこいつ。

　人格を持つなにかとはいろいろ話してきたけど、一番話が通じない。

　あと、魔王対策のノルマってなに？

「……ったく。魔王対策してるやつって、どうして他人の迷惑考えないんだよ」

『ワガハイの主人が成果をあげるためには、個人の迷惑などチリ以下である！』

「あーはいはいそう言うと思ったよ！」

　どうせ倒すんだ。秘ひ匿とく情報でかまをかけてみよう。

「最後にひとつ聞く。お前の主あるじは、異世界から来た『来訪者』か？」

『禁忌情報』

　ゴーレムが言葉を切った。

『禁忌情報に抵触する者を発見。抹殺する』

　正解らしい。

「やっぱりチートスキルの産物かよ！　来い、セシル！」

「はい、ナギさま！」

　通路の陰に隠れてたセシルが飛び出す。

「『汝なんじの妙たえなる流れを我は喰くらう』──行きます！　『堕だ力りよくの矢──っ』！」

　セシルの指先から、黒い矢が飛び出す。触れた相手の魔力を奪う魔法の矢だ。

　ガーゴイルはこれで倒せた。ゴーレムには効くか？

『使命において抵触者を抹殺する』

　腕を振り回すゴーレムの胸に『堕力の矢』が命中する。

　けど、ゴーレムの動きは止まらない。まっすぐこっちに向かってくる。

「ごめんなさいナギさま！　敵の魔力の容量が大きすぎます……！」

「『堕力の矢』じゃ消しきれない？」

「はい。あれがダンジョンの結界の魔力を吸い取ってるからです。倒すには『堕力の矢』を数十本まとめてぶつけないと……」

「しょうがないな。じゃあ普通にぶっこわそう」

「承知しましたナギさま！　では──『火球フアイアボール』！」

　どぉん。

『二重詠唱ダブルキヤスト』してた『火球』が、ゴーレムの腰に着弾する。

　ゴーレムの身体が、ぐらり、と傾く。セシルの魔法は、ゴーレムの右脚をえぐった。氷が砕け、溶けた氷は水蒸気になって宙を舞う。

　それがゴーレムの周りで再度凍結して──ゴーレムの身体が再生した。

『我への重度の攻撃を確認。計画を妨害するものと認識。殺害と、証拠の隠滅を実行する』

　ゴーレムの周囲に氷の剣が生まれる。数は４。

　こっちに向かって降ってくる。うっとうしいな。

「発動！　『柔じゆう水すい剣術』！」

　魔剣レギィでそれを受け流す。合間に空振りを混ぜる。２回──４回──８回。

「解放！　『遅延闘技デイレイアーツ』!!」

　お返しだ。

　巨大化した魔剣レギィの黒い刃が、ゴーレムの胸に食い込む。断ち割る。

　奴の体内にある赤い人形──魔力の結晶体に──届くか？




　くいっ。




　赤い人形が動いた。普通に手足を動かして。

　危険を察知したみたいに、ゴーレムの胸から首に素早く移動する。

「高等すぎるだろ！　人格を持って魔力結晶が自動回避って」

「この世界にこんなの……ありえません……」

「こんな敵、僕の世界のゲームにだっていない。いたらバグキャラだってクレームが来るぞ」

「……あるとしたら、ナギさまと同じ……でしょうか？」

「そうだね。たぶん『チートスキル』の産物だ。けど、能力はだいたいわかった」

　このゴーレムの能力は自己再生。氷の剣飛ばし。それと弱点の移動だ。

　だったら、対策はそれほど難しくない。

「セシル。計画変更だ。二重詠唱で『火球』２連続。できる？」

「できます。狙うのはどこですか？」

「ひとつは胴体に。ひとつは頭に、時間差で」

「わかりました！」

　長期戦は不利だ。これで駄目ならおうちかえろう。

『殲せん滅めつする！』

　ゴーレムが叫んだ。そして僕たちの頭上に、15を超える氷の剣。

　奴の首の中で、人型の結晶体が光ってる。

　魔力の消費量無視で僕たちを皆殺しにするつもりか。

「今だ！　来い、リタ！」

「りょ────かいっ！　とぅっ!!」

　通路に控えていたリタが地面を蹴けった。

　金色の髪をひるがえし、大広間の天井近くまで飛び上がる。

「リタ！　切り札を胴体にぶちこめ！」

「わかりましたご主人様！　でりゃああああああっ!!」

『神聖力掌握』で強化されたリタの拳こぶしが、ゴーレムの『氷の剣』を１本残らず打ち砕く！

　ゴーレムが顔を上げる。その隙に──

「ナギさまのお仕事の邪魔しないでください！　いきます、『火球フアイアボール』!!」

　セシルの『火球』（１発目）が、ゴーレムの胸に着弾した。

　ごぶぁ、と、ゴーレムがのけぞる。

　さらに２発目の火球が頭部に向かう。

　それを察した人型の魔力結晶が、再生を始めた胴体に移動──

「させないっ！」




　どがごぉんっ！




『火球』が着弾するより早く、リタの手がゴーレムの胸にめり込んだ。

　場所は１発目の『火球』が開けた大穴のすぐ上。

　リタはその手を即座に引き抜き、胴体を蹴って離脱。

　ゴーレムから離れて、僕の隣に着地する。

　直後、２発目の『火球』が、ゴーレムの頭を吹き飛ばす。

　人型の魔力結晶は、すでに再生を終えた胴体に移動してる。

　あの結晶体は、やっぱりチートスキルで作られたのかもしれない。信じられない回避能力だ。

　ただし、移動速度が速すぎた。魔力結晶は急に止まれない。

　ゴーレムのコアになってる結晶体は──




　めにょ。




　って、体内に埋め込まれたスライムにめりこんだ。

『な、なんであるか、これは。これは』

『エルダースライムのかけらじゃよ』

　僕の手の中で、魔剣レギィが震えた。

　人型をした魔力の結晶体は、体内にいるスライムに絡めとられて、動けなくなってる。

　胴体に一撃を食らわせたとき、リタはスライムをつかんでたんだ。それをゴーレムの体内に埋め込んだ。逃げ足が速い結晶体をつかまえるために。

「レギィ、エルダースライムの状態は？」

『半ば凍っておるが、魔力の結晶はしっかりつかんでおる。逃がしはせぬよ』

「うん。じゃあ『遅延闘技デイレイアーツ』で吹っ飛ばせるな」

「ナギさまのお手をわずらわせるまでもありません。古代語『炎の矢』でやっつけます」

「ナギとセシルちゃんに剣を向けたのよね？　私、まだ殴りたりないんだけど？」

『ワ、ワガハイをここまで追い詰めるとは──お前はまさか「海竜の勇者」か!?』

　──あ。

『かつて「海竜の娘」と結ばれて、この町と海竜を結びつけたと言われる「海竜の勇者」が現れたとでも言うのか!?　これは使命の障害となる緊急事態である！　いますぐ主人に報告を!!』

　ふーん。報告するんだ。

　……へー。

「セシル。リタ」

「はい。ナギさま」「わかりました。ご主人様」

『海竜の勇者──あ、待って。どうしてそんな怖い顔を──待て。話せばわかる。いや、使命については話せぬが──待ってくれ海竜の勇者！　あ、あの。海竜の勇──あ』




　タコ殴りにして口を封じた。




　ゴーレムと結晶体が壊れたあと、遺留品を見つけた。

　金色の指輪だった。すごく精巧で、高価たかそうだ。

　裏に文字が彫ってある。『侯爵令嬢エテリナ＝ハースブルクへ。同盟の証あかしに』って。

　このゴーレムを作った奴のものかもしれない。あとでイリスに確認してもらおう。

　黒幕はこの侯爵令嬢か。それとも、この指輪を贈った奴が黒幕か。

　今のところは判断は保留。

　ただし、そいつを排除しないと落ち着いて暮らせないっていうなら、遠慮なくそうするけど。










「とりあえず、これでクエストの半分は終わりだ」

　魔物は全部やっつけた。

　予想外のラスボスはいたけど、中枢に通じる扉は無事だった。

　海竜の姿が描かれた、ぶ厚い鉄製のもので、イリスひとりじゃ動かせそうにないくらい大きい。たぶん、魔法がかかってて、巫女や勇者に反応して開くんだろうな。あのゴーレムでも壊せなかったんだから。

「……巫女か勇者にしか開けられない、か」

　たとえば僕が取っ手をつかんで、軽く力を入れると──




　ごおおおおおおおおお（冷えた風と振動）。




　──開いた。




　ばたん。




　急いで閉めた。

「海竜の勇者確定か……やだなぁ」

　そもそも、大怪魚レヴィアタンを倒したのはセシルで、僕じゃない。

　主従契約してるから、奴隷の成果は主人のものになるのか。それともパーティメンバーで鱗うろこを手にした者が勇者認定されるのか。このへんのルールも調べてみないと。

「セシル。ちょっとドアを開けられるか試してみて」

「……すいませんナギさま、うごけないです……」

　振り返ると、セシルがうずくまってた。

　……あれ？

「中枢から出てくる気配プレツシヤーが……その、すごくて」

「扉を開けた時の？」

「は、はい。まるで、神様クラスのなにかと向き合ったみたいでした……」

　セシルの肌に、さっきとは比べものにならないくらいの鳥肌が立ってる。

「でも、僕はなんともないけど」

「それはナギさまが海竜の勇者だからです」

「レジストしてるってこと？」

「だって勇者ですから」

「ぜんっぜんうれしくないんだけど、『勇者』」

　とりあえず『レヴィアタンの鱗』を１枚、セシルに渡してみた。

　変化なし。全部渡しても変化なし。

　鱗を拾った時点で、僕だけが「勇者」認定されてるみたいだ。

「リタは……？」

「……やだ……こわい……神様こわいよ……」

　頭をかかえて震えてた。

　うつぶせで。耳も尻尾も、へにゃん、と寝かせて。

　リタはプレッシャーの直撃を喰らったみたいだ。

「こわいよー。おっきななにかがくる……ごしゅじんさまぁ。ひとりにしないで。こわい……」

「大丈夫だってば。僕もセシルもいるから」

「うー……わぅ。うぅぅぅぅ」

　しばらくリタの背中をさすりつづけて──結局、腰が抜けて歩けなくなってたから、僕が背負うことになった。

「セシルは平気なの？」

「だ、だいじょぶです。ナギさまに触れてると……落ち着きます」

　セシルは片手でリタのお尻しりを支えて、片手で僕の袖そでを握ってる。

　僕は勇者認定されてるからプレッシャーをレジスト。

　セシルは動ける。リタは動けない。この違いはなんだろう。

「ごしゅじんさま……どこにもいかない？　私をひとりにしない？」

「しないってば」

「どこにもいかない？　ゆうしゃになんかならない？」

「そんなめんどくさい仕事はしません」

「うぅー」

　首筋をくんくんしながら、身体を押しつけてくるリタ。

「だいじょうぶですよー。わたしもナギさまも、ずっと一緒ですよー」

「セシルちゃん……ごしゅじんさま……」

　リタは、ぎゅ、と、僕を抱きしめた。

　……海竜のダンジョンの中枢か。

　僕たちが入ることはないと思うけど、対策はしておいた方がいいかな。




　それから僕たちは来た道を逆にたどって。

　リタは僕の背中に乗ったまま。

　セシルは心配そうな顔で、僕の服の袖をしっかりと握りしめて。




　そんな感じで、僕たちは海竜のダンジョンを脱出したのだった。








第12話「わるだくみの巫み女こと、勇者と奴隷の接続実験」






　一度地上に戻ったあと、僕たちは再びダンジョンに入った。

　今度はパーティ全員と、イリスも一緒に。

　正規兵の人たちは不満そうな顔してたけど、アイネとラフィリアがイリスの手を取って立ち上がると、「びくっ！」って、怯おびえた顔で道を開けてくれた。

　ふたりとも、僕たちがダンジョン攻略してる間になにしたの。

「お仕事なの」「効率よくがんばったのですぅ！」

　……まぁいいか。

　ふたりの報告を聞きながら、僕たち６人は問題なく、最下層の大広間に到着。

　リタとラフィリアには、通路の見張りをやってもらって、僕とセシル、アイネが、イリスの護衛につくことにした。

　といっても、魔物の掃そう討とうは終わってる。

　だから、イリスが中枢で結界を張り直せば、クエストは終わりなんだけど。

「その前に、これを見て欲しい」

　僕は大広間の床を指さした。

　氷の手足と、ばらばらになった魔力の結晶体が転がってる。アイスゴーレムの残ざん骸がいだ。

「僕たちがここに来たとき、このゴーレムはまだ生きてた。中枢に通じる扉をこじ開けようとしてたんだ。なんとか倒せたけど、３人がかりでやっとだった」

　僕の説明を、イリスは呆ぼう然ぜんと聞いてる。

「イリスは、こいつに心当たりは？」

「ありません！　こんな魔法生物が海竜の聖地にいるはずがありません!!」

　だよねぇ。

　そもそもこんなでかぶつ、ダンジョンの通路を通れないし。

　たぶん、誰かがここに入り込んで、魔法で作り上げたんだろうな。

「あと、これも落ちてた。ゴーレムの中に入ってたんだと思う」

　僕はイリスに、さっき拾った指輪を渡した。

「内側に名前が彫ってある。『侯爵令嬢エテリナ＝ハースブルク』って人を知ってる？」

　イリスは目を見開いた。

　あ、知ってるな。しかも、すごく嫌そうな顔だ。

「最近、兄と一緒にお仕事をされている女性です」

「イリスのお兄さんと？」

「侯爵令嬢は王都から旅行に来ている方と聞いております。彼女を、自分が中央に進出する足がかりにしたいと言って、兄がよく会いに行っているのです」

「イリスはこの指輪に見覚えはある？」

「イルガファ領主家おかかえの細工師が得意とする文様が刻まれてますね」

「かなり高た価かそうだよな。数万アルシャはするんじゃないか？」

「はい。人目につかずにワイロを送るときに使われます。魔力を伝導しやすい金属で作られていて、潰つぶしてもそこそこの値がつきますから」

「マネーロンダリングみたいなもの？」

「『まねーろんだりんぐ』はよくわかりませんが、おそらくは間違っていないかと」

　魔力を伝えやすい金属か。

　ってことは、この指輪がゴーレムを作るための媒体だった可能性もあるな。

「最後の質問。イリス以外で、このダンジョンの入り口の門を開けられる人は？」

「屋敷に予備の鍵かぎがあります。領主家の者なら、隙を突いて持ち出すこともできましょう……」

　海竜の祭りに関わるものはイリスが管理してるらしい。

　けど、彼女はこないだまで町を離れてた。

　その隙に鍵を持ち出して、ダンジョンに入り込むのは不可能じゃない。

「条件は揃そろってるな……」

　ダンジョンの門を開けられるのは、イルガファ領主家の人間だけ。

　ここにイリスの兄の知り合いの名前が刻まれた指輪が落ちてた。

　で、イリスによると彼女の兄はダンジョン攻略を「自分を通して神命騎士団に」させるように迫っていた。でもって、これから本人が来る。

　うん。怪しい。

「イリスが兄を問いただします！　もし、この件に兄が関わっているようなら、イルガファの法で裁きます！」

　イリスはドレスの裾すそをつかんで、きっ、と顔を上げた。

　彼女のドレスは海水を浴びて、潮のにおいが染みついてる。でも、イリスはそんなこと気にしてないみたいだった。むき出しの肩から、いつの間にか緑色の鱗うろこがのぞいてることにも。

「すべてはイリスの責任です。ソウマさまたちになにかあったら取り返しのつかないことになるところでした。あなたがたは大切なお友達……いいえ、それ以上の存在なのに……」

　真面目だな、イリスは。

　背はセシルと同じくらいだけど、実年齢は見た目通りなのに。

「僕たちにとっては仕事のうちだから、気にしなくていい」

「いいえ！」

　僕のセリフに、イリスは首を横に振った。

「ソウマさまたちは完かん璧ぺきに仕事をこなしてくれました。貴重な情報まで与えてくださいました。イリスは深く感謝しています。この信頼に、どう答えていいかわからないくらい」

　そう言われると照れくさい……というかうしろめたい。

　こっちは隠し事してるからね。

　ここに来るまでの間、僕たちはイリスが『海竜の伝説』の壁画に気づかないように、セシルの『灯りライト』で足下だけを照らしてた。でもって、イリスからは壁画が見えないようにブロックしてた。

　まだ『海竜の勇者』のことには触れない方がいい。

　イリスの兄さんのこと、ゴーレムのこと──今は状況がすごく複雑だ。これに『海竜の勇者』のことまで加わったら、混乱するだけだ。ここは黙ってるのが気遣いってもんだよね。

「それでは、イリスは結界の再構築を行いますね」

　そう言って、イリスは中枢の扉の方を向いた。

　……あれ？

　扉を開けようとしない。イリスはじっと、扉の取っ手を見つめてる。

　それからしゃがんで。地面を撫なでて。「ふっふーん」って鼻を鳴らしてから。

「ソウマさま」

「……なんでしょうかイリスさん」

「中枢の扉は、年に一度しか開きません」

「うん。必要ないからね」

「なので、塩とホコリが付きます。１年分の」

　イリスが、僕の方を見た。

　穏やかな顔に、不敵な笑みを浮かべて。

「なのにどうして、塩とホコリが取れているのでしょうか？　しかも、指の形に」

「……さー」

「さー、ではないと思います」

「実はさっき、中枢の扉を開けようとしたんだ。僕が」

「どうしてそのようなことを？」

「好奇心で」

「開かなかったでしょうか？」

「……ヒラカナカッタヨー」

「そうですか……でも、ソウマさま」

　イリスはにっこりと笑って、地面に手を這はわせた。

「塩とホコリは、地面にも溜たまるのですよ？　そして、扉が開くと、その跡が残るのです」

　……さすがイリス、かしこい。

　僕も注意はしてた。でも、イリスと僕ではこの場所の知識が段違いだ。

　地形効果までは──気づかなかった。

「この扉を開けるのは『海竜の勇者』だけです。ソウマさま、気づいていらっしゃったのですね」

　イリスはじりじりと、僕に近づいてくる。

「イリスのことを気遣って、黙っていてくださったのですよね！　さすがです！」

「あのさ、イリス」

「はい、ソウマさま」

「僕はイリスを助けたい。でも、資格や地位は欲しくないんだ」

「わかりました。あとでゆっくり話し合いましょう。ふふっ」

　なにその「逃がしませんよー」って感じの、すごくいい笑顔。

「仮にだけど、勇者の権利を譲ったりとかは？」

「そうですねぇ。『海竜の巫み女こ』が、どうしても『勇者』を認めなければ、権利は消失しますけど、そうでなければ一生勇者認定確定でしょう」

「それで、僕が仮に海竜の勇者だとして、イリスは」

「『仮に』は、もういりませんよ──」

　ふわり、と、小さな身体からだが、僕に向かって倒れてくる。

　全身の力を抜いて、頭から床に突っ込むくらいの勢いで。

　反射的に、僕はイリスの身体を引っ張り寄せていて──

「…………イリスだって、こういうシチュエーションを妄想することがあるのですよ」

　ふふふ、と笑うイリス。

　そういうセリフも言えるんだな『海竜の巫女』。

　やっぱり、閉じ込めておくにはもったいない人材だよな。




　僕の腕の中で、親指立てて勝ち誇ってるイリス。

　その鱗が、真珠色に輝いてた。




「わかった。僕は『海竜の勇者』認定されてるってことでいいよ」

　しょうがない。

　イリスは僕の友だちだ。友だちがここまでしてるのに、知らないふりを続けるのは無理だ。

「じゃあ『主従契約』しましょう。イリスのご主人様になってください、ソウマさま」

「いやさすがにそれは駄目だろ」

　巫女にして領主の娘のイリスを奴隷にしたら、イルガファ全土が大騒ぎだ。

「男性にとって、愛のために世界を敵に回すのは本望では？」

「そういう奴が好みなら、他を当たった方がいいと思う」

「いえ、そういう方の相手は苦労しそうですので、イリスも嫌です」

「じゃあ言うな」

　僕はイリスの身体を離した。

　イリスは真珠色になった自分の鱗を、いとおしそうに撫でてる。

「話を整理しよう」

「はい」

「海竜の天敵を知らない間に倒してたらしい僕は、海竜の勇者認定されてる」

「はい。間違いないでしょうね」

「で、イリスは巫女の役目から降りるために、僕との繫つながりを求めてる。なぜなら『海竜ケルカトル』の前で、巫女と勇者が深く繫がることで伝説を再現することができるから。そうすると『海竜の祭り』は、イリスが死ぬまでやる必要はなくなる、ってことでいいんだよな」

「そうなります」

「でも『主従契約』で繫がる必要はないよね」

「一番それがてっとり早いでしょう」

　イリスはそう言って、ドレスの裾をつまんで一礼した。

「『魂約エンゲージ』『結魂スピリツトリンク』の儀式を正確に知っている人はいません。再現している人間がいたら伝説になりましょう。まさに神秘の存在です」

「………………へー」

　知らない間に、僕はなんか色々超越してたらしい。

「僕とイリスの『主従契約』を、海竜ケルカトルが儀式の再現だと認めてくれる可能性は？」

「難しいかもしれません……」

　イリスは疲れたように肩を落として、かすかなため息をついた。

　浮き出ている自分の鱗に、爪を立ててる。その手が、小さく震えてた。

「けれど、イリスはもう嫌なんです。さらわれたり陰謀に巻き込まれたり、お友達を危ない目に遭わせたり……。イリスは、何者でもない者になりたいんです……」

　消えそうな声でつぶやいて、イリスは僕に背中を向けた。

　イリスは温泉地で『動く鎧よろい』と『偽魔族』の襲撃を受けてる。その上、今回は『チートゴーレム』のトラップだ。いい加減、うんざりするのも無理ないよな……。

「──詳しいお話は後にいたしましょう。イリスはこれから、中枢で結界を再構築します。ナギさま以外は通路に出られた方がいいかと。大広間の外に出れば、影響は弱くなるはずですから」

　そう言って、イリスは大広間の奥にある扉に手をかけた。

「じゃあ、セシルとアイネは外に出てて」

　僕は、大広間の隅に控えていたセシルとアイネの方を見た。

「ナギさまのいるところがわたしのいるところです」

「お姉ちゃんがなぁくんの隣にいないなんてありえないの」

　人の話を聞こうよ。

「ここにいたら神域のプレッシャーが与える影響について、実験することになるけど」

「実験？　いいですよ？」「うん。別にかまわないの」

「そっか……じゃあ遠慮なく」

　僕はセシルとアイネを引っ張り寄せた。

　そのまま、ぎゅ、と両腕で二人を包み込む。

　ちょうどいい。前回、僕が中枢の扉を開けたとき、セシルとリタの反応が違ってた。その原因を確かめようと思ってたんだ。

「……うらやましく思います……」

　そんな僕たちを、イリスがじっと見てた。

「え？」

「な、なんでもありません。扉を開けます」

　ぎぃ、と、音がした。

　広間の奥にある巨大な扉が、開いていく。

　その先に、湖と祭壇が見えた。

　あれがこのダンジョンの中枢。海竜ケルカトルと出会う場所か。

「すぐに済みますから、待っていてくださいね」

　扉は閉じた。

　さて、と。

「セシル、アイネ。ふたりとも大丈夫？」

「あ、はい。あれ……？」
















　セシルは赤い目を見開いて、きょとん、と首をかしげた。

「おかしいです。怖いのをなんにも感じないです」

「アイネは？」

「へいきなのだいじょうぶなのへいきなのだいじょうぶなの。おねえちゃんがなぁくんのまえでしゅうたいをみせるわけにはいかないの。どってことないのへいきなのだいじょうぶ──」

　がたがたぶるぶるがたがたぶるぶる。

　栗色の髪のメイドさんが、涙目で僕にしがみついてた。

「ごめん。やっぱり無理だったか」

「いいの。アイネはなぁくんのものだからいいの。なぁくんのことだから、きっと意味があるの。意味もなくこんなことしないの」

　さすがお姉ちゃん。

　涙目で震えてるけど、僕のことをわかってくれてる。

「わたしもお聞きしたいです。ナギさまが、わたしたちを抱っこしてくださった理由はなんですか？　いえ、理由なんかなくてもいいんですけど。むしろ大歓迎ですけど、でもでも」

「神域のプレッシャーと『魂約エンゲージ』が関係してるか確かめたかったんだ」

　僕は声をひそめて、話し始めた。

「『魂約』が、ですか？」

「僕が平気なのは『海竜の勇者』認定されてるからだよな。で、さっき僕が扉を開けたときセシルとリタの反応が違っただろ？　セシルは影響が小さかったけど、リタはだだっ子状態になってた」

「アイネさんを抱っこしてるのは、『主従契約』の繫がりで耐性がつくか確かめるため、ですか？」

「そういうこと。アイネには悪いことしたけど」

「……いいの」

　アイネはちょっと震えながら、僕の胸にほっぺたをくっつけた。

「アイネのすべては、なぁくんのものだから」

「ありがと、アイネ。

　話を戻すと、イリスはさっき『主従契約』すれば海竜ケルカトルに認めてもらえるって言ってただろ？　でも、これで『主従契約』の繫がりは『魂約』より弱いってわかった。『勇者認定』による耐性が、アイネには伝わってないってことは」

「つまり、イリスさんと『主従契約』しても、望みは叶かなえられないってことですか」

「たぶんね」

　祭りの日に中枢にやってくる神さまには、たぶん一発で見抜かれる。

　つまり、イリスの望みを叶えるためには──

「イリスと『主従契約』した上で『魂約』までしなきゃいけない」

　それはかなり難しい。

『魂約』の儀式は、リタでも失敗したくらいだ。

　イリスと『主従契約』しましたー、じゃあ『魂約』しますー、で、成功するとは思えない。

「他にいい方法があればいいですね」

　セシルは優しい目で、中枢の扉の方を見ていた。

「ナギさまをお好きな方には、幸せになって欲しいですから……」

　そんな話をしてると、中枢の扉の隙間が、ふわり、と光った。

　ダンジョンの空気が変わった。

　さっきまではよどんだ感じだったけど、今は空気清浄機をフル稼働させたあとみたいだ。

　イリスの結界復活儀式が成功したらしい。

「海竜ケルカトルと少し繫がりました。あちらもやっぱり、ダンジョンの異状には気づいていたようです。怒りと──悲しみが伝わってきました」

　しばらくすると、イリスが扉から姿を現した。

「これ以上、ダンジョンが荒らされたら、たぶん、今年は戻ってこないでしょうね」

「マスター！　伝令ですぅ！」

　いきなりだった。

　大広間の入り口から、ラフィリアが顔を出した。

「リタさまの『気配察知』に反応がありました。侵入者です！」

「結界を張り直したばっかりなのに？」

「侵入者は人間です！　灰色の髪に青色の目をした男性と──それとそれと」

　ラフィリアは心底嫌そうな顔で、告げる。

「仮面をかぶった人たちが一緒なのです。数は12人。『神命騎士団』です！」








第13話「海竜の加護を受けし者（自称）の怒りと『魂たましいのお兄ちゃん』」






『迅速に行動せよ。幸運の風が帆を膨らませるのは一度だけ』

　港町イルガファのことわざだ。

　ノイエル＝ハフェウメアは、それに従い、すみやかに実行することにした。

　ダンジョンの入り口を固めていた正規兵たちは、『神命騎士団』が打ち倒した。

　イリスからそう命令されていたのだろう。正規兵たちはノイエルたちを必死に止めようとした。

　それでも『神命騎士団』の相手にはならなかったのだが。

「評価はしよう。正規兵を新たなシステムで雇い直す時は、Ｂランクで登録してやる」

　ダンジョンを歩きながら、ノイエル＝ハフェウメアはつぶやいた。

「ノイエルさま。まもなく地下第２層です」

　隣を歩く仮面の少女が言った。

「わかっている。ゴーレムの反応は？」

　ノイエルの答えに彼女──『神命騎士団』のリーダーは首を振る。

「ありません。倒されたかと」

「計画の修正は可能か？」

「扉が破壊できない場合、中枢までの道を通行不能にする予定でした」

　仮面の女性が、淡々と告げる。

「それにより『海竜の儀式』を妨害。本年の祭りを中止させ、その間に巫み女こと新たなる『契約』を結ぶつもりでした。それが不可能になったのであれば、あとは力をもってイリスさまを説得するしかないかと」

「ならば、エテリナの力を借りるしかあるまい」

　元々の計画そのものには問題はなかった。

　誤算は、イリスが思ったよりも早く墓参りから帰ってきたこと。

　そして、彼女の雇った冒険者が、想像以上の手て練だれだったことだ。

「エルフの奴隷が手に入らなかったのも、誤算であったな」

「そのせいでゴーレムの強化が遅れました。魔力調整にかけては、エルフに勝るものはおりません。候補者はいたのですが……祭りのお面をかぶったものに妨害されまして」

「くだらない。だから海竜など崇めるなと言っているのだ」

　ノイエル＝ハフェウメアは吐き捨てた。

「仕方あるまい。イリスを拉ら致ちする」

「よろしいのですか？」

「イリスを孤立させてきたのは、こういう時、利用しやすくするためだ」

　そのために彼女の側そばには、ノイエルの息のかかったものだけを置くようにしていた。

　ノイエルに忠誠を誓った正規兵も、知人から買い取ったメイドも。

　結局、役立たずだったけれど。

「我々の計画は、海竜ケルカトルの活用である。海竜は巫女を大切に思っている。ならば、対等の契約などではなく、イリスを人質とした従属契約を結ぶこともできるはずだ。海竜は魔物の一種である。崇めるのではなく、利用すべきであろう」

　ノイエルは背後にいる、仮面の冒険者たちを見据えた。

　数は12名。『神命騎士団』の中では上位ランクの者たちだ。

「イリスは魔法で回復可能な傷までなら許す。他の者は殺せ」

「うけたまわりました。雇い主の望みに応じた者を揃そろえるのが『神命騎士団』の長所です」

　仮面の少女──『神命騎士団』のリーダーは、ノイエルの前にひざまずいた。

「ここにいるのは全員、ＣランクとＢランクをくぐり抜けてＡランクになった者たち。その実力を証明させていただきます」

『神命騎士団』は徹底した実力主義だ。

　加入したものは、まずＣランクから始める。仮面をつけることで、名実共に『神命騎士団』というシステムの一員となる。いわば、組織の歯車となるのだ。

　あとは、どれだけ組織の役に立つかで、ランクアップしていく。

　上のランクに上がれば、報酬も１００パーセント支払われるようになるし、下のランクの者のスキルクリスタルをもらうこともできる。

　ランクを上げる方法はさまざまだ。上納金を納めてもいいし、知り合いを『神命騎士団』に加入させてもいい。５人以上加入させた者は、自動的にＢランクに上がれる。

　勧誘が強引になることもあるが、ノイエルにとってはどうでもいい。

　このシステムは今のところ成功している。人はどんどん増えているのだから。

　すぐに使えて文句を言わない兵士だ。いずれはこれが、この国の標準スタンダードになるだろう。

　侯爵令嬢エテリナからこの方法を聞いたとき、ノイエルは天啓を受けたような気がした。

　中央貴族の女性とは、これほど知的で進んだ者だったとは。

「……これで、イルガファ領主家は中央貴族界に認めてもらえる。海竜を崇める蛮族などと言われなくなる。イリスも、父上も、いずれわかってくださるだろう。私が正しいことを」

　エテリナ＝ハースブルクも『組織のなかにいる「よそもの」は排除するべき』と言っていた。

　そうして心をひとつにしてこそ、領地や職場は発展していくのだと。

　だから「よそもの」の海竜と巫女は、仲間ではなく道具として扱うべきだ──と。

「……彼女の言葉は、どうしてこんなにも私の心を震わせるのだろうな」

　さあ、はじめよう。

　エテリナ＝ハースブルクに成果を見せて、中央貴族界への足がかりとするのだ。

　そして自分は、港町を改革して発展させたものとして、歴史に名を残す。

「そのために私情は捨てる。皆の者、イリスを捕らえて私の元へ連れて来い！　ゆけい！」




「「「「「「……へー。すごいね…………」」」」」」




　声がした。

　地下第２階層。中枢への扉がある、大広間の少し手前の通路から。

　数は６人。

　先頭にいるのはノイエルの妹、イリス＝ハフェウメア。

　そしてその背後に５人。顔のわからない冒険者たち。

　彼らは屋台で売っている「海竜のお面」をかぶっていた。










　十数分前。

　ラフィリアの報告を受けたナギたちは、大広間で短い作戦会議をすませた。




「灰色の髪に青色の目の男性……おそらく、兄でしょうね。来るって言っていましたから」

「それと『神命騎士団』か」

　イリスはダンジョンに入る前、正規兵たちに「自分が戻ってくるまで誰もダンジョンには入れないように」って厳命したそうだ。

　なのに侵入者がいるってことは、奴らは正規兵を突破してきたってことになる。

「イリス、確認だ。イリスの兄さんが僕たちを攻撃してきた場合、叩たたきのめしても構わないか？」

「……仕方ありませんね」

　イリスは長いため息をついた。

「祭りに関することだけは、イリスに裁量権があります。だから正規兵も命令を聞いてくれました。それを打ち破ってきたのなら……力ずくで止めるしかありません」

「一番てっとり早い方法として、ここに全員おびき寄せたところで扉を開けて、中枢のプレッシャーで威圧するってのはどうかな？」

「それは最後の手段にいたしましょう。これ以上ここを荒らされたら、海竜が戻ってこなくなるかもしれませんから」

　つまり、奴らがここに来るまでに、撃退しなきゃいけないってことか。

　話によるとイリスの兄さんは『剣術ＬＶ３』が使えるくらいの腕前。

『神命騎士団』の強さは未知数。ただし、高ランクの冒険者なのは間違いない。

　……できるだけ楽に倒す方法を考えよう。

「あのさ、イリス。この町の人にとって海竜ケルカトルは、すごい力を持った守り神として知られているってことでいいんだよな？」

「はい。そうです」

「領主家のひとにとっても、その力は脅威？」

「もちろんです。海竜を恐れているからこそ、領主家は巫女を支配下に置いてきたのですから」

「わかった。じゃあ全員、海竜のお面を装着！」

　かちゃっ。

　僕の号令に合わせて、セシル、リタ、アイネ、ラフィリアが海竜のお面をかぶった。

『神命騎士団』といつ会うかわからないから、準備しておいたんだ。

「ソウマさま。どうなさるおつもりですか？」

「僕の世界……じゃなかった故郷では、神さまがいる場所を荒らすとバチが当たったりするんだ」

　でもって、ここは魔物も魔王もいる異世界で、港町の守り神である竜もいる。

『巫女』が一緒なら、海竜の代理人を騙かたったところで怒られはしないだろ。

「海竜の巫女の名において、ちょっとバチを当ててみようよ」




　そして現在。ダンジョンの地下第２階層付近。




「単刀直入にお伺いします。このダンジョンにゴーレムを仕掛けたのは兄さまですね？」

　イリスは通路の中央に立ち、十数メートル先にいる兄をにらんでいた。

　妹と、海竜お面パーティの眼光を受けて、ノイエル＝ハフェウメアがたじろぐ。

「……イリス、どうしてそんなことを？」

「大広間にゴーレムのかけらが落ちていました。そこに『侯爵令嬢エテリナ＝ハースブルク』にあてた指輪もありましたっ！　イリスがいない間に、誰かが鍵かぎを持ち出してダンジョンに入り込んだことはわかっています。すべてを白状して海竜ケルカトルに謝りなさいっ！」

　イリスの怒りを受けて、ノイエル＝ハフェウメアはたじろいだようだった。

　だけど、すぐに表情を引き締め、灰色の髪を指先で整えて──

「ああ、確かにエテリナの指示に従い、魔力の結晶体をここに持ち込んだのは、私だ」

　悪びれた様子もなく、言った。

「だが、それは港町イルガファを変革するため。この町の名声を高めるためだ！」

「………………はぁ」

　イリスはきょとん、とした顔してる。

「よく聞けイリス。この町は貿易の拠点として栄えている。けれど、他の貴族からは見下されているのだよ。海竜などという魔物の一種を崇める、蛮族として」

「それがどうかしたのですか？　兄さま」

「どうか……って、お前は社交界に出たことがないからわからないだろう!?　父も私も、どれだけ肩身の狭い思いをしていることか！　他の貴族とよしみを結ぶこともできない。領地を拡大することもできない。ただ、貿易の拠点として栄えているだけだ。そんなものを貴族と言えるか？」

「あの……兄さま。領地の民が不自由なく生活できて治安も良ければ、領主としては優秀では？」

「名を上げ、領地を増やしてこその貴族だろう？」

　ノイエル＝ハフェウメアは、ぎらぎらした目をしてる。

　前に見たことあるな、こんな目。バイト先の社長だったっけ。

　普通に物を売ってたバイト先が、突然、地域貢献作業や自己啓発セミナーを開催して、ついでに高齢者向けＩＴ講習会を始めたことがあったんだ。社員だけでなく、バイトまで動員して休日出勤させてた。社員も他のバイトも、みんな潰つぶれかけてたな。元気かな……。

　バイト先の社長は『とにかく拡大発展』の人だったけど、ノイエル＝ハフェウメアは──？

「無理をして名を上げて、領地を増やしてどうするというのですか、兄さま？」

「やる前からそんなことを考えてどうする!?　とにかく『名声上昇』『領地拡大』だ！」

　……うん。意外と似てるね。

「そのための人材は確保してある。『神命騎士団』のシステムがあれば、同じ人数で３倍の成果を出すことができる。これが効率化というものだ」

「愚かなる者よ、ノイエル＝ハフェウメア」

　僕は言った。

　ノイエル＝ハフェウメアの肩が、びくん、と震えた。

　なるほど。海竜のお面も、少しは威圧効果があるみたいだ。

「……何者だ、貴様」

「我は海竜の巫女と深いかかわりを持つ者である。そうだな？　イリス＝ハフェウメア」

「は、はい。この方は──」

　ややこしくなるから『海竜の勇者』って言葉は伏せるように言ってある。

　この場でだけ、ノイエル＝ハフェウメアたちをひるませる肩書きがあればいい。

　イリスの兄が一番ショックを受ける言葉なら、もっといい。

　それは──

「イリスにとって世界で一番大切な『魂たましいのお兄ちゃん』です！」

「──な!?」

　ノイエル＝ハフェウメアが絶句する。

　そりゃそうだ。実の兄が、妹に見知らぬ人間を兄だって紹介されたんだから。

　でも他に適当な肩書きは思いつかなかったの？　イリス。

「海竜はすべてお見通しである。エテリナ＝ハースブルクの正体も、能力も」

　とりあえず言ってみた。ハッタリだけど。

「彼女は現代社会──いや、異界の知識を持って、貴様をまどわせているだけだ」

　地下のゴーレムの存在。

　ネズミ講っぽい『神命騎士団』。

　変な感じに『港町変革』『名声上昇』とか言い出したノイエル＝ハフェウメア。

　そこから考えると──

「海竜が我を通して語っている。貴様の知るエテリナ＝ハースブルクは『異界のスキル』を持つ者であると。その能力と知識にまどわされ、貴様は海竜と巫女を裏切ろうとしている！　違うか!?」

「ぐっ！」

　ノイエル＝ハフェウメアがのけぞった。

　正解みたいだ。

「人は通常の３倍の成果など出せはしない。出せたとしても、それは短期的なもの。いずれは無理が来て破は綻たんする。そんなこともわからぬ貴様は、誰かの言葉を暗唱しているだけの愚者だ！」

「そんなことはない。私はエテリナの計画をすべて理解している」

「噓うそだな」

「噓なものか。彼女の分析により、巫女が海竜を引き寄せる鍵だとわかっている。ならば、巫女を人質として、海竜に言うことを聞かせることもできるはずだ。イリスを使って子どもを繁殖させ、海竜の血を引くものを増やす。それをすべて軍船に乗せれば、海竜はその船を守らずにはいられない。海竜の軍事利用が可能となる！」

「…………え」

　──こいつ、今、なんて言った？

「…………う…………そ…………」

　イリスの顔が、真っ青になった。

　足が、がくがく震えてる。小さな身体からだが、僕に寄りかかってくる。

　僕はイリスの身体を抱き留め、彼女の兄を見据えた。

　イリスを使って子どもを──『繁殖』させる？

　まさか……冗談だろ……こいつイリスのお兄さんなんだよな……？

「大丈夫、イリスはなにも心配する必要はない。私の同盟者にはすばらしいスキルがある。イリスはちょっと実験に参加して、子どもを何人か産んでくれればいい。そうすれば、イリスも巫女の使命から解放されるのではないか？」

　でも、ノイエル＝ハフェウメアは、勝ち誇ったように語り続ける。

「試す価値はあるだろう。成功すれば、イルガファ領主家は中央貴族界で大きな発言権を得ることになる。もちろん、私とエテリナは同盟者として婚姻を結ぶことになるだろうな。それだけではない。今後、私の子どもは王家と結ばれるかもしれない」

「……黙れ」

「また、エテリナが立ち上げた『神命騎士団』は人を働かせるのに最適のシステムだ。騎士団に貢献することで、ランクＣからＡへと上がっていく。そのために支払ったコストが惜しくて、メンバーは脱退することもできない。まさに人の心理を利用した最高のシステムだ。

　これからはこの方法が標準スタンダードとなるだろう。港町イルガファから、世の中が変わるのだ。海竜を崇めるのではなく利用する。それはすばらしい──」

「うるさい黙れ！　ブラック野郎！」

　これ以上、聞いてられなかった。

　イリスは、泣きそうな顔で耳を塞ふさいでる。

　かすかな声で「……イリスは……ずっと。町を守るため……がまん……してきたのに……」──って、つぶやいてる。

　イリスは『海竜の巫女』をやってるせいで、命を狙われて、自由に外を歩くこともできなかった。

　それでも、町のためだと思って、役目はちゃんと果たしてきた。

　なのに、実の兄がそれを潰そうとした。

　イリスが来るってわかってる場所に魔物を呼び込んで、儀式を破壊して、さらには彼女を拉致して──研究して──繁殖？　イリスの子どもを軍事利用して中央貴族界に打って出る？

　ふざけんな。

「ノイエル＝ハフェウメアよ。これ以上、イリスを傷つけることは許さぬ」

「……『魂のお兄ちゃん』!?」

　イリスが涙目で、僕を見上げた。

　決めた。期間限定、地域限定の大サービスだ。

　この場所で、誰にも内緒で、僕とイリスの間でだけ──




　僕が『海竜の勇者』っていうご当地キャラを演じてやるよ。




「口を開くな、ノイエル＝ハフェウメア。お前の言葉に意味はない」

　もういいや。情報は手に入れた。作戦開始だ。

「頭からっぽの世襲制会社役員が、知り合いの企業アドバイザーの言葉をうのみにして会社改革やるようなものだ。土台となる知識さえもない。崩壊が目に見えている仕事に、価値はない」

　僕は片手を挙げた。

　それを合図に、リタ、アイネ、ラフィリアが叫び出す。




「おおおおおおおお」

「おそれよー。海竜の怒りをおそれよー」

「こわいのー。神さまこわいのー」

「………………『この世界の──根源を呼び覚ます』──」

「おおお！」「おそれよー！」「たたえよ！」

「………………『たたえよ。すべての生命はたたえよ』──」




「お面をかぶって騒いでるだけの者どもが、私の改革を妨害するのか!?」

　ノイエル＝ハフェウメアがレイピアを抜いた。

「多少の怪け我がは仕方がない。イリスを確保しろ！　他の奴らは殺せ！」

　背後の『神命騎士団』が動き出す。




「「「おお、おそれを知らぬ者よ！　罰は下れり！

　怒りの光がこのダンジョンを包み込むであろう」」」

「──『灯りライト』（ぼそっ）」

　みんなの雄お叫たけびに合わせて詠唱していた、セシルの古代語『灯り』が発動した。




　次の瞬間、海竜のダンジョンに光が満ちた。




　僕はイリスを背後にかばう。セシル以外は、全員お面をずらして目を隠してる。

　海竜のお面は『灯り』避よけの意味もあるんだ。

　作戦目標は「ダンジョンを荒らさずに敵を無力化すること」、これで片付けば楽なんだけど──

「ぐ、がああああああああっ！」

　光の球体の中で絶叫が響いた。でも、まだだ。

　仮面の人間たちが動いてる。セシルが僕の袖そでを引く。「詠唱です！」って教えてくれる。

「全員！　横穴に待避！」

　僕の声に反応して、みんなが通路の横に空いたくぼみに飛び込む。

　魔物が隠れてた横穴だ。詰めれば６人くらいは入れる。




　がしゅっ。




　一瞬遅れて、空気の刃が通路の壁をえぐりとった。

　風魔法か。

「『真空の刃ヴアニツシユ・ウインド』です。ナギさま」

　セシルが教えてくれる。




『「真空の刃」

　風系統のＬＶ３魔法。真空の刃を敵に向かって飛ばす。

　切れ味はロングソード並。革のよろいくらいなら切り裂ける。

　魔力の消費が少なく、連射が利くのが長所』




「しかも……威力がすごいです。詠唱が重なって聞こえます。これは」

「『同時詠唱シンクロキヤスト』なのですよぅ」

　ラフィリアとセシルは、長い耳を澄ませてる。

「『同時詠唱』は複数の人が同時に呪文を詠唱することで、魔法の威力を格段に上げる技なのです。でも……ほんの少し詠唱がずれただけで失敗するすごく難しい技でもあるのです！」

「こんな綺き麗れいな『同時詠唱』は初めて聴きました。まるで……一人のひとが詠唱してるみたい」

　真空の刃は、続けざまに飛んでくる。

　壁を砕き、地面を割り、岩と水を飛び散らせる。

　足音が近づいてくる。こっちの動きを止めて、距離を詰めていくって戦術か。数は向こうが多いから、力任せで押し切るつもりか。

　……めんどくさいな。

　ダンジョンを荒らすと海竜が来なくなるから、こっちは攻撃魔法を控えてるってのに。

「イリスは大丈夫？」

「は、はい。リタさまがかばってくださってますから」

「当然！　ちっちゃい子を守るのは私の義務だもん。もっとぎゅっとしてもいいのよ？」

　リタは嬉うれしそうにイリスを抱きしめてる。

　趣味に走るなって言いたいけど、イリスはリタの胸の中で落ち着いてる。

　兄貴にあんな言葉をぶつけられたばっかりだからな。抱きしめられてると、安心するみたいだ。

「そろそろこっちも反撃するか」

　敵は魔法を飛ばしまくってる。けど、目を灼やいてあるから命中率が悪い。

　今のうちに、さっさと片付けよう。

「というわけで、ラフィリア！」

「は、はいい」

　呼ばれたラフィリアが、海竜のお面を額まで上げた。

　青みがかった目をきらきらさせて、僕を見る。

「タイミングはこっちで指示する。詠唱の切れ目を狙って、矢をばらまいて」

「で、でも。この状態じゃ……よっぽど運が良くないと当たらないですよぅ」

「うん。じゃあ、運を良くしてから撃ってみようよ」

「……あ」

　ラフィリアが、ぽん、と手を叩いた。

「わかりました！　あれを使っていいんですね。マスター！」

「うん。あとのフォローはこっちでやる。やっちゃえ、ラフィリア！」

「はいぃっ！」

　ラフィリアは真っ白な手のひらを掲げ、自分の下腹部に当てた。

「幸運の車輪ホイール・オブ・フオーチユンを回すです……発動『不運消滅ＬＶ１』！」

　光が、彼女の下腹部に灯ともる。

　ラフィリアは続いて胸の中心に触れる。最後に頭のてっぺんに。

　そのすべてに、僕とラフィリアにしか見えない光が灯った。




『不運消滅ＬＶ１』（ロックスキル：摘出不能特性、ＵＲウルトラレア）

　自分や他者の不運を洗い流し、ラックのパラメーターを急上昇させる。

　リスクとしてスキルの効果終了後十数分間は、攻撃力・防御力・魔法抵抗力が激減する。

　使用後は再チャージに数日かかる。




「ラフィリアさん。次の『真空の刃』が来ます！　その後30秒の間があるはずです！」

「向こうは少しずつこっちに近づいてる。３人ずつの４列縦隊。一人だけ足並みが揃ってない奴がいる。イリスちゃんの兄ね。一番後方にいるわ！」

　セシルの『魔力探知』、リタの『気配察知』が敵の位置情報を教えてくれる。

　僕も『高速分析』を起動。ウィンドウの位置から敵の場所を推測。ラフィリアに伝える。

　あとはラフィリアの腕と運次第だ。




　がぃんっ。




　風魔法が、僕たちが隠れる横穴のそばを通り過ぎた。

　その直後、弓を構えたラフィリアが通路に飛び出す！




「発動！　『豪ごう雨う弓術ＬＶ１』なのです!!」

　びぃん、びぃん、びぃん。




　弓ゆ弦づるの音は３回。放たれた矢は15本。在庫一掃。

　僕はすぐにラフィリアの腕をつかんで、横穴に引っ張り込む。むぎゅ、って。

「連射せよ！　『真空の刃』!!」

　ラフィリアが放った矢の羽音に『神命騎士団』が反応した。




　ひゅんひゅんひゅひゅん。




　複数の『真空の刃』が空気を震わせる。

　先頭を飛んでいた矢が、それに切り裂かれて粉々になる。

　無数のかけらになり、宙を舞い──




　他の矢の軌道を変化させた。




　残りの矢はなんか変なカーブを描いて『神命騎士団』たちに向かって飛んでいく！

「ぐああああああああっ！」

　でもって、当たり前みたいに、奴らの鎧よろいの隙間に突き刺さった。

　膝ひざに、肩に、肘ひじに。脇の下に。

　不自然なくらい微妙な位置に、全弾命中クリティカルだ。

「ラフィリア、運がいいなー」

「あたし、そんなこと言われたの生まれて初めてですよぅ！」

　ラフィリアは大きな胸を揺らしてぴょんぴょんしてる。

　頭のてっぺんと胸とお腹なかが、まだ光ってる。

　もったいないな。『スーパーラフィリアタイム』が続いてるうちになにか飛ばせるものは……。

「ラフィリア、スライムってまだ分裂させられる？」

「あ、はい。でも、あと２体が限界ですよぅ？」

「それでいい。急いで。『スーパーラフィリアタイム』が残ってるうちに」

「…………は、はいぃ。マスター」

　ラフィリアが、とろん、とした顔になる。

　え、なんで？

「マスターはひどい人ですぅ。みなさんが見てるのに……こんなところで……」

　しゅる、と、ラフィリアはスカートに手を伸ばした。

　それを持ち上げて、その下にある下着の端に手をかけて、ゆっくりと下ろして──

「は、はぅう。で、でも、マスター。あ、あたし、闇に飲まれてしまいましたから。マスターのそういうところも、すき。マスター、すき。すきすきすきすき」

　はぅぅ、と熱い息を吐いて、下着を下ろしていくラフィリア。

　思わず目を奪われて──でも目を逸そらそうとして。後ろを向こうとしたけど、みんな密着してきて身体を動かせない。セシルもリタもアイネも、イリスまで「むむむ」って変な声を出してる。

「マスターからのごほうび……いえ、命令ですぅ。分裂してください『えるだちゃん』！」

　ラフィリアは、頭につけた青い髪留めに下着をかざした。




　ふよふよ、ぽよん！




　ラフィリアのパンツを飲み込んだエルダースライムが、分身を２体吐き出す。

　もう一度、セシルとリタにタイミングを測ってもらって──
















「アイネ、ラフィリア。今だ！」

「はいなの！」「わかりましたマスター！」

　魔法が途切れたタイミングで、アイネとラフィリアが通路に飛び出す。

　ふたりの足下には２体のスライム。

　そしてアイネはモップを構え、後ろからラフィリアが手を重ねる。




「「合体スキル！　発動!!」」




「『魔物一掃ＬＶ１』プラス！」「『不運消滅ＬＶ１』ですぅ！」

　ふたりはタイミングを合わせて、モップを振った。

　すぱーん、すぱーんっ。

　ひゅーん　ひゅんっ。

　２体のスライムが、宙を飛んだ。




　僕は２人を横穴に引っ張り込む。ラフィリアの光が点滅を始めてる。『不運消滅』の効果が切れかけてる。ここからは僕たちがラフィリアの楯たてになる。敵は──

「な、なんでスライムが空を飛ぶ!?」

　そんなこと言われても。

「バラバラにしてしまえ！」

　ノイエルの声に合わせて、風魔法が、スライムを細切れにした。

　さらにその風圧で、おかしな軌道を描いたスライムたちは散弾みたいにちらばって──




『神命騎士団』たちの仮面にくっついた。




　バラバラにされたスライムは『神命騎士団』の鼻に、口に、耳の穴へと進入していく。本能みたいなもんかな。粘着力だけはあるからなぁ、スライムたち。

　スライムにくっつかれた『神命騎士団』たちは顔を押さえて地面を転がる。

　戦闘力は充分削った。そろそろいいかな。

「ノイエル＝ハフェウメアよ！　海竜ケルカトルの怒りを知れ！」

　僕は叫んだ。

「イルガファ領主家の者でありながら、巫女の心を傷つけ、祭さい祀しを行う場所を汚けがそうとした罪、我らに海竜の怒りが乗り移るほどのものである、と」

「ふざけたことを！」

「少しは考えてみるがいい。侯爵令嬢は本当にお前のために、その力を貸しているのか？」

「当然だ。彼女は私の援助者パートナーであり、『神命騎士団』を紹介してくれた者なのだから！」

「ならばどうしてその者は、この場にいない？」

　侯爵令嬢の目的が、ノイエル＝ハフェウメアを助けることなら、この場にいないのはおかしい。

　ゴーレムは言ってた。奴の主人は『魔王対策のノルマを果たしてる』って。

　もし侯爵令嬢が『来訪者』なら、彼女の仕事はもう終わってて。

　ノイエル＝ハフェウメアのことも『神命騎士団』のことも、どうでもいいのかもしれない。

「侯爵令嬢がお前を利用しているかもしれないと、なぜ考えない？」

「彼女は計り知れないほどの知識を持っている。私やお前の知らない目的があるに違いない。彼女は私の同盟者だ。我々は信頼関係で結ばれているのだ！」

　信頼関係って……それが妹を利用するって宣言した奴の言うことかよ。

　イリスなんか真っ赤になって「ごめんなさい『魂のお兄ちゃん』。ごめんなさいみなさん」って、顔を押さえてるし。だよなぁ。あんな身内なんか見たくないよな。

　イリスの精神衛生のためにも、僕たちの労働時間短縮のためにも、この場で奴らを捕まえるスキルを作るか。

　今、使えるスキルは、ジャイアントスパイダーの『巣作りＬＶ２』と、ラージサーペントの『巻き付きＬＶ３』、あとはイリスからもらった家事スキルの最後のひとつ。

　その中のものをリタのスキルと組み合わせれば……うん。なんとかなりそうだ。

「あのさ、リタ」

「はい。ご主人様。いいよ……しても」

　リタが『海竜のお面』を外した。

　うるんだ桜色の瞳ひとみが、すぐそばで僕を見てた。

「まだなにも言ってないけど」

「ナギのことだから、わかるもん」

　リタの頰が火照ってる。長いまつげが揺れてる。金色の獣耳が、かすかに震えてる。

「私と、ここで『高速再構築クイツクストラクチヤー』したいんでしょ？」

「ノイエル＝ハフェウメアはさっさと捕まえておきたいからね。侯爵令嬢と合流されるとめんどくさいことになりそうだし。だからここで、リタのスキルを使わせて欲しいんだ」

「説明なんか、いらないもん」

　リタは僕の手をつかんで、自分の胸に当てた。

　やわらかくてあったかい場所が、ふみゅ、と、僕の手を受け止めた。

「ナギはただ、私に『僕はリタとしたい』って言えばいいの。だって私は、ナギのものなんだよ？」

「わかった。僕はリタと『高速再構築』したい。リタの『歌唱ＬＶ４』を僕に使わせて」

「はい、ご主人様！　どんとこーいっ！」

　どくん、と、リタの心臓が跳ねた。

　リタの胸が、びっくりするほど熱くなってる。僕が指を這はわせるたびに、くすぐったそうに身じろぎする。なんだか落ち着かなかったから僕は手を少しずらして、上げて、下げて──リタが「……はぅ」って息を吐いたところで止めた。

「今回はちゃんと、終わったあとに『再調整』するから」

「うん。私も、今回は失敗しないようにするもん」

「…………？」

　今回は失敗しない……って？

　……あ、わかった……『魂約エンゲージ』か。

　前回の『高速再構築』のあとに、リタと成立しそうになったんだっけ。

「わかった。帰ったらするから、心の準備をしとくように」

　そう言うと、リタの顔が、ぼっ、と、真っ赤になった。

「…………お、おねがいします……ごしゅじん、さま。私と……してください」

　獣耳をへにゃん、と倒して、リタは小さくつぶやいた。

　僕は自分に、ラージサーペントがドロップした『巻き付きＬＶ３』をインストールする。

　とたんに頭の中には『該当スキルは使用不能』って文字が浮かぶ。そりゃそうだ。人間の身体は、こんなスキルが使えるようにできてない。

　だけど『能力再構築』のウィンドウには問題なくスキルが表示されてる。




『巻き付きＬＶ３』

『胴体』で『敵』を『締め上げる』スキル（手足は使っちゃだめ）




　あとはリタのスキルに『魔力の糸』を結びつけて、と。




『歌唱ＬＶ４』

『歌』で『人の心』を『動かす』スキル




　すぐ近くで、リタが僕の手を握ってる。

　僕はリタの胸に手を当てて──宣言する。

「実行！　『高速再構築クイツクストラクチヤー』!!」

「……んっ……はぁ」

　リタが切なそうなため息をついた。

　それからおそるおそる目を開けて、僕とリタを繫つないでる『魔力の糸』に手を伸ばす。

「……私とナギ、つながってる？」

「うん」

「敵をやっつけたら、ちゃんと私を『再調整』してくれる？」

「もちろん。今度はリタが、ひとりでせつなくなったりしないようにする」

「……うれしいけど……恥ずかしい……どきどきするよぅ……」

　リタは真っ白な喉のどを覆う首輪を、指で撫なでた。

「どきどきするから…………想おもいを歌に乗せるね。あとでナギと、ちゃんと──できるように」

　そう言って、リタは通路の方に向き直る。

「あいつらを片付けて家に帰ろう。やっちゃえ、リタ！」

「はい！　聴いてください……ご主人様」

　僕の手を握りながら、リタが、すぅ、と息を吸い──スキルを発動する。




　そしてリタの綺き麗れいな歌声が、通路いっぱいに響きわたった。




　今回、『高速再構築クイツクストラクチヤー』が生み出したスキルは──

『束縛歌唱ソング・オブ・バインデイングＬＶ１』（ＵＲウルトラレア）

『歌』で『敵』を『締め上げる』スキル

　リタの歌を聴いた敵の動きを拘束する、範囲影響型のチートスキルだ。




「素直になれない想いを、どう伝えればいいの？

　あふれかけて

　せつなくて

　はじけちゃいそうなこの想い」




　ぶぅん、と、空気が震えた。

　甲高い振動が、通路を包みはじめる。




「獣人の私を繫ぐ

　鎖なんかいらないもん

　名前を呼んでくれればいいの

　その声だけで、私の心は

　いつもあの人に繫がれてる」




「だから神さま、印しるしをください

　私があの人のものだって

　世界中の人にわかる印を

　触れるたびにあの人を感じられる

　印を私に、刻み込んで──」




　──流れ続けるリタの歌は、角砂糖にハチミツをかけて、お汁粉の中に沈めたように、激甘で──だけど声は、早起きした朝の空気みたいに澄んでいたけど──




　チートスキル『束縛歌唱ソング・オブ・バインデイングＬＶ１』は、その効果を問答無用で発揮していた。




「な、なんだ。なんだこれは。ぐ、ががががががががっ!?」

　通路の向こうから、絶叫が響いた。

『神命騎士団』とノイエル＝ハフェウメアの身体に、金色の鎖のようなものが巻き付いてた。

　よく見ると、鎖を作ってるのは文字のつらなり。

　それはリタの声にあわせて、奴らの身体を、締め上げていく。

「な、なんだ。なんなんだ、この恥ずかしい歌は!?　ぐわっがああああああっ!?」




　その間にもリタは歌いつづける。

　真っ赤な顔で、細い身体から声を絞り出すみたいに。額にも、胸元にも、汗を伝わせて。

『束縛歌唱ＬＶ１』は強力な分だけ、体力の消耗が激しいのか。




「私の思いを……ささげ……ます

　来世まで、ううん、とこしえに

　どうか神様に……ねがって……ふたりが

　同じおもいを……だいて、ます、ように……」




　くたん。




　僕は崩れ落ちるリタの身体を、抱き留めた。

「……わぅぅ」

「お疲れさま。リタ」

「ナギ……えへへ。だっこされてる……ごほうびだぁ」

　僕はリタの髪を撫でて、熱を測って──よし平熱。

「海竜ケルカトルの名のもとに、聖地を汚す者を拘束せよ！」

　僕は叫んだ。

　せっかくだから『海竜の加護を受けし者』で最後まで押し通そう。

「アイネは『記憶一掃』で敵をスタンさせて。セシルは『堕だ力りよくの矢』で敵の魔力を奪って。ラフィリアとイリスは、リタを支えて僕についてきて」

　セシルとアイネが走り出す。

　僕はリタを支えながら、敵の方へ。

「な……んだ、これ……は」

　ノイエル＝ハフェウメアたちは地面に転がってぴくぴくしてる。まるで陸揚げされた魚だ。

「海竜の怒り、と言ったはずだが」

　僕は奴を見下ろして告げる。

　状況がよくわかってないのか、ノイエル＝ハフェウメアは真っ青になって震えてる。

「ばかな。エテリナは海竜など、しょせんは賢い魔物でしかないと──」

「その辺はあとで聞かせてもらう。侯爵令嬢の正体についてもな」

　もっとも、尋問するのは正規兵たちだけど。

　彼らも怒り心頭だろうなぁ。

　自分たちの主人がいきなり襲ってきて、聖地を荒らして、巫女をさらおうとしたんだから。

「それと……『神命騎士団』のリーダーは誰だ？」

「ふ、ふんっ。誰が教えるものか！」

　ノイエル＝ハフェウメアは目を逸らした。

　すぐ横で転がってる仮面の少女の方に。

　あ、そいつか。

「海竜の巫女の護衛として、お前たちの目的を聞きたい」

　僕は仮面の少女を見下ろしながら、言った。けど──

「『神命騎士団』は新規団員を募集中です」

　……はい？

　戦闘不能になった『神命騎士団』の少女は、壊れたみたいに話しはじめる。

「『神命騎士団』のＢランクになると、クエストを達成するたびにＣランクから報酬を５％徴収できます。さらに、Ａランクになれば20％徴収できます。Ｃランクも、最初は少し厳しいですが、努力すればすぐに上位ランクに上がれますよ？」

　流れだす声は、録音されたセールストークみたいだ。

「手続きは簡単、仮面をつけて『契約』するだけです。さぁ、君も『神命騎士団』に入って英雄を目指そう。今なら、加入拡大キャンペーン実施中！　入会金１０００アルシャを払うだけで、Ｂランクからスタートできます！」

　ずるん、と音がして──仮面が外れた。

「戦闘不能につき、ランクＡＡＡトリプルエーの仮面を解除します。またランクＣからがんばりましょう……」

　少女の身体は、動かなくなった。

　他の『神命騎士団』も全員動きを止めた。彼女が、全体の司令塔になってたのか。

「セシル、この仮面を『鑑定』できる？」

「はい。では、発動します。『鑑定ＬＶ２』──」

　セシルは、仮面に手をかざした。

「……わかりました。この仮面には『精神支配』系の魔法がかかってます。仮面が使用者の魔力を吸って、それを燃料に『精神支配』の効果を生み出してるみたいです」

「ダウングレードする前のレギィが使ってたような奴？」

『まったく違うわい！　主ぬしさま』

　僕の背中でいきなり、魔剣レギィが震えた。

『我は可愛かわいい少女がえろ可愛く乱れるのが好きなだけじゃ！　普段はりりしい少女たちが、自分の身体の反応にとまどう姿を愛しているだけなのじゃ！　じゃが、この仮面には、愛も！　情欲も！　優雅さのかけらもない！　こんなのを我と一緒にするな。泣くぞ、主さまぁ！』

「レギィさんの言うとおりです。この仮面はひとを道具にする、いけない魔法のアイテムです」

　仮面が外れた少女が気絶しているのは『精神支配』を受け続けていた影響らしい。

　こんな強い『精神支配』を受けていたら、精神がすり減っていく。戦闘不能になったことで支配が外れたのはいいけど、元に戻るにはしばらくかかると思います──って、セシルは言った。

「こいつらの仮面みたいなアイテムって、この世界で普通にあるものなのか？」

「いいえ」

　セシルは首を横に振った。

「あったとしても、１０００年に一度出てくるかってレベルです。大量生産できるものじゃないです。できるとしたら──」

　チートスキル、ってことか。

　つまり、ノイエル＝ハフェウメアにこいつらを紹介した侯爵令嬢の仕業か。

　やだなぁ。関わりたくない。

「なんの話をしている！　私を解放しろ。中央貴族界でイルガファの名を上げる私をぐぼぁ！」

「イリスさまー！　ご無事ですかーっ！」

　がごっ。げしっ。ぐしゃぁっ!!

　叫び声とともに、ダンジョンの入り口から正規兵が飛び込んできた。

「申し訳ありません！　ノイエルさまと暴徒が我々に奇襲を！　おお！　ご無事でなにより。それで暴徒は!?　ノイエルさまは!?」

　僕たちは、揃って正規兵隊長の足下を指さした。

　ノイエル＝ハフェウメアは踏まれて蹴け飛とばされて、岩壁に激突して鼻血を噴き出してる。

「おお！　これは失礼──いえ、失礼ではございませんな！　領主家の嫡男ともあろうお方が、海竜の巫女に危害を加えるとは！」

「兄と『神命騎士団』はイリスを襲い、聖地を血で汚そうとしました」

　イリスは寂しそうに、ぽつり、とつぶやいた。

「彼らは罪人です。海竜の巫女の名において拘束し、牢ろうに閉じこめておくように」

「承知いたしました。イリスさま」

　隊長はうなずいた。

　イリスはさみしそうな顔で、自分の兄を見下ろしていた。

　僕の手を握ったまま、息をめいっぱい吸い込んで、それから──

「さようなら、お兄さま。あなたにとってイリスは化け物で、ただの道具でしかなかったかもしれません。でも、イリスは……あなたを……少なくとも……家族だと思っていました……」

　イリスは、ノイエル＝ハフェウメアに背中を向けた。

　ダンジョンの出口からは、他の正規兵がやってくる。

　あとはこの人たちに任せよう。










　そのあとまっすぐ、僕たちは地上に出た。

「これでやっとクエスト完了かー」

　久しぶりにまじめに働いた気がする。

　海水のせいか、身体も服もべとべとする。それはみんなも同じみたいで、セシルもアイネも、ラフィリアも、髪を布で拭ふいたり、服を絞ったりしてる。

　どこかでごはんを買って帰って、それから順番にお風ふ呂ろに入ろう。

「魂のお兄ちゃん……ソウマさま」

　ととと、と、イリスが僕たちの側にやってくる。

　一度だけ、正規兵たちがいる方に視線を向けて、それからなにかを振り払うように、

「ありがとうございました！」

　僕と、他のみんなに向かって順番に、頭を下げた。

「ソウマさまたちは、クエストを完かん璧ぺきに果たしてくださいました。もちろん、兄との戦いのことについても。お詫わびもかねて追加の報酬もお支払いいたします」

「うん、ありがと。イリス」

「その……勇者のことについて、ソウマさまのお気持ちはわかりました」

　イリスはもじもじしながら、僕の顔を見上げた。

「でも、お嫌でなければ、祭りの日の儀式にだけ、お付き合いいただけませんか？　無理にとは言いませんけれど……でも、なにがあるかわかりませんから」

「護衛ってこと？」

「そ、そのようなものです。まだ『神命騎士団』の残党がいるかもしれませんし、侯爵令嬢がなにか企たくらんでいる可能性もありますし。それに、中枢までご一緒できるのは、ソウマさまだけなのですから……」

　イリスはうつむいて、不安そうに細い肩を抱いた。

「わかった。付き合うよ」

　祭りの間は、ご当地勇者をやるって決めたから。

　それに、イリスが無理してるのもわかるから。実の兄に誘拐されかけて──繁殖させられそうになったイリスに、ひとりぼっちで祭りの儀式をやらせるわけにもいかない。

　僕は一応、イリスの友だちでもあるんだから。

「……ありがとうございます。『魂のお兄ちゃん』！」

　そう言って優雅に一礼したイリスは、とってもいい笑顔だった。








第14話「奴隷を綺き麗れいに洗うには、いろいろ儀式が必要だった」






　僕たちが家に戻ってしばらく後、イリスの家から伝令が来た。

　侯爵令嬢エテリナ＝ハースブルクの情報を伝えるためだった。

　あのあと、正規兵たちはすぐに侯爵家の別荘に駆けつけたらしい。

　けどそこは、すでにからっぽだった。

　慌てていたのか、食器は出しっぱなしで、服も置きっぱなし。

　暖炉には灰になった書類があり、椅子の下に一枚だけ、燃やし損ねた羊皮紙が残っていた。

　書かれていたのは、他の港町に宛てた覚え書きで、内容はイルガファを没落させるかわりに、彼女に数百万アルシャの報酬を支払うように、というものだった。

　報告を受けたイリスは、推理した。

　侯爵令嬢の目的は『海竜の祭り』を妨害して、イルガファが『海竜ケルカトル』の加護を受けられなくすることだったんじゃないか、と。

　ここ港町イルガファは『海竜の加護』のおかげで他の港町より優遇されている。

　侯爵令嬢エテリナ＝ハースブルクは、それをねたんだ他の港町の依頼を受けて『海竜の祭り』を破壊しにこの町へやってきた。そのためにイリスの兄に近づいたんじゃないか、って。

　イリスの推理を聞いた彼女の兄は、地ち下か牢ろうでのたうちまわって絶叫してたらしいけど。

　正規兵たちは現在、町の出入り口に検問を敷いてる。

　あとは侯爵令嬢エテリナ＝ハースブルクが捕まれば、すべてははっきりするはずだ。

「それでは、なにかありましたらお知らせいたします」

　そう言って、イリスの伝令は帰っていった。

　リビングの椅子に座って、僕はそれを見送った。

　アイネが淹いれてくれたお茶を飲みながら、これからのことを考える。

　侯爵令嬢は後回しだ。今は、最優先でしなきゃいけないことがある。

　これはパーティの重要な問題で、僕たちの戦力を左右する重要事項だ。

　だから──

「早くスキルを『再調整』しようよ、リタ」

　僕はリビングの隅に積みあがってる、布の山に声をかけた。

　毛布にクッションにテーブルクロス。そこらじゅうからかき集めてきた布が窓際で山になってて、隙間から金色の尻しつ尾ぽが突きだしてる。さっきからずっとこの状態だ。

「あのね、ナギ」

　布の山の中から、声がした。

「暗闇って人を大胆にするよね？」

「するね」

「顔が見えないからって、普段は言えない話をしたりすることもあるよね？」

「うん。あるよね」

　元の世界では、友だちの家に泊まりに行って、電気を消したとたんに恋バナが始まったりするらしいし。したことないけど。

「ダンジョンの中っていうのも、ひとつの暗闇だと思うの」

「ひとつの暗闇だよな」

「だから、うっかりその場の雰囲気で、恥ずかしいことを歌っちゃってもしょうがないと思うの」

「しょうがないよな」

「うー」

　ぱたぱたと、金色の尻尾が揺れてる。

　毛布からちょっぴりはみ出してる爪先が、ピンク色に火照ってる。

　リタは帰るなり、部屋中の布を頭からかぶって、窓際でうずくまっちゃった。

『束縛歌唱ソング・オブ・バインデイングＬＶ１』の後遺症──というか、ノリで激甘ラブソングを歌っちゃった後遺症だった。

　戦闘中はハイテンションになってたけど、冷静になったら恥ずかしくなったらしい。

「あ、あんなの誰も聞いてないよね？　私の歌なんて、みんな興味ないもんね？」

「……聞こえてなかったら『束縛歌唱』の効果は発動しないんじゃないかな」

「いやぁあああああっ！」

　どったんばったん。

　布の山が左右に揺れた。

「私ってば。なんであんなこと言っちゃったのよぅ。もっと普通の歌詞にすればよかったよぅ。あんな……思い出しただけでも心臓止まっちゃうみたいな……『ナギ好き好き』ソングを……見ず知らずの人の前でえええええええええ……はっ！」

　突然、リタはがばっ、と、毛布をはねのけてこっちを見た。

「で、でも、噓うそは歌ってないからね！」

　リタの顔が、ぼっ、と真っ赤になった。

「中身はほんとのことだから。私がいつも思ってることだから。でもでも……」

　がばっ。

　再び毛布をかぶって、尻尾ぴこぴこの繰り返し。

「気にしなくていいから、早く『再調整』しようよ」

「…………わぅ。むりいい。汗でびっしょりだもん。綺き麗れいにしてからじゃないと……」

「大丈夫です、リタさん。たったお風ふ呂ろが沸きました！」

　リビングの入り口から、セシルが顔を出した。

「冷めないうちに入ってください。ナギさまと一緒に」

「わぅうううううううううっ！」

　僕の右腕からは『魔力の糸』が、リタに向かって伸びてる。

　これのせいで僕とリタは離れることができない。

『魔力の糸』の長さは、約３メートル。

　そしてこの家の風呂場は無駄に広くて、風ふ呂ろ桶おけから脱衣所まではそれ以上あるんだ。

　だからお風呂には、僕とリタが一緒に入るしかない。

　しょうがないのだ。これは。

「むり、無理だもんーっ！　こんな気持ちの時に、ナギの前で……はだかになっちゃったら……心臓がこわれちゃう……ぜったい、無理………………今日はむりいいいっ」

「じゃあ、先に『高速再構築クイツクストラクチヤー』の『再調整』をする？」

「こんな潮風でべとべとの身体からだで、ナギにだっこしてもらうなんてだめだもん……。ご主人様に、そんな失礼なことできないもん……」




「そんなリタさんに朗報なのーっ！」

「なのですーっ！」




　アイネ、ラフィリア？

　普段着に着替えたふたりが、小さな箱を持ってリビングに入ってくる。

「こんなこともあろうかと！　アイネは『湯ゆ浴あみ着』を手配しておいたの！」

「「「な、なんだってーっ!?」」」

　僕とセシルとリタの声が重なった。

　いくらなんでも手回しが良すぎる。それに、そんなお金がどこに……？

「……もしかして、イリス護衛の報酬で買ったのか？」

「正解です。さすがはなぁくんなの」

　アイネは満足そうにうなずいた。

　今回のクエストで、アイネとラフィリアは僕たちとは別に、イリスから護衛の報酬をもらうことになってたんだっけ。そっか……アイネはこれに使ったのか。




『「ちょうこうきゅうな湯浴み着」

　王族や貴族が旅行などで使う湯浴み着。

　複雑な文様が編み込まれているため、濡ぬれても人目に肌をさらすことはない。

　身体をお湯で洗い流すだけなら、着たままでも可能』




「イリスさん、すごいの。お願いしたらすぐに手配してくれたの」

「……すごい高た価かそうなんだけど」

　手触りがなめらかで、きめ細かい。

　人数分ある。男性用が１つ。女性用が４つ。

「まさかとは思うけど……これにアイネの分の報酬を全部つぎ込んだりしてないよね？」

「すごいの。なぁくんってアイネのこと、なんでもお見通しなの!?」

　あー、やっぱりかー。

　護衛の報酬って──いくらくらいなんだろう？

　数百アルシャは稼げたんじゃないのかな。１ヶ月の生活費くらいは……。

「……だって、アイネはなぁくんの背中を流したかったの」

　アイネは、つん、つつん、と左右の人差し指を合わせた。

「湯浴み着を着れば、アイネが一緒にお風呂に入るのを許してくれるかな、って」

　アイネ、渾こん身しんのむだづかいだった。

　……こんなことなら背中くらい流させてあげればよかった。

　昼間仕事してもらって、夜にもそういうことをさせるのは、残業をお願いしてるみたいでなんか嫌だったんだけど。

「アイネ。ありがとう！」

　気がつくと、リタがアイネの手を握りしめてた。

「ううん。アイネがなぁくんと一緒にお風呂に入りたかっただけだから」

　優しい目をしたアイネが答える。

「ご主人様とのお風呂は、私たちのパーティにとっては最大の重要事項だもんね」

「生死と家族計画に関わる問題なの」

　うちのパーティは他とは違うことわりで動いてるらしい。

「私、アイネが仲間になってくれて良かったって思ってる。本当に」

「そんなの。いまさら他人行儀なの。リタさんはアイネの家族なの」

「でも本当に感謝してるの。アイネのためだったら、なんでもしてあげたいくらい」

「そうなの？」

「このリタ＝メルフェウスの名誉にかけて」

「わかったの。じゃあアイネも、なぁくんとリタさんと一緒に、お風呂に入るの」

　アイネはリタの手を両手で包み込んで、慈じ悲ひ深ぶかい女神様みたいな顔でうなずいた。

「あ、あの。アイネ？」

「理由いち。なぁくんの背中を流したいの。

　理由に。『ちょうこうきゅうな湯浴み着』の使い心地をみてみたいの。

　理由さん。リタさんは『高速再構築』したばかりだから、なにかあった時はアイネが面倒を見てあげたいの」

　完かん璧ぺきな理由だった。

　もはや非の打ちどころがなかった。

　しかも言質まで取られてた。

「いいかな？　なぁくん、リタさん」




　結果、お風呂には３人で入ることになったのだった。








第15話「覚かく醒せい　チート嫁第２形態（リタ）。そして能力再構築スキル・ストラクチヤーＬＶ４」






　お風ふ呂ろ場ばには、石で作られた浴槽があった。

　水は壁にある金属製の蛇口から出てくる。風ふ呂ろ桶おけの隣には小さなかまどがついてて、魔法でお湯を沸かせるようになってる。この世界のお風呂文化って、意外とすごい。

「……とりあえず身体からだを洗おうか」

　湯ゆ浴あみ着を着て風呂場に入った僕は、壁際の椅子に腰を下ろした。

　ぺたん、と背後でアイネの足音がする。リタは緊張してるのか、足音をさせない。

「じゃあ、アイネがなぁくんの背中にお湯をかけるから、リタさんが洗ってあげて？」

「う、うん。まずはご主人様から、だよね」

　ぱしゃ、と、肩のあたりから、ちょうどいい温度のお湯をかけられる。

　背中に、ぴた、と、布が当てられる。こっちはリタだ。

　指が震えてるのがわかる。戦ってる時とは比べものにならないくらい、優しくて、ぎこちない動作で、僕の背中をこすってる。

　しゅこ、しゃか、しゅこ、って。

「リタさんの背中は、アイネが洗ってあげるね？」

「ひゃっ！　あ、あふ。アイネ、そんな、いきなり」

「はーい、きれいきれい、なの」

「ゆ、湯浴み着まくりあげないで。潮のべとべとが取れればいいんだから」

「リタさんの背中、引き締まっててとってもきれいなの」

「ア、アイネだって、お肌すべすべじゃない」

「リタさんの野性的な美しさとは比べものにならないの」

「そんなことないもん。アイネはあったかくて、ふにふにで、さわってると安心するもん」

「ちょ、リタさん。アイネのふとももをなでるのは反則……なの」

　くつろいでるなー、ふたりとも。

　僕もだけど。

　湯浴み着一枚着てるだけで、すごく落ち着く。

　男性用の湯浴み着はハーフパンツみたいなもので、女性用は肩かた紐ひもがついたキャミソール。リタは黄色の、アイネは薄茶色のものを着てる。髪や瞳ひとみの色に合わせた、アイネのセレクトだ。

　湯浴み着は肌が見えないようにするためのものだから、身体のかたちはよくわかる。

　とりあえずリタの胸が思わず視線を奪われるくらい大きくて、なのに重力を無視してるみたいにきれいなかたちだってことは、さっき確認した。アイネが着やせするタイプだってのもわかったし、完璧なお姉ちゃんでも、やっぱりじっくり見られると恥ずかしがるんだな、ってのもわかった。

「ナ、ナギ……気持ち、いい？」

　さわさわ。

　リタの指が、僕の背中を撫なでてる。

「うん。そういえば、誰かに背中を流してもらうのなんてはじめてだ」

「……ナギのはじめて、いただきました……」

　リタが、耳元でささやいた。

　背中に触れてるリタの手が、びくん、と、震えた。

「あれ……？　なんだか…………へん。なに…………これ」

　ぺたん。

　あったかくて柔らかいものが、僕の背中に触れたけどこれは……？

　耳元で、はう、はぅぅ、ってため息が聞こえる。小刻みに。しかも、熱い。

「……リタ？」

「…………あ。くぅん。あ、わぅ。あ、は。あ…………あぁ」

　まさか？

　僕は右腕を見た。

　さっきまであった『魔力の糸』が、消えてる。

「やだ……だめ。せつ……な。とまん……ない。やだ…………だめぇ」

　リタは後ろから僕に抱きついて、小刻みにふるえてる。それが止まったかと思ったら「んーっ」って、硬直して、くたん、ってなる。そしてまだ揺れはじめる。その繰り返し。

「……なぁくん、これは……？」

　アイネが心配そうに、リタを見てる。

「『高速再構築クイツクストラクチヤー』の副作用。リタの中で、スキルの概念が暴れてるんだ」

　でも、前回は、もうちょっと時間があったのに？

「リタ、立てる？」

「ふわぁ。らい……じょぶ」

　なんかもう色々構ってられない。

　僕はリタの腕をつかんだ。

　リタの細い身体に、湿った湯浴み着が張り付いてる。胸のかたちも──その先の尖とがったところまでわかるくらい。リタは、せつなそうに指をくわえてる。目はうつろで、肌は真っ赤だし、尻しつ尾ぽなんか壊れそうなくらいぶんぶん振ってる。

「……これが『高速再構築』の副作用なの……？」

「僕がスキルを安定化させれば治るから。手伝って、アイネ」

「うん。わかった。お姉ちゃんはよくわかったの」

　アイネは湯浴み着の胸を押さえて、何度もうなずいてる。

「僕がリタを運ぶから、アイネは身体を拭ふいて着替えさせてあげて。僕の部屋に運んでからスキルの調整をする。まずはリタを脱衣所まで……」

　僕はリタの身体に手をかけた。

　正確には、腕をつかんで肩を貸そうとした。ぴた、って身体をくっつけた。




「や、だめ。あ、あ。あ────────っ！」




　びくん、びくびくん。

　リタが真っ白な喉のどを反らして、声をあげた。

「だめ。だめだめだめ……や……ぁ」

　ずるん。

　リタはそのまま、風呂場の床に座り込む。

　ぱしゃ、って、水音がして、リタが身体を上下にゆさぶって──

「ん──────っ！　はぁ。あ、あ……」

　リタは、くたん、と、崩れ落ちた。

　前よりも反応が強い。身体をくっつけただけでこうなっちゃうのか……。

「発動。『能力再構築スキル・ストラクチヤーＬＶ３』」

　僕はウィンドウを呼び出し、リタのスキルを表示させる。




『束縛歌唱ソング・オブ・バインデイングＬＶ１』

『『歌歌』』でで『『敵敵』』をを『『締締めめ上上げげるる』』スキル




　文字が二重になってる……いや、違う。

　概念が、うぃーん、って音がしそうなくらい高速で、リタの中で振動してる。

「だ、だい、じょぶ。らから」

　でも、リタは胸を押さえながら、じっと僕を見つめてる。

「せつないけど……しあわせ……だから。だいじょうぶ」

「……だいじょうぶなわけ、ないだろ」

「アイネだったら、どう……？　ナギが作ってくれたスキルが……自分の中で暴れてたら、いや？　それとも、しあわせ？」

「今すぐスキルクリスタルを買いに行きたいの。湯浴み着でお金使い果たしたのは失敗だったの」

「ね？」

　ね？　じゃねぇだろ。

「リタを浴槽に入れる。アイネも手伝って」

「はい。なぁくん」

　僕はもう一度、リタの肩に手をかけた。

　アイネにリタの脚を抱えてもらって、浴槽に入れる。

　リタの負担を減らすには、接触面を小さくして『再調整』するしかない。

「リタ、ちょっと我慢して」

　僕はリタの背後に回って、お湯の中に手を突っ込んだ。

　そのままリタの胸に手を──って、お湯のせいで、湯浴み着が浮き上がってる。揺れてる。押さえにくい。

　ああもう、いいや。

「ひゃぅっ！　ナ、ナギ!?」

　僕は手さぐりで、リタの胸に手を当てた。直接。

　布一枚なくなっただけなのに──触り心地が、全然違う。すべすべしてて、やわらかくて、手のひらに吸い付いてくるみたいだ。リタの胸が鼓動してるのが、はっきりとわかる。膨らんだところに指で触れるだけで、リタが、びくん、と反応する。まるで僕とリタの身体が直結したみたいだ。

「ちょ…………や、やぁ。アイネもいるのに……はずかし……」

「じゃあアイネは外にいるね。ふたりとも、ごゆっくりなの」

　アイネは、浴槽の中に座るリタが安定するように、肩を押さえて、脚の位置をずらして、それから満足したみたいに、ぐっ、って、リタに向かって親指を立てた。

「ふぁいと。リタさん」

「は、はぅ…………」

　リタは僕とアイネの顔を交互に見て、諦あきらめたみたいに、うつむいた。

　アイネは「がんばってなの」って言い残して、風呂場から出て行った。

「じゃあ『再調整』を始めるから」

『再調整』するには、僕の魔力と、リタの神聖力を循環させる必要がある。でも、あちこち触るとリタはさっきみたいになるから……直接触らないでなんとかできれば、一番いいんだけど。

　……『魔力の糸』を使えないかな。

『高速再構築』の後に出てくる、魔力の交換に使える糸だ。

　あれが『能力再構築』の効果なら、意識して使えるかもしれない。

　やってみよう。意識を集中して。リタを絡めとるイメージで……。

「──『魔力の糸』──召喚」

　しゅる。

「──できた」

『能力再構築』のウィンドウから、毛糸くらいの太さがある、金色の糸が現れた。

　使いまくってるせいか、『能力再構築』スキルをかなり操れるようになってるみたいだ。

　僕は『魔力の糸』でリタと自分の身体を繫つないでいく。

　火照った首筋──胸元。腕。お湯の中の見えない──深いところまで。

　リタは湯船の中で目を閉じてる。

　小さくつぶやいてから、なにか決意したみたいに、

「ナギにしてもらうと…………ふわふわして、うまく言えないかもしれないから……今のうち」

　リタはすぅ、と深呼吸して、告げた。




「リタ＝メルフェウスは誓います。ソウマ＝ナギとの消えない縁えにしを。

　魂の結び目の約束を。

　神さまに願います。ナギが……消えない印しるしを、私にくれることを。

　生まれ変わっても、別の世界に行っても、この縁が消えないことを」




　そう言って、リタは満足そうにため息をついた。

「ちゃんと言っておかないとね。『魂約エンゲージ』の誓い、だもん。えらい？」

「ありがと、リタ」

　髪を撫でると、リタは嬉うれしそうに尻尾を振った。

　僕はもう一度リタのスキルをウィンドウに表示させる。




『束縛歌唱ＬＶ１』

『『『歌歌歌』』』ででで『『『敵敵敵』』』ををを『『『締締締めめめ上上上げげげるるる』』』スキル




　振動が強くなってる。

　リタは、身体を揺らしながら、小刻みに熱っぽい息を吐いてる。

「始めるよ。リタ」

　僕は『魔力の糸』から、リタに自分の魔力を送り込んでいく。

　同時に、リタからも神聖力が流れ込んでくる。

「…………はぅ」

　リタがため息をついた。

　僕は湯船の外から、リタの左胸に手を当ててる。

『魔力の糸』はリタの首に、腕に、胴体に──見えないけど脚にも絡みついてる。まるで触手みたいに自由に操れる。意識を集中させると……『魔力の糸』で触れてる部分の感触までわかる。

　たとえば、火照ったリタの首筋とか。

「──んっ。あっ。ちょ……やん。くっすぐったい……よぅ」

　鎖骨のくぼみのあたりとか。うん。つるつるしてるね。

「…………はふ。ひゅっ。あ、あふ」

　リタの指は……やっぱり、細くてきれいで、やわらかい。これでゴーレムをぶちのめしたなんて信じられない。『神聖力掌握』があるからって、頼りすぎるのはよくないよな。

「……だ、だめぇ。お腹なかおさえてるから……恥ずかしいとこに当たっちゃう──んっ。や……ぁ」

　あれ？

　いつの間に『魔力の糸』で、触ったところの感触までわかるようになったんだ？

　──まさか。




　固有スキル『能力再構築スキル・ストラクチヤーＬＶ４』




『能力再構築』が、いつの間にかレベル４になってる……。

　あいかわらずの謎スキルだ。

　レベル４になって、『魔力の糸』と触覚が繫がるようになったのか？　いや、それだけじゃない。意識を集中すると、もっと深いところまでわかりそうな気がする。

「リタの状態を詳細開示」

　言ってみた。

　別ウィンドウに、リタの全身図が表示された。

　体温、脈拍。それに、身体を流れる魔力と神聖力までわかる。

　リタの現在の状態は──体温上昇中。敏感。再調整中、か。

『再調整』するには、身体を僕の魔力で満たす必要がある。つまりこのウィンドウを参考に、全身くまなく魔力を流すようにすればいいのか。便利だ。これならリタの負担も減らせるはず。

　それと、ウィンドウには『束縛歌唱ＬＶ１』の状態も表示されてる。




『再構築スキル：束縛歌唱ＬＶ１

　状態：やや不安定

　概念レベル：３』




　──概念レベル？　概念の数のことか？

『束縛歌唱』は──『歌』で『敵』を『締め上げる』スキルだから、概念の数は３個ある。

　これがわざわざ表示されるってことは『能力再構築』ＬＶ４になったことで、概念の数を変化させられたりするのか？　だとしたら──

　……これはあとで調べてみよう。今は、リタを安定させるのが先だ。

「リタ、どんな気分？」

「…………ふわぁ。ふわふわ……するぅ」

　リタはうつろな目で、僕を見た。

「……ナギが、身体の中に、しみこんでるみたい。とまんない。ナギが……もっと……ほしぃ」

「どのあたりに？」

「そ、そんなの……言えな──」

「あ、いいや。言わなくてもわかるから」

「…………え？」

「リタがどこに僕の魔力を欲しがってるか、わかるようになったから。『能力再構築ＬＶ４』で」

「れ、れべるよん!?　なにそれ!?　待って──」

　そんな余裕はありません。

　僕はウィンドウを見ながら、リタの全身をスキャンしていく。

　魔力が一番弱いのは手の先と爪先だ。リタはいつもここに神聖力を集中させてるから、僕の魔力が通りにくくなってる。

　僕はウィンドウから『魔力の糸』を追加で呼び出す。ウィンドウからうねうねと、追加の触手みたいに出てくる。すごく便利だ。

　リタの手足は、お湯の下の方。僕は『魔力の糸』をそっちに向ける。触った感覚でわかる。これがリタのお腹で、これが手の指。指の間に沿って進んでいくと、リタの身体が、びくん、と跳ねた。どこか触っちゃったらしい。でも続ける。ここがリタの太もも。その下に──あった。手の指。そこに絡めて、っと。

「──ひゃっ!?」

　あとは太ももをつーっと伝わせて、爪先へ。

「んっ。あ、んんんっ！」

「触れてる感覚はわかるけど、難しいな」

「やだ……ナギぃ。そこ……ちが……わないけど……だめ。やっ。ああ。んくっ!!」

「ごめん。なかなか入らないから──これでどうだ？」

　糸を使って、押し開ける。

　わずかな隙間に滑り込ませて、魔力を注いで、動かしてっと。

「ふわ、あ、わぅ。ふ、あああああああああっ！」

　ばしゃ、ちゃぶ、ばしゃっ。しゅわ。

　リタが湯船の中で身をよじる。

「な、なんで、ゆび…………あつ……きもち…………い」

　僕はウィンドウを再確認。魔力が行ってないところは……。

　うん、尻尾のまわりが、ちょっと薄いな。

「や……だめっ。そこはだめっ！　いま、しっぽのまわりはだめぇ……だめなのに……んぁ」

「大丈夫。『能力再構築ＬＶ４』のおかげで、リタの状態はわかるから」

「…………あ……んくっ。これが……れべる……よん？」

「うん。リタを隅から隅までスキャンできるようになったんだ。具体的には体温とか脈拍とか、身体の状態とか、どこに魔力を欲しがってるかもわかる。リタは安心して『再調整』されてればおっけーだ」

「……わたしの、ぜんぶ。ナギに……まるみえ…………あ、はぅぅっ！　し、しっぽまでぇ!?」

　魔力の糸を尻尾に絡める。しゅる、って、魔力を強めに注ぎ込む。

　リタの身体が、ぴん、と、反り返る。

「だめ……だよぅ。もう……わたし…………ナギで……いっぱい……」

　これでリタの全部に、僕の魔力が行き渡った。

　あとはスキルを落ち着かせればいいだけだ。




『束縛歌唱ＬＶ１』

『『歌歌』』でで『『敵敵』』をを『『締締めめ上上げげるる』』スキル




　振動が弱くなってる。

　リタはぐったりと、浴槽に座り込んでる。

　片手でお腹の下の方を押さえて、片手で湯浴み着の上から、僕の手を押さえてる。

　さっきより呼吸は安定してる。心臓の鼓動も、落ち着いてきてる。

　魔力はほぼ１００パーセント行き渡ってる。これならいけるかな。

「あのさ、リタ。聞いて」

「ふわぃ…………ごしゅじん……さまぁ」

「ソウマ＝ナギはリタ＝メルフェウスとの消えない縁えにしを願う」

　僕は言った。

　ぼんやりしてたリタが、目を見開いた。




「この生命が尽きても。次の生命となっても。

　魂の結び目の約束をこいねがう。

　どうか未み来らい永えい劫ごう、この約束が続きますように」




　ここまで深く繫がって、リタの隅々まで知っちゃったんだから。

　この先なにがあっても、僕よりもリタを詳しく知ってる奴なんかいない。

　そのリタが望むなら、魂の終わりまでの縁を誓う。

　それがご主人様の責任だろ。

「ナギぃ…………ナギ？」

　ぽろん、って、リタの目から涙がこぼれた。

「…………うれしい……すごく、うれしいよぅ…………ナギぃ」

「よしよし」

　僕はリタの髪を撫でた。

「…………わたしも…………ちかい…………ます。ナギと…………ごしゅじんさまと…………ずっといっしょ。いっしょなら……せつないのも………………ぃぃのも……わけあって……わたし。かぞく…………ナギ…………いっしょ……みんな…………あ、あああああっ。あ、んっ」

　ぴくん、と、リタの身体が震えた。

　僕はリタの反応をモニターしながら『束縛歌唱ＬＶ１』のスキルに触れる。

　暴れるスキルを、鎮しずめていく。

　震える概念を、指で叩たたいて。

「ん、んっんっんっ」

『歌』と『敵』の間が開いたり閉じたりしてるから、押さえつけて。

「つよっ。あ……ううん。らい……じょぶ……」

『敵』と『締め上げる』の隙間に指を差し込んで、つまんで。揺らして、移動させて。

「──────ぅ。は、はぁ…………ん」

　リタはそのたびに身体を硬直させて──ゆるめて。

　僕の首筋に顔を近づけて、鼻を鳴らして。

　それでも僕を安心させるみたいに「だいじょぶ……だいじょぶ」って繰り返す。

「……ねぇ、ナギ。私、今度はうまく……『魂約』できるかなぁ……」

「大丈夫。できるまで何度でもやるから」

「そんなことしたら──もち──よすぎて…………わたし…………こわれちゃうよ？　ナギとずっと繫がってなきゃいけない……だめないきものになっちゃうよ？　……でも、いいかな…………いいの、かな……ナギと……なら……」

　そう言ってリタは、照れくさそうに笑った。




『束縛歌唱ＬＶ１』

『歌』で『敵』を『締め上げる』スキル




　スキルは落ち着いた。

　あとは『再調整』を実行するだけだ。

「いいな。リタ」

「うん……して……ナギ…………」

　僕は『能力再構築ＬＶ４』に表示された『再調整』の文字に触れた。

「『束縛歌唱ＬＶ１』を再調整する。実行！　『能力再構築スキル・ストラクチヤーＬＶ４』！」

「……そして……魂の結び目の約束を──」




「「『魂約エンゲージ』」」




　リタの胸の中央が、光った。

　２度目だから、わかる。

　ちっちゃなリタが、ゆっくりと出てこようとしている。




『さみしいたましいを抱きしめてくれるひと、あいすべきひと』




　よいしょ。よいしょ。って、出てくるのに苦労してる。

　僕は思わず、人差し指を差し出した。




『ありがとう……だいすき』




　そう言って、リタの魂は僕の人差し指を抱きしめて、くちづけた。

　そして、指につかまりながら、胸の中から出てくる。

『あきらめないでいてくれて、ありがとう』

「こっちも、リタには無理させたから、おあいこだ」

『リタ私って、めんどくさいでしょ？』

「だけどそこがいい」

『リタって、いじっぱりでしょ？』

「だからついてきてくれるんだろ？」

『リタって、究極のさびしんぼだよね？』

「僕もさびしんぼだから、同じだ」

『だから、とこしえにいっしょにいようね』

　リタの魂は、金色の髪の毛を一本、引き抜いて、僕の薬指に巻き付けた。




『「けいやく」より、ふかいえにしを、あなたに』




　リタの魂が僕の腕を駆け上がってくる。

　そして、僕の胸に触れた。

　そのまま肩までのぼって、僕の髪を引き抜く。

　それをリタの薬指に巻き付ける。
















『リタ私をおねがいします。あいすべきひと』

『どんなこんなんがあっても、リタはあなたのそばにいるから』

『じゅうじんのちゅうせいを、あまくみないことね！　うまれかわっても！　どんなにとおくはなれても！　ぜったいにナギをみつけだすんだからねっ！』




　しゅるん。

　リタの魂が、リタの胸に戻った。

『魂約エンゲージ』成立だ。

　ウィンドウに表示されているリタのステータスは──




　職業：奴隷婚約者フオーチユンスレイブ

　魂の結びつき：強度・中。

　状態：気力充実。最良。

　固有スキル：『格闘適性ＬＶ５』『完全獣化ビーストモードＬＶ１』『■■■■■■■』




　リタの『魂約』スキルは完全に獣の姿になるスキルみたいだ。

　どんな獣なんだろう。

　綺き麗れいだってのは、わかってるけど。




　僕のステータスは。

『ソウマ＝ナギ

　固有スキル：『能力再構築ＬＶ４』『高速再構築』『意識共有マインド・リンケージ』




　固有スキルがひとつ、増えた。




『意識共有マインド・リンケージ』

　奴隷と一定時間、意識を通い合わせるスキル。

　離れたところにいても、奴隷は主人に意思を伝えることができる。

　主人も同様のことができるが、主人は意識を集中することで、奴隷の思考を読み取ることも可能になる。

　発動には互いの信頼が必要。

　その証明として、唇にくちづけることが発動のキーとなる。




　唇にキスすることで意識共有か……。

　ハードルが高いのか低いのかわかんないな。使えそうなスキルだけどさ。




「……リタ、大丈夫？」

「ここは……てんごく？」

　湯船に浸つかったまま、リタが目を開けた。

　まだちょっとぼんやりした顔で、僕を見返す。

「…………どこでもいいや……ナギがいるなら」

　リタは左手の薬指の指輪に気づいた。

　宝物みたいに、ぎゅ、と抱きしめて、くちづけた。

「これで私、魂までナギのものになっちゃったね」

「獣人の忠誠を甘くみるなって言われた」

「私の魂に？」

「生まれ変わっても絶対に見つけだすって」

「じゃあナギのにおいを、もっともーっと記憶しなきゃね」

　そう言ってリタは、僕の首筋に鼻を近づけた。

　耳がぴこぴこ動いてるのが可愛かわいかったから、僕は髪を撫でてみた。リタはびっくりしたみたいに目を見開いて、それから気持ちよさそうに目を細めた。

「私が撫でてほしいって、わかった？」

「それくらい気づかなきゃ、ご主人様はできない」

「ナギの世界に生まれ変わったら、私はどんなふうになるのかな？」

「わからないけど……その世界でも僕に『能力再構築』があったら、とりあえず『リタを見つけだすスキル』を作ってみることにする」

「そんなスキル、誰がほしがるの？」

「少なくとも僕にはすごく必要だし、セシルも欲しがると思うよ？　アイネだって」

「ふーん」

　リタは浴槽のなかで、にやり、と笑った。

「それでは、ご主人様」

　立ち上がったリタは、金色の髪を手で整えて、乱れた湯浴み着を直して。

　それから胸に手を当てて、頭を下げた。




「リタ＝メルフェウスはナギの『魂約者』として、この命が尽きても、次の生でも──ああもう、とにかく、世界の終わりまでずっと一緒にいるって誓ったんだからね！　覚悟しなさい。逃げられるなんて思わないこと、いい!?」




　リタは照れ笑いのまま、宣言したのだった。








第16話「拠点攻略はめんどくさいので、こっそり全力を出してみた」






「侯爵令嬢エテリナ＝ハースブルクを取り逃がしました」

　翌日、おつきの人を連れてやってきたイリスは、深々とため息をついた。

「彼女は小島の館を占拠して、正規兵と攻防を繰り広げています」

「ちょっと待ってなんでそんなことに」

　いや……想像はできるな。

「小島の館って、もしかして領主家の持ち物？　ノイエル＝ハフェウメア経由で渡ったとか？」

「はい。おっしゃるとおり、その場所はイルガファ領主家の別宅です。兄が、彼女に鍵かぎを渡してたそうです……今回の計画の、本拠地にするために」

　……もうちょっと考えてから動けよ、ノイエル＝ハフェウメア。

　侯爵令嬢に乗せられすぎだろ。イリスだって疲れ切ってるじゃねぇか。

「両親は一連の事件のショックで倒れてしまいました。それでイリスが対策を取ることになったのです」

　……しかも余計な仕事まで増えてるし。

「これから正規兵が本格的に小島の攻略にかかるのですが、あの館は緊急時に領主が立てこもるために頑丈にできているもので……」

「手加減すれば時間がかかるし、敵に逃げられる可能性が高くなる。力ずくで攻めれば敵を皆殺しにしちゃうし、こっちに犠牲者が出るかもしれない。情報を引き出すためにも、できれば侯爵令嬢は生け捕りにしたい。イリスとしては難しいところだよな」

「……さすがイリスの『魂たましいのお兄ちゃん』」

　イリスは目を丸くしてこっちを見てる。感心してるみたいだ。

　でも、どうして君が「えっへん」って胸を張ってるのかな、セシル。

「あなたがたのご主人様には、まわりにいる少女の心などまるはだかなのですね……」

　イリスは、お茶の換えを持ってきたセシルを見て、優しく微笑ほほえんだ。

「はい。ナギさまはいつもわたしのすべてを見抜いて、わたしの知らない新しいわたしを引き出してくださいます」

「そういえば落ち着いてお話をするのははじめてでしたね。ナギさまの奴隷の……セシルさま」

「『さま』はいらないです。わたしはナギさまのものですから」

「……『ソウマさまのもの』……ですか」

　イリスはなにかを探るような目で、セシルをじっと見つめた。

　頭のてっぺんから爪先。胸と、頭の位置を確かめるように、何度も視線を往復させてる。

「セシル……さんは、ソウマさまのものになっているのでしょうか？」

「はい。わたしは身も心も魂もナギさまのものです」

「……なるほど、あなたのような方が、ソウマさまの好み……なのですね。すばらしいです」

　イリスはドレスの胸元を、ぽんぽーん、と叩たたいてから、ふふふーん、と笑った。

「さすがソウマさまはイリスが見込んだ方です。そしてセシルさまも、そのパートナーにふさわしいです。ソウマさまの左右には、セシルさまのような方がぴったりなのでしょうね」

「ナギさまわたしほめられました!?」

　セシルが目を輝かせて、僕の手を握った。

「ええ、とてもおにあいです。ソウマさまがセシルさまのようなかたを寵ちよう愛あいされていることは、イリスにとっても希望となりえますから」

「…………おにあい。わたしとナギさまが……」

「そんなソウマさまのお知恵を、今回もお借りできれば、と思います」

「いいよ。僕でよければ」

　くねくねしてるセシルの頭を撫なでながら、僕は言った。

　イリスが手を叩くと、廊下に控えていたおつきの人が、丸めた布を持って来た。

　海の真ん中に、ぽつん、と浮かんだ小島の地図だった。

「これが、侯爵令嬢が立てこもっている場所です」

　書かれている数字とか単位はこの世界のものだ。

　僕の世界のスケールに翻訳すると──

「島の広さは、端から端までが２００メートルくらい。屋敷の四方に高さ数メートルの城壁。北側に船着き場。それ以外は切り立った絶壁か」

「海賊対策の拠点に使われていたこともあるので、見張り台もついています」

「これじゃ侯爵令嬢たちも逃げ場がないよな」

「こちらが街道を押さえたので、やむなく逃げ込んだようです。他の港町から援軍が来るのか、それとも隙を見て逃げようとしているのか、奥の手があるのか……」

　そこまでは読み切れない。

　孤島攻略か……前にシミュレーションゲームを作ろうとしたときに、戦術の本とかを読みあさったことがあるんだけど。難しいよな。

　……手早く終わらせるには……。

「あのさ、イリス」

「はい。ソウマさま」

「お兄さん……ノイエル＝ハフェウメアと侯爵令嬢は、本当に同盟関係だったのかな？」

「兄はそう主張しております」

「侯爵令嬢の方はどうかな？」

「わかりません。けれど、兄を放置しているところを見ると、とっくに『ぽーい』ではないかと」

「わからないよー、もしかしたら、かたいしんらいでむすばれてるかもしれないよー」

「どうして棒読みなのでしょう？」

「使えるものは使おう、ってこと」

　僕は小声で作戦を話した。

　話を聞いたイリスは、最初は驚いてたけど、すぐに目を輝かせてうなずきはじめ、最後は「にやり」って顔になる。好きだよね、悪だくみ。僕もだけどさ。

　そんなに難しい作戦じゃない。

　イリスの兄さんにも、責任を取ってもらおうっていうだけだ。










「ははっ、人を支配するって楽しいよねーっ」

　小島の庭で、侯爵令嬢エテリナ＝ハースブルクは笑った。

　彼女の本名は、カタギリ＝エリナ。約２年前に異世界からやってきた『来訪者』だ。

　固有スキルは『魔器作成クラフトワーク』。

　道具に魔法を宿らせることで、インスタントなマジックアイテムを作り出すことができる。

　今は小船に、風魔法をインストールしている最中だ。これで一時的にモーターボート並の速度が出るはず。あとは夜を待って、さっさと逃げ出せばいい。

『神命騎士団』は全員、北壁の防御に当たっている。

　仮面による支配は想像力を奪うのが欠点だけれど、命令にはよく従う。彼らはエリナの準備が済むまで、忠実に使命を果たそうとするはずだ。

「それにしても、どこがエラーだったのかなぁ？」

　計画に問題があったとは思えない。

　クエストの手順通りに侯爵家にもぐり込み、イルガファに派遣されたところまでは完かん璧ぺきだった。

　あの男ノイエル＝ハフェウメアはちょろかった。王家に近い貴族へのコンプレックスを抱えていたのだろう。そのあたりを突いたら、簡単に自分の思い通りになった。

『ノイエルさま。あなたは港町の領主で終わる器などではありません』

『あなただけにしかない能力が、わたくしには見えます』

『あなたにぴったりのビジネスを提案させていただきます。これは他の誰にも教えていない、この世界ではじめてのシステムです』

　噓うそは言っていない。彼女は元の世界でも、似たシステムで成果を上げていたのだから。

　それを認めてくれたからこそ、今の雇い主はエリナに仕事を任せてくれたのだ──




「ズルをして威張ってる町があるんだ。君ならどうすればいいかわかるだろう？」

　そう言ったのは『ギルドマスター』──今のエリナの雇い主。

　ズルをしている町とは、もちろん港町イルガファのことだ。

　そこは『海竜ケルカトル』というものと独自に契約をして、船を守ってもらっているらしい。

「がんばっている他の港町からすれば許せないことだ。自分だけ仕事を効率化して定時で帰る社員を、君は許せるかい？　みんなと同じように苦労するべきだとは思わないか？」

「当たり前じゃない。許せない。そんな町はこらしめないと！」




　さすが『ギルドマスター』だ。いいことを言う。

　元の世界の上司とは大違いだ。

　定時で帰ろうとする同僚に「はぁ!?　自分の仕事が終わったからってなに!?　みんな働いてるのが見えないの？」ってプレッシャーをかけてまわっていたエリナに文句を言った、あの上司。こっちが正しいのに文句言うって意味わかんない。それって全否定じゃない。

　ほんっと、元の世界の連中はバカばっかりだった。がんばれば成果が出るのに。成果が出ないってことはがんばってないってことなのに、なんでそんな簡単なことがわからないの？

　くだらない奴ら。自分をＡランクだとすれば、上司はＤ。同僚なんかみんなランク外だ。

　奴らを相手にするのに飽き飽きしたころ、エリナはこの世界に召喚されたのだ。

　この世界の雇い主は、君の力が必要だと言ってくれた。認めてくれた。だからエリナはこのクエストのために『魔器作成クラフトワーク』で人を操る仮面を造った。

　ひとを支配するのが楽しいってことが、あらためてわかった。

　みんな「正しい私」に従ってくれる。気持ちいい。ふふふ、ははは。

　今回のクエストの目的は『海竜の祭り』を潰つぶすこと。

　それと、貴重なサンプルとして、イリス＝ハフェウメアを連れ帰ること。そうそう、魔王対策の実験もしたっけ。ゴーレムの精製には成功したらしいから、成果の報告はしないとね。

「魔力が残ってるなら魔法を、腕が動くなら弓を射なさい！　ここを越えれば苦しくなくなります！　倒れてしまったら、今までの努力が無駄になるじゃない！」

「エテリナさま。すでに魔力限界の者が出ております。休息を」

「穴掘って転がしておけって言ったじゃない！　なんでまだ埋めてないの!?」

「１時間休息すれば、魔力が６割回復しますが」

「指示もなしに勝手なことをするな！　みんなのモチベーションが下がるでしょ!?　まわりが働いてるのに休むなんて、信じらんない！」

　これだから未開人は、どうして何度も同じ話をしなきゃいけないの!?

「エテリナさま！」

「うるさいな！　指示待ちの未開人！　少しは自分で判断できないの!?」

「……新たな軍船が近づいてきます」

　見張り台に立った剣士が言った。

　館は石造りの城壁に囲まれている。エリナは階段を登り、その上にある見張り台に立った。

　軍船の群れが見えた。

　いつの間にかマストに黄色の旗が立っている。この世界では、休戦と交渉の呼びかけだ。

「話がある。我が同盟者、エテリナ＝ハースブルク！」

　突然、響いた声に、エリナは目を見開いた。

　後方にいる船の甲板でノイエル＝ハフェウメアが叫んでいた。

「話を聞かせて欲しい！　君は本当に私を利用するつもりだったのか!?」

「全員、待機してなさい。いつでも突撃できるように」

　エリナの声に、『神命騎士団』たちがうなずく。

　ノイエル＝ハフェウメアの後ろ、マストの陰から緑色の髪がのぞいてる。

　緑色の髪──ということは、あれはイリス＝ハフェウメアだ。

　なんてばかなんだろ。祭りの巫み女こが、こんなところに出てくるなんて。

「君からも皆に話をしてくれ。私たちの計画は町の発展に寄与するものだということを！」

「私も、あなたに迷惑をかけるつもりはありませんでした」

　エリナは城壁に立ち、ノイエルに向かって叫んだ。

「わけもわからず兵士たちがやってきたもので……。彼らが攻撃してこなければ、こんなことにはならなかったのです！　あなたと話をする機会を、私も求めていました、ノイエルさま！」

「おお、エテリナ！」

「一時休戦といたしましょう。情報共有は大切です。お互いのコンプライアンスが徹底されなかったことが、情報のコンフリクトを起こしているのかもしれません。この世界のマジョリティにイノベーションのインセンティブを、さらにプロモートしなければ──」

「──わかった！　おい、なにをしてる！　さっさと船を島に寄せろ！」

　ノイエルのセリフに、兵士たちが動き出す。

　夕ゆう陽ひが照らすなか、軍船から空中に『灯りライト』の魔法が浮かび上がる。３つ。

　エリナは『神命騎士団』たちを集める。小声で指示を出す。船が近づいてきたら突撃する。強引に船に乗り込め。イリス＝ハフェウメアを人質にして逃げよう、と。

　船がつけられるのはこの北側の岸壁だけ。あとの方角は切り立った崖がけだ。守りやすく攻めにくい。こんな場所の鍵かぎをあっさり渡すなんて、やっぱりこの世界の人間は未開人だ。

「でも……だったら」

　頭に浮かぶ疑問は、ひとつだけ。

　──どうして自分の作戦は失敗したのだろう？




「……………………しゃくねつをうがつかざんにもにて…………『ふぁいあぼーる』」




　首をかしげたエリナの耳に、小さな声が届いた。

　軍船とは反対側──南側からだ。

　振り返った彼女の目に映ったのは、黒髪の少年と、ダークエルフらしい人影と、彼らを乗せた小さな舟と──

　視界すべてを覆う、巨大な『火球フアイアボール』だった。

「──ひぃっ!?」

　次の瞬間、城壁が吹き飛んだ。








第17話「『意識共有マインド・リンケージ』と、セシルの自白」






　熱で膨張した空気が、エリナの周囲で吹き荒れる。

　砕けた石の破片が飛び散る。それが館の窓を割り、周囲に火の粉をまき散らす。

　背中に激痛が走ってはじめて、エリナは自分が壁に叩たたき付けられたことに気づいた。焦げ臭いにおい──まとったローブから煙が上がっている。「ぎぐぁああああああ！」って獣じみた悲鳴をあげて、エリナは地面を転げ回る。

　吹き飛んだのは南側の城壁。ノイエル＝ハフェウメアがいるのとは逆側だ。

　南側は断だん崖がい絶壁。

　船をつける場所などないはずなのに──それに、この威力は!?

　砕けた城壁のかけらが『神命騎士団』めがけて飛んでくる。運悪く当たった者が手足を押さえてうずくまる。最初の爆風で倒された者は、すでにほとんどが意識を失っている。

　なのに死亡した者はいない。心が折れそうだった。相手の目的はエリナと『神命騎士団』の戦闘力を奪うことだけ。まるでエリナなど、雑魚ザコででもあるかのように。

　あの『火球フアイアボール』は城壁の根元にぶちあたったのだろう。

　その衝撃と熱が地面をえぐり、支えをなくした城壁を崩壊させた。石を焼き、吹き飛ばしたのは単なる余波だ。頭上から降り注ぐ海水も、視界を塞ふさぐ水蒸気も。

「う、うそ。はかいへいき？」

　エリナはうめきながら、海の方に目をこらす。

　水蒸気の向こうに、さっきの舟が見えた。

　ほんの小さな小舟だ。そこに軽装の少年と、ダークエルフらしい少女が乗っている。

　彼らはこっちに見向きもしない。仕事は終わり、とばかりに遠ざかっていく。なにあれ。

「いまだああああああっ！　攻め込め────っ！」

　耳に届いた絶叫に、エリナは振り返る。

　ときの声をあげて正規兵たちが上陸してくる。こっちの戦力は壊滅した。『神命騎士団』は戦える状態にない。エリナの足下は崩れかけ、立っていることさえもできない。

「もぐがががわわわわわあああ──っ。こ、こんなばかな──」

　船の上でノイエル＝ハフェウメアが取り押さえられている。押さえているのは緑色の髪のイリス＝ハフェウメア──じゃない!?　頭に緑色の海草を結びつけた兵士だ。マストの陰に隠れていたせいで気づかなかった!?　だまされた？　自分が、未開人に!?　勇者の私が!?

「おかしい。こんなの、おかしいよ」

　エリナの頭の中は真っ白だった。

「…………なにこれ…………なんなの、これ」

　ありえない。こんなの現実じゃない。

　がんばれば成果は出るはず。成果が出ないってことはがんばってないってこと。でも、私はがんばった。優秀なんだから、努力しないはずがない──失敗なんかしない。だから、こんな結果が出るはずない。ゆえにこれは現実じゃない。ほら、証明終了──

「…………ははっ。ははははははっ」

　城壁に座り込んで動かなくなった侯爵令嬢エテリナ＝ハースブルクが取り押さえられたのは、それから数分後のことだった。










「セシル、おつかれさま」

「ふにゅう……」

　僕はぐったりしたセシルの髪を撫なでた。

　僕の魔力を供給してたとはいっても、古代語『火球フアイアボール』はやっぱりきつかったみたいだ。というか、岸壁をえぐり取るとか、完全にオーバーキルだし。

　ここは小さな帆がついた船の上。

　僕たちはとっくに小島から離れて、陸に向かって進んでる。

　作戦は単純だった。

　ノイエル＝ハフェウメアを使って侯爵令嬢の気を引いて、敵を北側に集める。反対側が手薄になった隙に古代語『火球』で城壁を吹っ飛ばす。

『灯りライト』が３つ、空中に浮かんだら、作戦開始の合図。イリスに雇われた『謎の魔法使い』である僕たちは、それまで島から離れたところにある岩場の陰に隠れてる。それだけ。

　侯爵令嬢が人を利用することに慣れてるなら、ノイエル＝ハフェウメアか偽イリスのどっちかに食いつくと思ってた。うまくいったみたいだ。

「計算外だったのは『操船ＬＶ７』が意外と高価たかかったことくらいか」

　港町だからね。需要があるからしょうがないよね。

　侯爵令嬢には、あんまり興味がない。正体と、背後にいるやつの情報だけ引き出せればいい。そのあたりは、正規兵のひとたちのお仕事だ。館の防御力は奪ったから、あとは簡単に攻略できると思う。まかせても大丈夫だろ。

「…………ナギ……ひゃま…………」

　船底でセシルが身体を起こそうとしてる。

　でも、力が入らないみたいだ。

「大丈夫？　アイネが淹いれてくれたお茶があるよ。寒いなら毛布をあげるし、あとは……」

「────い────き──────です……の」

「ごめん。よく聞こえない。もうちょっと大きな声で──」

「────ま────を──せん……か？」

　セシルの小さな唇が動いてる。けど、風が強くて声が聞こえない。

　具合でも悪くなったのか？　無理させたからな。

　福ふく利り厚こう生せいって大事だからね。セシルになにか希望があるなら、ちゃんと聞けるようにしとかないと。

　無理させるかわりに、今日はセシルを限界まで甘やかすって決めてるんだからさ。

「セシル！　声がよく聞こえないからスキルを使っていい!?」

「────スキル？　で────？」

「昨日説明した『意識共有マインド・リンケージ』！」

「────？　どの──スキル────か？」

　聞こえてないのかな。

　昨日の『魂約エンゲージ』で手に入れたスキルのことは、説明したはずなんだけど。

「マ・イ・ン・ド・リ・ン・ケ・ー・ジ!!　意識を共有するやつだよ!!」

「──です！　って────ええええっ!?」

　ぼっ、とセシルの顔が真っ赤になった。

　赤い目で僕を見て、ちっちゃな手のひらで唇をぬぐって、それから、

「…………はぃ……どうぞ……」

　セシルは覚悟を決めたみたいに、目を閉じた。

　僕はセシルの手を握って、細い身体からだを抱き起こす。セシル、ほんとに軽い。ちっちゃい。誰も見てないのに通報が気になるのは、元の世界のルールが頭にしみついてるからか。でも、奴隷の声を無視するわけにもいかないからね。ご主人様だからね。しょうがないよね。

　セシルを不安にさせないように、狙いを定めて──触れた。




「発動。『意識共有マインド・リンケージ』」




　セシルの唇はあったかくて、柔らかかった。息がすごく、熱かった。
















『意識共有マインド・リンケージ』

　奴隷と一定時間、意識を通い合わせるスキル。

　離れたところにいても、奴隷は主人に意思を伝えることができる。

　主人も同様のことができるが、主人は意識を集中することで、奴隷の思考を読み取ることも可能になる。

　発動には互いの信頼が必要。

　その証明として、唇にくちづけすることが発動のキーとなる──







『セシル、セシル。聞こえる？』

　セシルを寝かせてから、僕は心の中で聞いてみた。

　船底に敷いた毛布の上で、セシルは身体を丸めてる。広がった銀色の髪が、夕ゆう陽ひを浴びて光ってる。スカートが大きくはためいてるのは、船尾の方から風が入ってくるから。セシルが僕に頭の方を向けてなかったら大変なことになるところだった。惜しい。

『おーい。セシル。具合が悪いなら水飲む？　海流に乗ってるから陸まであと15分ぐらいだけど』

『身体がふわふわで心臓がばくんばくんしてます。しあわせで死んじゃいそうです……』

　真っ赤になった顔を毛布で隠しながら、セシルは言った。

　正確には──頭に直接メッセージを伝えてきた。実際のセシルと同じ声だ。

『……ナギさまは何回わたしをいけない女の子にすれば気が済むんですか……？』

『セシル、さっき何を言おうとしたんだ？』

『来るときにイルガファ名物「海竜揚げ」を売ってるお店を見つけたので、みなさんへのお土産に買って帰りませんか？　って言いました』

　……すごくどうでもいいことだったね。

　ちなみに『海竜揚げ』ってのは、魚の切り身と野菜を一緒に揚げた、異世界風かき揚げだ。焼きたてのパンに挟むとすごく美お味いしい。

『わたしがナギさまをひとりじめするのは、いけないことですから』

『いけないことないだろ』

『いいえ、わたしだけナギさまとお仕事して、「意識共有マインド・リンケージ」まで使っていただけるなんて幸せすぎます。変な期待をしちゃいそうです。わたし、リタさんやラフィリアさんみたいに立派じゃないのに…………』

　横を向いたまま、セシルは胸を押さえてる。

　なんかももいろな思考が伝わってきてるんですけどこれは？

『そういえば「意識共有」を使うと、ナギさまはわたしの思考を読むことができるんですよね？』

『集中すればね。使うときは許可を取ってからにするから安心──』

『えええええっ!?　ってことは、わたしが今、考えてることもナギさまにまる見えなんですか!?』

『だからセシルの思考を勝手にのぞきこんだりしないって──』

『まる見え……わたしの夢も!?　ナギさまと一生ずっと一緒にいたいって夢も──人間と魔族の血を引く子どもたちに囲まれて平和な場所でひっそりと暮らす夢も!?　まる見えなんですか!?』

『セシル、それ自白！　というか自爆してるってば！』

『……ぷしゅう………………』

　聞いちゃいない。

　セシルは毛布を頭からかぶって、船底でごろごろ転がってる。

　パニックになってるせいか、思考と、伝えたいメッセージがごっちゃになってる。考えてみれば、普通はテレパシーなんか使えないし、伝えたいことと考えてることをはっきり区別なんかできないよな。

　そんなわけで、セシルの思考は僕にダダ漏れになっていて──




『か、考えたらだめです。ナギさまにわかっちゃいます。だ、だから、ナギさまの子どもが欲しいとか、半魔族の子どもに囲まれて暮らすとかいうことだけは考えちゃだめです。

　ナギさまのとなりでわたしが半魔族の子ども……男の子でも女の子でもいいですけど……抱っこしてるなんて…………幸せすぎます。想像しただけで胸が熱くなっちゃいます。で、でも、ナギさまに知られるのは恥ずかしいですから、今は思い浮かべたりしません。しちゃだめです！

　半魔族の子どもたちに囲まれたパラダイスとか、そういうことを考えたらナギさまにわかっちゃいます。考えてません！　わたし、考えてませんよね!?

　こんなことナギさまに知られたら恥ずかしくて死んじゃいます。だ、だめなんです。い、いまだけは、いつかナギさまの子どもが欲しいってことだけは考えちゃだめなんです────っ！』




　ばっ。

　船底で、セシルが身体を起こした。

　頭から毛布をかぶったまま、涙目で僕を見上げてる。

『ナ、ナギさま!?　今の聞こえてました!?　聞こえちゃってましたか!?』

『ナンニモキコエナカッタヨー』

　とぼけてみた。

　セシルが頭から湯気が出そうなくらい真っ赤になってるから。

　これ以上刺激したら、魔力切れとは別の理由でぶっ倒れちゃいそうだ。

『ナミノオトノセイカナー。サッパリキコエナカッタンダー』

『どうして棒読みなんですか!?　ど、どうして口を押さえて笑ってるんですか!?　さ、さては聞こえてましたね？　そんな温かい目で見つめられてたらわたし、溶けちゃいますよ？　なにか言ってくださいナギさまぁ！』

『セシルかわいい』

『あ、頭をぽんぽんしてごまかさないでください！　なでなでしてもだめです！　で、でも、やめるのはもっとだめですっ！』

　セシルはほっぺた膨らませて、でも、とろけそうな顔で笑ってる。

『わ、わたしの魂の深いところが響き合っちゃってます。きゅんきゅんします。ナ、ナギさま、そんなふうに黙ってるならわたしにだって覚悟がありますよ？　今の話、聞かれてたことにしますからね？　いいんですね!?　え？　どんとこーい!?

　…………あわ…………あわわわ…………も、もう、ナギさまってば────っ！』

　セシルは笑ったり怒ったり照れたりで忙しくて──

　落ち着かせないと、転げ回って海に落ちちゃいそうだったから──

　僕は陸に着くまでの間、セシルの頭を撫でつづけたのだった。








第18話「海の底から守り神が現れたので、事情を話して交渉してみた」






　事件のあと、仮面を外された『神命騎士団』は全員正気に戻った。

　彼らは──ずっと、夢の中にいるみたいだった、って証言していた。

　最初の数人は、エテリナ＝ハースブルクに買い取られて「奴隷の身分から解放する代わりに配下となれ」と命じられた人たちで、あとの者たちは「『神命騎士団』は成果を上げているし、強いメンバーもいるんだから……」って思って、仲間に加わったらしい。

　その後は仮面による精神支配を受けて、操られて。

『神命騎士団』の何人が使い捨てにされて、何人が死んだのか、把握しているのは侯爵令嬢だけ。

　その侯爵令嬢エテリナは捕らえるときに暴れたため、負傷。

『海竜の聖地』が荒らされて、イルガファ領主家の別荘が奪われて、しかもその原因を作ったのが次期領主だったなんてことは、イリスんちとしてはとても公表できないことで──

「今回のことは裏で処理することになるでしょう」と、イリスは言った。

　エテリナの件は、侯爵家に質問状を提出。

　本人は魔力を封印したのち、別の町に移送して、幽閉。

　イリスの兄ノイエルは親しん戚せきに預けて、次期領主は分家から養子を迎え入れる。

　そして、イリスは──

「ソウマさま。資料をお持ちしました」

　兄が罪人となり、両親がそれにショックを受けていることで、拘束がゆるくなったそうで、僕の家にも普通にこられるようになった。もちろん、おつきの人はついてるけど。

「複雑ですね……兄の反乱のおかげで、ソウマさまの元にこられるようになったなんて……」

　困った顔で、イリスは僕に祭りの資料を渡してくれたのだった。

　儀式に参加することになったからには、僕も『海竜の伝説』について調べておく必要がある。

　時間は約一日。その間に詰め込めるだけ詰め込んでおこう。

　もとの世界のテストだって、一夜漬けでこなしてたからね。




『海竜の伝説』にはいろんなパターンがある。

　共通してるのは、海竜の娘と勇者が恋に落ちたあと、勇者がクエストをクリアすることで海竜に婿むことして認められる、ってものだ。

　ほとんどの話では、海竜の娘と勇者はみんなに祝福されたことになってる。

　ただ、ひとつだけ──イリスが「これは異端の物語ですけど」って言って貸してくれた本では──海竜の娘は、人間に攻撃されたことになってた。

　人間の少年に恋をして、海竜の力を借りて人間の姿になったのはいいけど、身体からだに鱗うろこがあったせいで、化け物として扱われた、って物語だった。

　海竜の娘は、人々に石を投げつけられ、追われて、死にかけたところでやっと勇者に再会した。その後、人に迷惑をかける『海竜の天敵』を勇者が倒したことでみんなが綺き麗れいに手のひらを返した。最後には海竜にも祝福されたところで、物語は終わっていた。

　暗い話だけど、これが一番しっくりくる。

　この世界の人間はセシルの同族を──魔族を滅ぼしてる。

　イリスだって、あのバカ兄貴からは人間扱いされてなかった。

　正直なとこ、『海竜の伝説』の真実は、僕にはわからない。

　ただ『勇者』と『海竜の娘』のように、僕とイリスが繫つながれば、彼女を巫み女この使命から解放できるってのははっきりしてる。これは巫女が語り継いできた伝承らしいから、間違いないだろう。

　あとは海竜がどんな提案をしてくるか、ってことだ。










　祭りの日。

　僕たちはまた、ダンジョンの大広間に来ていた。

　メンバーは僕、セシル、リタ、そして巫女のイリス。

　アイネとラフィリアは地上で留守番をしてくれてる。

「……それでは、中枢の扉を開きます」

　イリスは緊張した顔で、中枢に通じる扉を見つめている。

　着ているのは、儀式用の衣。肌が透けて見えそうなくらい薄い生地に、海竜をかたどった刺しし繡ゆうが施こされている。服の裾すそが地面を引きずるほど長い。いつもならおつきのメイドさんが裾を持ってついていくんだけど、今回はその役目を僕たちが担当してる。

「セシルさま、リタさまも、よろしいですか？」

　イリスは扉に手をかけた。

　彼女が触れると、重い鉄の扉が、ぎし、と動き始める。

「「はいっ。準備はできました（たもん）」」

　そう言って、セシルとリタが僕の腕にしがみつく。

「こ、こうしてればナギさまの謎パワーで守っていただけますから」

「そ、そうね。わ、私たちの……ぁ……ぃは、中枢のプレッシャーなんかにまけないもん」

　謎パワー違う。

『魂約エンゲージ』の結びつきで、『海竜の勇者』の抵抗力がふたりに流れ込んでるだけです。

「それでは、参ります」

　イリスはふたりを見てから、扉を押し開けた。

　冷えた風が吹き出してきて、セシルとリタが震え出す。

　それが落ち着くのを待ってから、僕はふたりの手を放した。

「じゃあ、行ってくる」

「お兄ちゃんをお借りします」

　イリスが僕の手を取った。

　震えてた。

　今回の儀式で、イリスは運命が変わるかもしれない。

　たとえて言えば、ブラック企業から転職するために、超ホワイトな会社の面接に行くようなものだ。緊張するのも無理ないよな。

「大丈夫」

　保証なんかなにもないけど。

　イリスの前では『海竜の勇者』っていうご当地キャラをやるって決めたから。

「もしも儀式に失敗したらイリスをチートキャラにして、イルガファを異能と恐怖で支配できるようにするから。そういう自由もありだろ」

「それは楽しそうですね。お兄ちゃん」

　イリスは深呼吸して、僕の手を握って、歩き出す。

　そして僕たちは、聖地の中枢へと入ったのだった。










　聖地の中枢は、青白い光に包まれた空間だった。

　天井がドーム状になっていて、そこから薄青い光が降り注いでいる。

　光ってるのは、海竜ケルカトルの鱗らしい。

　潮が満ちると、ここは天井まで海水に浸つかる。そうすると、儀式の時に海竜からはがれた鱗が天井に貼り付く。長い時間それを繰り返して、鱗は天井の一部になるそうだ。

　地面は平らな岩場で、中央には、学校のグラウンドくらいの広さの湖がある。潮のにおいがするのは、海に繫がっているからだろう。

　湖の手前には小さな祭壇……高さ１メートル前後の柱がある。

　表面には文字と、紋章が刻まれている。内容はよくわからない。わかるのは、紋章が海竜ケルカトルをかたどってるってことくらいだ。

「海竜召喚の儀式を始めます。ソウマさまは、少し離れていてください」

　そう言ってイリスは、湖に近づいていく。

　ゆっくりと、水の中に入っていく。

　膝ひざくらいの深さまで入ったところで立ち止まり、イリスは両手で水をすくった。

　ぱしゃ、と、それを肩にかける。

　右肩。左肩。

　胸。

　背中。

　薄衣がイリスの身体に張り付いて、白い肌が透けて見える。

　細い背中も、

　腰も、

　肩の鱗も。




「今こん代だいの巫女、イリス＝ハフェウメアの名において、海竜との『契約コントラクト』を望みます」

　イリスの綺麗な声が、地下の空間に響きはじめる。

　それはまるで、僕の世界の祝詞のりとのようだった。




『悠久の妙たえなる誓いを

　この地に結びつきたる　古き神の

　眷けん属ぞくの末まつ裔えいたるものの　声を発し

　汝なんじと民とを結ぶ巫女が　請い願う

　周年の祭りをこの場で　担いしは

　海に生きる民の安息と　祈りなり』




　イリスは歌いながら、踊ってる。

　身体を水につけたまま、イリスは細い腕を伸ばし、水をすくい。

　白い肌を流れ落ちる水に、口をつける。

　右腕を挙げる。

　水流が、白い肌を伝い落ちる。

　身体を回す。

　水滴が、湖面に波紋を作り出す。

　僕以外に誰もいない地の底で、イリスは海竜をたたえる舞いを続ける。




『暦れき年ねんの契りを交わさん

　我は汝の血を受け継ぎし　人の子

　汝は我の父祖と呼ぶべき　竜の者

　暦年の契りを新たにせん

　汝を崇めし民の声を　聞け』




『海竜ケルカトルよ……ここに』




　舞いが終わった。

　イリスはこっちを向いて、恥ずかしそうに胸を押さえて、一礼。

「もしも『初代儀式の再演』ができて、イリスが巫女の使命から解放されたら」

　イリスは僕を見て、言った。

「今度は、ソウマさま──お兄ちゃんのためだけに踊りますね」

「それはもったいなさすぎるよ、イリス」

「では、奴隷仲間のみなさまのために」

「奴隷化確定かよ」

「お兄ちゃんと一緒にいる方たちと同じものになりたいと思うのは、当たり前のことでしょう？」

　そんな話をしてたら──




　ろろろぉ。

　空気が、揺れた。




　ろろろぉ。

　湖が、波打ちはじめた。




　柱を海水が叩たたく。地面が揺れる。壁の光が増す。空間が真っ青に染まっていく。

　膨大な魔力を持つなにかが、この場所に近づいてきてる。

　でも『魔力探知』を持たない僕には、詳しいことはわからない。

　セシルだったらわかるんだけど……セシルなら。




『セシル。わかる？』




　聞いてみた。

『わかります。ナギさま』

　頭の中に返事が返ってきた。

　セシルたちと直線距離ではそんなに離れてない。

　だから、あらかじめ『意識共有マインド・リンケージ』で繫がっといたんだ。

『海の底から、ものすごい魔力を持つ存在が近づいてきてます。リタさんの「気配察知」にも反応ありだそうです。存在感が大きすぎて怖い、って言ってます』

『サイズは？』

『とにかく長いです。聖地をすべて取り囲むくらい。こんなのがいたら──まもの──ちかづけ──な──』

　海竜の魔力のせいか、繫がりが悪い。

　セシルに『またあとで。なにかあったら連絡して』って言ってから、僕は意識を湖の方に向ける。中枢でも『チートスキル』が使えることは確認できた。今はそれで十分だ。

「海竜がきます。ソウマさま」

　湖からあがってきたイリスが、僕の手を握った。

　ぶぉ、と、風が渦を巻き、湖の水を巻き上げる。

　舞い上がった水が、豪雨みたいな勢いで降ってくる。僕とイリスをずぶぬれにする。

　イリスはすでに全身水びたしで、白い衣が細い身体に張り付いてる。服を着てないのとあまり変わらない。僕はイリスの肩に手を置いた。ふたりとも、触れてる部分だけがあったかい。

　イリスの鱗が真珠色に輝いてる。僕が『海竜の勇者』認定されてる証拠だ。




　ろろろおろおろおぉおぉぉぉぉぉお。




　水面が盛り上がって──割れて。




　ろおおおおおおおおぉぉぉろろろろろ。




　青い角が見えて。なにかの頭がせり上がってきて。

　無数のしわが刻まれた顔に埋もれた細い目が、僕たちを見た。

　大きい。

　頭部だけで、荷物を大量に積み込んだトラックなみの大きさがある。

　でも、その形は間違いなく竜だった。




「一年ぶりの降こう臨りんに感謝いたします。我らが守り神『海竜ケルカトル』よ」

　僕の胸に背中を預けたまま、イリスは言った。

　青い鱗をまとった竜が、僕たちの目の前にいた。




『息そく災さいであったか、わが血統の者よ』

　海竜ケルカトルは、空間に響き渡るような声で言った。

　姿は、僕の世界の東洋竜に似ていた。

　湖から出てる部分は、目算で全長20メートルくらい。胴体は蛇のようで、鱗があって、背中にはヒレがついてる。胴体がどこまで続いてるのかはわからない。ほとんどの部分は水の中だ。

　水面から出てるのは頭と、胴体の一部と、前足だけ。地面をつかんでる前脚は三本爪。頭にはごつごつとしたコブと、８本の角がついてる。目は細くて、開いているのか閉じてるのかわからない。大きく裂けた口からは、無数の牙きばがのぞいている。

　これが港町イルガファの守り神『海竜ケルカトル』か。

　本当の意味で『神さま』なのかどうかはわからないけど、並の魔物じゃ太刀打ちできそうにないってのはわかる。でかいってのは単純に脅威だし、人と話ができるくらい高位の竜ドラゴンなら、魔法耐性くらいは持ってるだろう。

　まさに、別格の存在だ。

「今年も祭りの季節を迎えました」

　イリスは海竜に向かって、頭を下げた。僕もそれにならう。

『つつがなく』

　海竜がしゃべると、振動で床と壁がびりびりと震える。

『だが、現在のこの場には、巫女以外にわが権威プレツシヤーに耐えられる者がいるようだ』

「イリスは『海竜の勇者』の適格者を見つけました」

　イリスが、ぎゅ、と僕の手を握った。

　僕は『大怪魚レヴィアタンの鱗』を掲げた。

『おお。わが天敵を倒したか』

「正確には、倒したのは僕の奴隷だよ。海竜ケルカトル」

『ならばその奴隷は、すでにお前の一部なのであろう』

「……どういうこと？」

『その奴隷はお前の一部となり、お前の手足となって力をふるった。本人はそれを望み、お前もそれを受け入れている。だから奴隷の功績はお前のものとなった。その奴隷は、お前と溶け合うことを望んでいる。ゆえに、お前が「海竜の勇者」認定されている』

「よくわからないけど、奴隷に大怪魚を倒せって命令したパーティリーダーに勇者の権利が与えられるって感じか？」

『それでよかろう』

　湖上で鎌首をもたげた海竜ケルカトルが、僕の方を向いてうなずいた。

『お前を海竜の勇者として認めよう。

　あの、呼ばれもしないのに湖から川をくだってやってきて、うっとうしい再生能力を持ち、触手で我ら海の生物のなわばりを荒らし、あろうことか我にまでケンカを売ってくる上に、殺しても数十年で再生するうっとうしい大怪魚を倒したのならば──』

　思い出すのも嫌なのか、海竜は何度も首を降ってる。

　うっとうしいもんな。大怪魚レヴィアタン。

　触手は再生するし、本体はでっかいし。麻ま痺ひ能力まで持ってるし。

「海竜ケルカトルよ。イリスは勇者ソウマ＝ナギさまと『初代儀式の再演』を望みます」

『お前の代の祭りを終わらせると？』

「イリスが巫女であるために争いが起こりました。この聖地も荒らされそうになりました。巫女であるだけで……狙われて、目の前で人が血を流して……イリスはそんなの、もう嫌なんです」

　イリスは、僕の身体に背中を押しつけてくる。

　もう限界なんだな。イリスは。巫女っていうブラック労働に。

　巫女は選ばれし者だけど、そのせいで研究材料や、取引可能なモノみたいに扱われてる。ほっといたら、このまま潰つぶれちゃうんじゃないかって思うくらい、疲れてる。

「『海竜の伝説』は僕も読んだ。あなたがこの港町に加護を与えたのは、自分の子どもと勇者を祝福するためだって書いてあった」

　しょうがないな。僕の方でも海竜と交渉してみよう。

「でも、そのための儀式が巫女の重荷になってる。そりゃ歴代の巫女の中には喜んで役目を果たしてる人もいたかもしれないけど、今はまわりの状況がおかしくなってるんだ」

『説明せよ』

　淡々とした声で、海竜は言った。

　話を聞いてくれるのか。すごいな。

「イリスは特殊なスキルを持つ敵に襲われた。そいつはイリスを研究材料にしようとした」

『再度説明せよ』

「別の敵はイリスの兄さんを利用して、聖地と儀式を破壊しようとした。その残ざん骸がいはいまでもダンジョンに落ちている。確認できるはずだ」

『ならば、提案せよ』

「ここはいったんイリスを巫女の使命から解放するべきだと思う。

　メリットはふたつ。あなたの血を引く者が、自由に生きられるようになる。

　ふたつめは、治安が安定するってことだ。イリスを消せば港町は海竜の加護を失う。だから敵はイリスを狙ってくる。そして戦闘が起こる。聖地や町が荒らされる。イリスがイルガファの弱点ではなくなることで、その連鎖を止めることができる」

『今こん代だいの勇者は』

　海竜ケルカトルは、ぷしゅー、と息を吐いた。

『理屈っぽいのだな』

「そういう性格なので」

『「初代儀式の再演」を考慮する。巫女との繫がりを証明せよ』

「僕はこうして巫女とくっついてる。イリスはいやがってない」

「むしろソウマさまの腕の中で安らいでおります」

『繫がりを再度証明せよ』

「イリスはすでに、ソウマさま──魂たましいのお兄ちゃんに忠誠を誓っているのです！」

　海竜ケルカトルを見上げたまま、イリスは叫んだ。

「領主家の娘としての立場上、奴隷の首輪をつけるわけにはまいりませんが、イリスの心はすでにソウマさまを主あるじとして崇めております！　『契約』はしておりませんが、身も心も、ソウマさまに捧ささげていると言っても過言ではありません。

　イリスはずっと、港町で、効率重視で生きてきました。そのイリスが、ソウマさまと出会ってはじめて、乙女心を知ったのです。だからイリスは……イリスは」

『我は考慮せり』

　海竜ケルカトルは、少し考え込むみたいに首をかしげた。

『考慮せり。さらに情報を求む』

「イリスはこの数日の間に、２回命を狙われている」

「そのたびにソウマさまに命を救われました」

「最初はリビングメイルに、次は魔族を騙かたった偽物に。つい数日前には、実の兄さんに襲われた」

「配下の奴隷少女たちに的確な指示を下すソウマさまに、イリスの胸はときめきました」

「巫女だってことは祝福なのかもしれない。でも、イリスはそのせいで自由に外を出歩くこともできない」

「ソウマさまがお隣に引っ越してきてくださったことで、心を救われました」

「『海竜の巫女』は、あなたの血を引くものだろう？　その子孫が使命を重荷に感じてる。それを少しでも軽くする方法があるなら、教えて欲しい」

「巫女の血は、ソウマさまにお願いして未来に繫ぎましょう……」

「ちょっとイリス黙ってて」

　僕の目の前でひざまずいてるイリスの口を、とりあえず塞いでみた。

　腕の中で、もがーって暴れてるイリスは、なんだか嬉うれしそう。

「とにかく、言うことはこれだけだ。どうする？　海竜ケルカトル」

『「儀式の再演」を行う』

　海竜ケルカトルは言った。

『その一環として「海竜の試し」を行う。「主従契約」せよ。巫女は勇者の「隠れた奴隷シークレツトスレイブ」となれ』

「『隠れた奴隷』？」

『イリス＝ハフェウメア。汝なんじの中に流れる我の血により「契約」に干渉する。巫女が他者の奴隷になったとなれば、この町は動揺するであろう。それは我の本意ではない』

　うん。それは僕もすごく困る。

『ゆえに、巫女にふさわしい首輪を飾ろう』

「主従契約が必要な理由は？」

『それをもって「魂約」の代用となす。あの儀式は複雑ゆえ、今ここでなしえることは不可能。ゆえに、繫がりを証明する手段として「主従契約」を用いる』

　重々しい口調で、海竜は言った。

　存在のレベルが違いすぎてわからないけど、こっちの事情を理解して、イリスの願いを叶かなえようとしてくれてるみたいだ。

　……だったら、このあたりが妥協点か。

「わかった。僕の奴隷になってくれ、イリス」

「はいっ。ソウマさま」

　イリスは僕に向き直り、目の前で膝ひざをついた。

　僕は自分のメダリオンを取り出し、宣言する。

「ソウマ＝ナギを主として、イリス＝ハフェウメアと主従契約を行う。契約条件は『イリスが巫女の儀式から解放される代償として、ソウマ＝ナギを主と仰ぐ。契約解消は──』」

「それに見合うものでなくてはなりません、ソウマさま」

「じゃあ『ソウマ＝ナギの生活が安定し、働かなくても生きられるようになるまで』でいいかな」

「はい。では『契約コントラクト』」

「『契約』」

　かちん、と、僕らは胸のメダリオンを打ち鳴らした。

　しゅる、と、イリスの首に首輪が巻き付く。

　けれど、それは革製じゃなくて、鱗と海竜のレリーフがついた首輪だった。

　首輪のデザインに海竜が干渉してくれたらしい。

『これならば、我が与えた装飾品ということで説明がつくであろう』

「助かる。ありがとう、海竜ケルカトル」

　これなら、誰もイリスが僕の奴隷になったって気づかない。

　イリスには今まで通りに領主家にいてもらって、僕んちに来たときだけ奴隷として仕えるってことができるはずだ。細かいことは、あとで考えるとして。

「……イリスは、ついにソウマさまのものになったのですね……」

「うきうきしてる場合じゃない。まだ儀式の第一段階だ」

　海竜はまだ、じっと僕たちを見ている。

「海竜ケルカトル。『海竜の試し』について教えてくれ。お使いクエストか？　討伐クエストか？」

『初代儀式の再演である』

　海竜ケルカトルがかぎ爪のついた腕を上げた。

『「海竜の勇者」の資格を持つものに告げる。巫女を救え』

　え？

　イリスもきょとん、としてる。

　どういう意味だ？

『初代の勇者がそうであったように。

　人の世で生きることを選んだ「海竜の娘」の記憶と苦痛より、巫女を救ってみせよ！』

　海竜ケルカトルが叫んだ瞬間。

　空間に魔力が渦を巻き、そして──




　イリスの目から、光が消えた。








第19話「儀式の再演を飛び越えて、竜の巫み女こを超絶進化させてみた」






「…………あ、あ、ああああっ！」

　真っ青になったイリスが、怯おびえたように僕から離れた。

　涙をぽろぽろ流しながら、だだっ子みたいに首を振って──逃げようとしてる？

「イリス……？　どうした、イリス？」

「…………や、こわい。ひと…………こわい。わたし…………わたしは…………」

　イリスは自分の身体からだを抱きしめて、震えながらあとずさっていく。

　僕の声なんか聞こえてないみたいに。

「なにをした、海竜ケルカトル!?」

『勇者と恋をした我が娘の記憶を与えた』

　海竜は表情を変えない。竜の表情なんてわからない。

『人に姿を変えた我が娘は、人に迫害され、怯えた』

　知ってる。

　イリスから借りた本の中に、そんな話があった。




『我が娘は竜を理解しようとする少年に恋をし、竜としての能力、寿命、すべてを犠牲にして人の姿になることを選んだ。だが、人はそれを理解しなかった。

　娘を、人に化けた邪悪なものとして攻撃した。娘は、それに耐えて恋しい少年を求めた。

　そして最後には少年──勇者と再会して思いを叶かなえた。勇者が娘を絶望から救ったのだ。

　それをもってやっと、人はふたりを理解した。それゆえに我は人に加護を与えることにした。勇者と娘が、それを望んだゆえに──

　その儀式の再演を望むなら、同じ試練をくぐり抜けてもらわなければならぬ』




「……やる前に言えよ……って無理か」

　海竜は、人間でもデミヒューマンでもない。僕たちとは考え方のスケールが違う。

　話を聞いてくれてるだけでも奇跡みたいなものかもしれない。

『お前が「海竜の勇者」の適格者だというなら、この娘の心を救い、常に共にあることを証明してみせよ。それをもって「初代儀式の再演」とする』

　簡単に言ってくれる。

　ひとを救うなんて、得意じゃないんだ。

「……イリス」

「ひっ！　あ、あ、ああああああ……や、こないで」

　ぱしん。

　イリスが僕の手を払った。

「鱗うろこがあるからって……どうして、石をぶつけられなきゃ……ならないのですか……。人が好きで、仲間になりたくて…………父さまに人の姿にしてもらったのに。

　…………どうして……どうしてイリスは…………みんなに嫌われなきゃいけないの……!?　父さまは、巫み女こが欲しかったんじゃないの!?」

　イリスは頭をかかえてうめいてる。

　海竜の娘とイリスの記憶が、入り交じってるのか……？

「イリス落ち着け。僕はイリスの『友だち』だろ……だから」

　僕は言った。けど、

「ひっ！」

　今のイリスには、通じなかった。

「……やだ。いやです。こわい……ひと…………こわいぃ…………」

　イリスの中で暴れてる古い記憶のせいで、僕の言葉が届いてないのか。

　だったら──

『セシル？　聞こえる？』

　僕は頭の中で、セシルを呼んだ。

『確認する。まだ「意識共有マインド・リンケージ」は効いてる？』

『…………はい、ナギさま。聞こえます。大丈夫ですか』

『海竜は予定通り現れたけど、ちょっと問題が発生してる』

　海竜の魔力のせいで電波状態は悪いけど、通じた。

　じゃあ、なんとかなるかな。

『今から、イリスを落ち着かせるから、いったんスキルを切る。またあとで』

　セシルが答えるのを確認してから、『意識共有』を解除。

　僕はイリスと向かい合う。

「イリス」

「──────っ！」

　怯えたイリスが後ずさる。まるで年齢相応の子どもみたいに。

　ったく、イリスの家族も、この世界の人たちも、鱗があるくらいで迫害してどうするんだよ？

　竜の血を引くなんてかっこいいだけじゃねぇか。

「────────っ！　や…………あ。ごめんなさい。父さまのところに、もどるから。人間の仲間になりたいなんて……思わないから。

　イリスは…………仕事をします……しますから……。化け物って言わないで。お願い、なまえをよんで……!!」

　イリスはさらに逃げようとして──止まった。

　後ろは壁だ。逃げ場はない。

「恐がらせてごめん。すぐに回復させるから」

　僕はそのままイリスを壁際に追い詰める。

　胸を押さえて縮こまる小さな身体を、壁と、僕の胴体で挟み込む。

　イリスの小さな頭が、僕の胸に触れる。今だ。

　僕は壁に手を突いて──スキルを起動する！




「発動！　『救心抱擁ハートヒーリング・ハグＬＶ１』！」




　おととい、リタの『束縛歌唱ソング・オブ・バインデイングＬＶ１』と一緒に作ったスキルだ。

　まさか、こんなことに使うとは思わなかったよ。




『救心抱擁ハートヒーリング・ハグＬＶ１』（ＵＲウルトラレア）

『胴体』で『人の心』を『動かす』スキル




　対象の『睡眠』『魅了』『気絶』『混乱』を解除する。

　また、心臓マッサージの効果があるため、スキルを使われた相手は、一定時間鼓動が早くなり、体温が上昇する。さらにスキルの所有者に対して強制的に意識を集中してしまう。

　発動条件は、相手の頭部を自分の胴体に触れさせること。抱きしめるのがてっとり早い。

　もともと「ラージサーペント大蛇」のスキルを再構築したものなので、手足を使わずに相手の頭部を自分の胴体に触れさせると、効果が４倍になる。




　つまりこのスキルは密着型の『壁ドン』状態で、その真価を発揮する！




　どくん、と、振動がイリスの身体に伝わっていく。

　小さな身体が、びくん、と跳ねた。真っ青だったほっぺたに、血の気が戻っていく。
















　きつく目を閉じていたイリスが、顔を上げた。僕を見た。

「…………ソウマ、さま…………」

「イリス、大丈夫か？」

「……あ、はい……なにが……あったのかわかります。けど……あぅ。この、記憶は……？」

　イリス、まだ怯えてるな。

　海竜の娘の記憶が消えたわけじゃないもんな。自分のトラウマもあるし。

　このままだと、また記憶に飲み込まれそうだ。

「じゃあイリス。悪いけど、キスしていいかな？」

　僕は言った。

　イリスは僕を見上げたまま、ぽかん、と口をあけた。

　それから顔を真っ赤にして──

「…………え？　ソ、ソウマさま？　お兄ちゃん？　ここで!?　え？　なぜでしょうか!?」

「必要だから」

「ひ、ひつよう……え、え」

「意識を保ってるうちに答えて欲しい。してもいい？　だめかな？」

「なにをおっしゃっているのでしょうか！　ソウマさま──お兄ちゃんは!?」

　イリスは眉まゆをつり上げて、少し怒った口調で答える。

「いいにきまっているでしょう!?　イリスはもう、お兄ちゃんのもの──んっ」

　了解がもらえたので、僕はひざまずいて、イリスの唇に触れた。

　そして発動──『意識共有マインド・リンケージ』！

　集中する。イリスの意思を侵してる「海竜の娘」の記憶をのぞきこむ──




『父さま。私は人に恋をしました』

『彼はお父様──海竜を崇める民のひとりです』

『私は神に近いものとして永遠に生きるよりも、人の姿になって人の間で──』




　これは、海竜の娘の記憶──




『人に化けた魔物だ！　殺せ────っ！』

『この強大な魔力は我々の脅威となる』

『鎖に繫つなげ！　「契約」せよ！　魔物に対抗するための道具とするのだ！』




　これは、海竜の娘が人間に攻撃された時の記憶──




『わかっていたとはいえ、気味が悪いものだな。自分の血筋からこのようなものが生まれるとは』

『イリスの母が死んだ？　それで？　巫女の血はイリスに受け継がれたのだろう？』

『優秀？　だからどうだというのだ。あの子は祭りの巫女だけすればいいのだ』

『儀式のための人形が一番できがいいとはな。まぁ、仕事がしたいというならさせてやる』

『母親の墓参り？　仕方ないな。どうした、父に頭を下げないか。お前のために譲歩してやったのだぞ。まったく、兄さんと姉さんと対等だとでも勘違いしているんじゃないのか……？』




　これが、海竜の娘の記憶に反応して出てきた、イリスの記憶だ。

　言葉だけじゃない。イメージまで伝わってくる。

　最悪だな。こんなのがイリスの中をぐるぐる回ってるのか。

『……たすけて……おにいちゃん……いりすは……こわい……』

　イリスは僕の背中に腕をまわして、必死にしがみついてる。

　放したら自分がばらばらに壊れちゃう、そんな思考が伝わってくる。

　なんだか、むかついてきた。

　なんで海竜の血を引いてるからって、イリスばっかりこんな目に遭わなきゃいけないんだ？

　イリスは仕事してるだろ!?

　どうして血筋とか──家の事情で──こんなに苦労しなきゃいけない？

　まともな両親も家族もいなくて──ブラックな状況に放り込まれて──まるで元の世界にいた頃の──いや、そんなこともう、どうでもいい！

　こんなの、終わりにしてやる。今、ここで。

　イリスの中にある海竜の血が、イリスにとって超絶極大のメリットになるようにしてやる！

「あのさ、海竜ケルカトル」

　僕は言った。

「あんたが望むのが『初代儀式の再演』の結びつきなら、それ以上のことをしても構わないな？」

『……なにを言っている？　勇者よ』

「聞かれたことに答えろ。海竜」

『我が望むのは、我が子孫の安定と、平和。それのみだ』

「わかった」

　言葉じゃ間に合わない。そんなものじゃイリスの恐怖を止められない。

　変えてやる。全部。

『僕の美しき奴隷、イリス＝ハフェウメアよ。

　イリスの身体は髪の毛一本から爪の一片に至るまで、僕のものだ。

　ゆえに、問う。イリスの中にある竜の力を、僕の好きなように書き換えても構わないか？』

「…………え？」

　イリスがきょとん、と、目を見開いた。

　僕はご主人様権限でイリスのスキルを開示する。




『竜種共感ＬＶ４（ロックスキル）』『竜の血ＬＶ４（ロックスキル）』

『護身術ＬＶ３』『記憶術ＬＶ６』『戦術ＬＶ８』『計算ＬＶ９』『政治ＬＶ３』




　思った通りだ。イリスの中には、海竜の子孫だということを表すスキルがある。

　たぶん、海竜が過去の恐怖を送り込むのに使ってるのは──『竜種共感ＬＶ４』だ。




『竜種共感ＬＶ４』（ロックスキル）

『竜』と『意識』を『響き合わせる』スキル




　竜全般と意識を通じ合わせることができる。

　ただし、相手が上位種族だった場合、一方的に思考を送り込まされることがあるので注意。




『イリス、聞いて。僕には奴隷のスキルを書き換える力があるんだ』

「……お兄ちゃん？」

『その能力で、僕はセシルたちをチートキャラにしてきた。アイネやラフィリアが、イリスを守ってたときすごい力を使ってただろ？　それがチートスキルだよ。望むなら、僕の奴隷になったイリスにも、同じ力をあげられる』

　僕が言うと、イリスは目を見開いた。

　僕の顔をまっすぐに見つめて、それから、恥ずかしそうに唇を押さえて、首を縦に振った。

　さすがイリス。今の言葉だけで、僕がなにを言いたいかわかってくれたみたいだ。

「はい。お兄ちゃん。イリスにも、してください」

　迷いのかけらもなく、イリスは言った。

「だって、お兄ちゃんに触れていただいているだけで、イリスは古い記憶にさらされていても、安らげるのですから。もっと深いところにお兄ちゃんを受け入れたら、きっと、もっともっとふわふわして、夢みたいな気持ちになるに決まっております」

『かなり強い刺激がいくけど』

「それに見合うものが得られるのでしょう？」

『たぶん、イリスは竜の能力の一部を制御できるようになる』

　僕の考えが正しければ、こうやって海竜に精神を支配されることもなくなる。きっと。

「素敵ですね」

　イリスは、夢見るみたいに瞳ひとみをきらきらさせてる。

「そういうの、ずっとあこがれでした。イリスの中にある海竜の血が、なにかをなくすだけのものではなく、自由を得るためのものであることを──」

　そう言ってイリスは、僕の胸にちっちゃな頭を、押しつけた。

「だから……してください。もう、イリスはお兄ちゃんのものです。返品はききませんよ？」

『わかった。いくよ、イリス』

　僕はイリスの胸に手を当てた。

　水に濡ぬれたドレスは、身体を隠す役目を果たしてない。

　すべてをさらしたイリスから、熱と、どくん、どくん、って鼓動が伝わってくる。

『勇者よ。「海竜の巫女」よ。お前たちはなにをするつもりだ？』

「竜の巫女を強化する」

　そのためのスキルはここにある。

　材料は、買ったばかりの『操船ＬＶ７』だ。




『船』を『自由』に『操る』スキル




　ここで作るのは、『竜』を『自由』に『操る』スキルじゃない。

　それじゃたぶん、足りない。

『溶液生物支配スライムブリンガー』と同じだ。たぶん、レジストされる。上位の竜の精神支配は崩せない。

　だから──レベルをひとつ、上げる。

『能力再構築』はレベル４になった。そしてリタを『再調整』したとき、ウィンドウに見慣れない表示が出てた。『概念レベル：３』って。

　あれを変化させれば、問答無用のチートスキルを作れるかもしれない。

『発動「能力再構築スキル・ストラクチヤーＬＶ４」』

「…………あ、あ、あ。ああああああっ！」

　イリスのちっちゃな身体が、びくん、びくんと震えた。

　僕は『能力再構築ＬＶ４』のウィンドウに表示された『概念レベル：３』の数字に触れる。

　指を、上にずらす。

　レベルをひとつ、上げる。




『概念レベル：４』




　ウィンドウが、伸びた。

　具体的には、概念が『４つ』入るくらいに。

「お兄ちゃん……これ……なんですか……イリスの中に……おにいちゃんが……」

『僕の「能力再構築」の力だよ。イリスのスキルに、僕の魔力が干渉してるんだ』

「これが、お兄ちゃんのちから……」

　イリスが僕の首に、ぎゅ、と抱きついてくる。

「………………おにいちゃん」

『うん』

「…………おにいちゃんは、イリスに、いけないことを教えようとしています」

『そうかな？』

「はじめてです……こんなの……からだ……びくびくして……じんじん……して。かいりゅうのまえ…………なのに……」

『許可はもらってるよ。結びつきを示せ、って言われてるし』

　海竜ケルカトルは、黙って僕たちを見てる。

　黙認してくれてるのか、なにが起こってるのかわからないのか。

　どっちでもいいや。イリスを『竜の娘』の記憶から解放するスキルだけ作れれば、それで。

『はじめるよ。イリス』

「まだはじまってなかったのでしょうか!?　え、え？　そんなぁ……」

『やめる？』

「……そういうこと、きくの、ずるいです」

『わかった。じゃあ、イリスを作り替えるよ？』

「はいっ！」

　イリスは僕をまっすぐに見て、言った。

「お願いします。イリスを、本当の意味でお兄ちゃんの奴隷ものにしてください──」

　僕はイリスのスキルに触れた。

　目的は、イリスが自由に、竜の力を制御できるようにすること。

　そのためにイリスのスキルの概念を──増やす。

　概念が３つあるスキルから、４つに書き換えてみる。

　そうすればイリスは、竜の力を『自由に』支配できるようになるはずだ。

『少し我慢して、イリス』

　僕は『操船ＬＶ７』から『自由』を取り出し、イリスのスキルに当てた。

　びくん。

「…………おにいちゃん」

『イリスは、好きなようにしてて。あとは全部僕がやる』

「恥ずかしい声を出しても、いいですか」

『いいよ。ここには僕とイリスと……イリスのご先祖様しかいないから……』

「海竜……ケルカトル」

　イリスが僕の肩越しに、海竜を見てる。

「聞いてください……イリスの想おもいを……あなたが、イリスのご先祖様なら……あ、やっ。あ、あああああああああああ──!!」

　そしてイリスはこらえきれなくなったみたいに声をあげて、目を閉じた。










　聞こえていますか、海竜ケルカトル。

　海竜の巫女、イリス＝ハフェウメアの声が、聞こえていますか？

　イリスは、あなたを崇めています。

　感謝しています。この町の船を守ってくれていることを。

　けれど──それはイリスにとっては、重荷でもありました。

　歴代の海竜の巫女は、決して町が加護を失うことのないように、閉じ込められ、儀式のときだけ権利を与えられてきました。

　時が流れ、イリスの頃は、それほど厳しくはありませんけれど、自由はありませんでした。

　そんなとき、イリスはソウマ＝ナギさま──お兄ちゃんに出会いました。

　いま……イリスの中に、入ってきてくださっている方です。

　スキルを書き換えてくださっています。思考が伝わってきます。いま、『自由』という概念を、『意識』『響き合わせる』の間に、触れさせてる……そうです。すごい……です……イリスの背中が……びりびりしてます。すごぃ。やっ。こし、かってに動いてます。お兄ちゃんの身体に、くっつけてるの、わかります。はしたなっ……やっ。

　でも、構いませんでしょう？

　海竜ケルカトル、あなたが望んだのは、初代儀式の再演。

　だとすれば、初代勇者と海竜の娘も、あなたの前で同じことをしたはずです。

　イリスがっ……おにいちゃと……つながって……こうして……しあわせに……なっても。

　おにいちゃはっ、であったときから、イリスを、ずっと、まもって、かいりゅうのみこじゃ、なくて、ただのっ、おんなのことして──。

　おにいちゃの、もくてきは、ちいでもめいよでも……なくて、かぞくと……のんびり、いきること……でっ。

　だったら、いいですよね。おにいちゃのものになっても、いいですよね？

　まちは、ちゃんと、まもります。ただ、にもつをすこし、おろしたい、だけっ。

　やっ。もう……ことば……うかばない、です。あたま、まっしろ。てっぺんまで……ぴりぴり。

　みずおと、します。ぴちゃ、ぴちゃ。イリスの、なか──そとも。

　おにいちゃに、きらわれ……え？　だいじょぶ？　しげき、つよすぎるから……。

　もうちょっとで、おわり……はい。がんばります。

　きづいてませんよね？　イリス、おむねを、おにいちゃにこすりつけてるの。あし、からめてるの。ぴちゃぴちゃ……ぬれてるの……みずうみの……みずです。はい。みこのめいよにかけて。うそだったら、いりすを、すきなようにしてくださいませ。

　おにいちゃの、すきに──あっ。

　もう、だめ……いりす……しあわせに……やだ。こんなけものみたいなかっこう。こえも。

　やだ、もう。がまん……できな……や、あ、あんっ！

　あ、あ、ああああああああああああああああああああああああああああああああ────────────────────────────────っ！










「実行！　『能力再構築スキル・ストラクチヤーＬＶ４』！」

　がくがくがくっ、と、イリスの身体が痙けい攣れんした。

　イリスは全力で、僕にしがみついてる。

　服も身体も、びしゃびしゃだった。

　でも、無理ないよな。こんなに小さな身体で、すごくがんばった。尊敬するくらい。

　だから成功した。

　はじめて作った４つの概念を持つチートスキル。

　その名も『４概念チートスキル』だ。




『竜種超越共感ドラゴニツク・エクス・シンパシーＬＶ１』（ロックスキル・ＵＳＲウルトラスーパーレア─ＥＸエクステンド）

『竜』と『意識』を『自由』に『響き合わせる』スキル




　竜にイリス＝ハフェウメアの思いを、強化して伝えることのできるスキル。

　上位種の精神支配さえも跳ね返す。

　自分の中の『竜の血』にも干渉できるため、竜の能力をある程度まで引き出すことができる。水中呼吸も可能。水に濡れると自動的に発動していた『竜の鱗』も制御できる。

　また、近くにいる低級の竜『ワイバーン』『シーサーペント』などを操ることができる。

　ただし『竜の力』の発動後は、魔力回復のために休息を必要とする。







「イリス……大丈夫？」

「は、はい。お兄ちゃん……あれ？」

　イリスは汗と涙で濡れた顔を上げた。

「怖い声が……聞こえません……海竜の娘の記憶と……イリスの嫌な記憶が消えました」

　これが『竜種超越共感ＬＶ１』の力だ。

　イリスは海竜の精神支配を跳ね返せるようになった。

　ある程度なら竜の力も引き出せるから、これからは自分の身を守ることもできるはずだ。

「すごい……ご主人様……お兄ちゃん……すごいです！」

『語り合うのは身を清めてからにしたらどうかな、我が子孫よ』

　気がつくと、海竜ケルカトルが僕たちを見てた。

　口を開けて。なんだか、笑ってるみたいだ。

「あ、ああ。や、や──イリス、ぐしゃぐしゃ────っ！」

『湖を使え、我が子孫』

「は、はい」

　イリスはちょっとほっぺたを膨らませて、僕を見た。

　僕は上着を脱いで、イリスに渡した。それからイリスは後ろを向いて、いろいろ大変なことになってるドレスと下着を脱ぎ捨てて、湖へ入っていった。

　真っ白な背中に、緑色の髪が絡みついてる。

　裸のイリスは、すぐそばにいる海竜を見上げていたと思ったら、そのまま、とぷん、と水中に身体を沈めた。

　10秒、20秒──３分。

　イリスは潜ったまま、浮かんでこない。でも、ウィンドウに映るステータスは正常。

『竜種超越共感ＬＶ１』による水中呼吸で潜っていたイリスは──

「す、すごーい！　わーい。ははは、わーい。イリス、泳げます！　自由です。すごいです！　どこまでも行けます！　わーいっ。やった。やった────っ！」

　そのまま海竜の回りを泳ぎ始めた。

　身体に鱗は浮かんでない。『竜の血』を制御してるのか、すごい脚力で泳いでる。楽しそうに、子どもっぽい声をあげてる。

　あれが本当の、飾らないイリスの姿なのかもしれないな。

『勇者よ──』

「なんだよ。海竜ケルカトル」

『お前は、我にできぬことをした。誇ってよい』

「別に。僕はしたいことをしてるだけだし」

『ふふ、はは』

　海竜ケルカトルは口の中だけで笑ったみたいだった。

　泳ぎ回るイリスに寄り添うように、長い身体をくねらせてる。

　やがてイリスは疲れたのか──「はふぅ」と熱っぽい息を吐いて、水から上がってきた。

　満足そうに、むん、と拳こぶしを握りしめて。それから、僕が見てることに気づいたのか、慌てて僕の上着を羽織る。ちっちゃいのが幸いだった。ふとももの中間くらいまでは隠れてる。でも、前のボタンは全部とめた方がいいんじゃないかな、イリス。

「それで、海竜ケルカトル。儀式の判定は？」

「どうなったのでしょうか？」

　僕とイリスが言った瞬間、中枢の壁が、光を放った。




『あそこまでしておいて、聞く必要もなかろう？　再演は為された』




　海竜ケルカトルは、告げた。

『海竜ケルカトルは「契約」する。巫女と勇者とが生きている限り、イルガファの守り神としての役目を担うことを。今代こんだいの巫女に……もはや祭りの必要はない……』

　そう言って、海竜ケルカトルは長い爪のついた腕を伸ばした。

　がりん、と、ダンジョンに通じる扉を引ひっ搔かく。衝撃で地面が揺れて、また波しぶきが僕たちの上から降ってくる。海竜が腕を戻すと、扉には、僕たちにもわかる言葉で文章が記されていた。




『海竜ケルカトルが記す。

　今後、巫女を介した祭りは不要。加護は１００年保証する。

　巫女が子孫を残さなかった場合、領主が祭りを代行せよ』




　海竜ケルカトルは満足そうにうなずいた。

「いいのか？　それで」

『祭りとは、我が血族の無事を確かめるためのもの。新たな力があれば、我に血族の無事を伝えることもできよう。仮に、その力が受け継がれていくというのなら、祭りそのものが不要である』

「でもまぁ、急にお祭りがなくなるのもさびしいし、経済的にも問題がありそうだからな」

『形式としての祭りは続けるがいい。我は、特に気にせぬ』

「意外といいやつだな。海竜ケルカトル」

『我は長く生きる存在ゆえ。時に、このような楽しみを欲する。特に、今年の祭りは希け有うなものであった。我が子孫の、はじらう姿を堪能した。初代の祭りに勝るとも劣らぬ』

「……すごく恥ずかしかったのですからね」

　イリスは僕の隣で、ほっぺたを膨らませてた。

「もう、あんな姿、お兄ちゃんにしか見せたりいたしません！」

『恥じることはなかろう。人の営みではないか』

「……海竜とイリスでは羞しゆう恥ち心しんのありかが違います」

『それでいい。我らは海と陸、それぞれにすまうものなのだから』

　ろろろろろぉぉぉぉろろろ。

　──風が、鳴りはじめた。

『今回の儀式はひとつの区切りであった。愉快。では、去るとしよう』

　中枢の壁の光が、弱まっていく。

　青い鱗を持つ竜は、イリスに顔を近づけ、そのにおいをかぐようなしぐさをした。

『お前の中に我が娘の血が流れている。息災にな。我が血族よ』

「ありがとうございます、海竜ケルカトル」

　イリスはためらいながら、海竜の鼻先に触れた。

　海竜は目を細め、それから、僕を見た。

『お主も、我が縁者と認める。この娘を幸せにしてやってほしい』

「ひとつ聞いてもいいかな、海竜ケルカトル」

『許す』

「あなたの力で、魔王を倒すことってできないのか？」

　ずっと考えてた。

　海竜が神に近い存在なら、魔王と、少なくとも対等には戦えるんじゃないかって。

　魔王がいなくなれば、王様も『来訪者』を召喚する理由がなくなる。いろいろな問題が解決するはずなんだ。

『あれは……違う領域の者ゆえ、不可能……である』

　なぜだかわからないけど、海竜ケルカトルがちょっと迷ったように見えた。

『あれには関わるな。我が血筋の者。我が縁者となりし者よ。現世を生きる者には、別の領域の者よ…………』

　別の領域の者……？

　そう言って、海竜ケルカトルは水中へ姿を消した。

　いつの間にか、壁の光も消えて、あたりはぼんやりと青白く光っているだけ。




「お兄ちゃん」

　僕のお腹のあたりにしがみついていたイリスが、顔を上げた。

「責任、取ってくださるのでしょう？」

「責任？」

「イリスにたくさんのことを教えてしまった責任です」

　そう言ってイリスは、嬉うれしそうに目を閉じた。

「初めての感覚、教わってしまいました。こんなの知っちゃったら……もう、戻れません。イリスの準備ができたら……今度は普通あたりまえのやり方で、物理的に教えてくださいね？」

「……善処するよ」

「これからイリスは、お兄ちゃんがくれた力を持って、新たな生き方を見つけましょう」

　そう言って僕の手を握り、




「どうかイリスを見守っていてくださいね。ご主人様」




　細い首を飾る、鱗のついたチョーカーを撫なでて、

　イリスは、はじめて見る無邪気な顔で、笑ったのだった。

















断章「闇落ち勇者と、第８世代の勇者」






　僕とイリスが、聖地での儀式をすませた、翌朝。

　僕はエテリナ＝ハースブルクと、一度だけ話す機会があった。

　彼女が魔力封印措置──魔力を使えなくするロックスキルを埋め込まれる儀式──を施されて、別の町に護送される前だった。イリスの手引きで衛兵に化けて、馬車に近づいたんだ。

　リタも一緒だったし、遠くからセシルとアイネ、ラフィリアがバックアップしてくれてたけど。

　エテリナ＝ハースブルクからは、いろんな話が聞けた。

　彼女は尋問にあたった衛兵にも、領主家の人間にも、知ってることを話してたらしい。でも『来訪者』関係の言葉が封印されてるせいで『痛い奴』扱いされて、怒ってた。

　だから、衛兵のふりをしてまじめに話を聞いた僕は、微妙に歓迎された。

　エテリナの話は、まとめるとこんな感じだった。

「自分は元々──で、優秀だから特別なギルドに派遣された」

「私の上司はすごく強い」

「ズルはだめ。海竜と手を切らないと、いつかバチが当たる」

「海竜を殺して、竜殺しドラゴンスレイヤーになりたかった」

「上司の実体は誰も知らない。会うたびに違う人」

「この世界を守る使命を帯びている。優秀だから。成果、上げてるから」

　話は行ったりきたりして、すごくわかりにくかったけど。

　……確かに、この世界の人間からしたら『痛い奴』だよなぁ。

　わかったのは、エテリナ＝ハースブルクが異世界からの『来訪者』だということ。ホワイトギルドという組織によって派遣されたこと。侯爵家の人間は、彼女を実の娘だと思っていること。

　そして『ギルドマスター』と呼ばれる、謎の上司がいることだった。

　情報を一方的にもらうのは悪いから、一応こっちも忠告してみた。

「もうちょっとその上司を疑った方がいいんじゃないか？　できればあんたの護送日程をずらして、コースも変えることを提案するけど。安全のために」

「ああん？　なにゆってんの死ねば未開人」

　──だってさ。

　そして、エテリナ＝ハースブルクを乗せた馬車は西の町に向かって走り去った。




　──その数時間後。森に停とまった、馬車の中で──




「……うあ、あ、あああああああっ！」

　馬車の扉に背中をあずけて、エリナは絶叫した。

　熱い──熱い──熱い。なんだこれ。なによ、これ!?

「悲鳴とかいいから。怯おびえる必要もないから。どうせ白紙になるんだから」

　ポニーテールの少女は、うんざりした顔で首を振った。

　右手は、エリナの胸に。

　左手は、同じく、額に。

「『魔王の配下』は浄化しなさいってのが、第８世代の勇者のオリエンテーションだから」

「まおうの……はいか？　わたしは──から召喚された──」

「ごめんね。私、初心者だから、そういうのよくわかんないんだ」

　ポニーテールの少女は、つまらなそうに答えた。

「こんなかたちでしか救えない私を許して。せめて浄化の炎をあげる」

　ごう。

　エリナの心臓近くで、青白い炎が渦を巻いた。

　────っ！

　悲鳴は声にならない。

　侯爵令嬢──来訪者カタギリ＝エリナは、荒れ狂う熱を感じながら、意識を失った。










「タキモト。目標ターゲツトと話しすぎだ。汚染されるぞ」

「うっさいなぁ。オリエンテーションにしては、課題が難しすぎるの」

「だからと言って私情をはさむべきじゃない。俺たちはもう勇者だ。『魔王の配下』を放置するわけにはいかないんだ」

「……そうね。早く世界を救って、悲劇の連鎖を止めないと」

　声は空気に溶けるように消えて──

　倒れた衛兵たちと、鍵かぎをかけ直した馬車を残して、ふたつの影は姿を消したのだった。










　次に目を覚ましたとき、エテリナはひとりになっていた。

「……いまの、は」

　彼女は反射的に胸のスキルに触れた。チートスキル『魔器作成クラフトワーク』は使えなくなっているが、スキルに触れることはできる。けれど──

「────っ！」

　能力を思い出そうとしただけで、エテリナの胸に焼けるような熱が走る。

　自分はなにをしようとした？

　それに……このスキルはなんだ？　思い出せない……。

　自分は、そう、自分は、エテリナ＝ハースブルクだ。侯爵家の一人娘。港町で騒ぎを起こし、これから護送されるところ。今は、旅の途中で休んでいるところだ。

　罪を得たとはいえ侯爵家の人間。ぶざまなところは見せられない。

「衛兵よ、水を持て。私は喉のどが渇いている」

　エテリナ＝ハースブルクは、窓越しに衛兵を見た。

「罪人とはいえ、こちらは侯爵家の令嬢である。それなりの待遇は当然であろう。平民よ」

　胸の奥に、青白い熱を感じながら、エテリナ＝ハースブルクは言い放ったのだった。








第20話「やっと落ち着いたから、友だちに手紙を書くことにした」






「取り急ぎご報告いたします。イリスは竜の血を掌握し、今後は祭りに巫み女こは不要という約束を、海竜ケルカトルと取り交わしました。あと、好きな人ができましたので」

　数日後にもたらされたイリスの報告は、イルガファ領主家を震しん撼かんさせた。

　海竜ケルカトルが聖地の中枢に残した言葉は、僕たちが複製して、町中にばらまいた。

　それが本当であることを示すように、海竜は沖合に姿を現し、岸壁で手を振るイリスに応え──




　祭りのかたちは今後、ゆるやかに変わっていくことになったのだった。




「そのうちイリスがイルガファ領主家を掌握し、お兄ちゃんに楽をさせて差し上げますね」

　と、イリスは言ってくれたけど、現実味は薄いし、どっちにしても先の話だ。

　僕たちには居場所があれば、今のところは充分だから。

「さすがお兄ちゃん！　家と忠実な奴隷がいれば満足というわけですね！　人材こそ財産。素晴らしいです。さすが海竜の勇者にしてイリスの『魂のお兄ちゃん』！」

「そうだけど、勇者はまったく関係な──」

「なにもおっしゃらないでください。これからはイリスもお兄ちゃんの手足となり『働かない生活』のために尽くします。素晴らしい奴隷である、みなさまに早く追いつけるように」

　そう言ってイリスはセシル、リタ、アイネ、ラフィリアに頭を下げた。

　セシルはイリスと同じくらいの背丈だから親近感があるのか、笑って手を握り合ってる。ちっちゃい子大好きのリタは、セシルとイリスをまとめて抱きしめてる。

　アイネも、改めてイリスと挨あい拶さつを交わして──

「よろしくなの。イリスちゃんにとってなぁくんが『お兄ちゃん』なら、アイネのことはお姉ちゃんって呼んで欲しいの」

「はい！　ぜひ『魂のお姉ちゃん』って呼ばせてください！」

「姉妹なの？」

「姉妹でしょう！」

　がしっ、っと手を握り合った。

　さみしくなったのか、ラフィリアも一緒に手を重ね合わせて──

　──あれ？　いつの間にかパーティ全員、イリスに籠ろう絡らくされてない？

「「「「「（ナギさま）（ナギ）（なぁくん）（マスター）（お兄ちゃん）のために！」」」」」

　５人の奴隷少女たちは空に向かって拳こぶしを突き上げる。

「「「「「これから命をかけてご奉仕することを、ここに宣言します!!」」」」」

「ごめん。明日からお休みにするつもりだから！」

　いきなり全力で働こうとするみんなの決意を、僕は慌ててくじいたのだった。










　実際のとこ、今回のクエストが終わったらお休みにしようと思ってた。この世界に来てから、まとまった休みを取ったことがなかったから。

　みんなは働きたそうにしてたけど、これはご主人様の命令ってことで。

　そんなわけで、今日のうちに家の掃除や片付けをして──

　夜になってから、僕は調べ物を始めた。

　イリスから、西の方にあるという『魔法実験都市』についての本を借りてたから。

　エテリナ＝ハースブルクは、魔力封印措置を受けたあと、この町に送られてる。

『魔法実験都市』は元々、魔法研究のために作られた研究都市で、今も最新の研究が行われているらしい。そこに行けば『来訪者』を操る『ホワイトギルド』の情報も入ってくるかもしれない。

　うまく行けば、元の世界に戻るための魔法なんかも──

「……いや、それはいらないな」

　この世界の生活拠点ができたから、今更、元の世界に戻ってもしょうがないよな。

　奴隷契約したみんなを置いていくわけにもいかないからね。

　今回のクエストのおかげで資金に余裕ができたから、しばらくはのんびりできる。

　旅行に行くのもいいし、町で商売の準備を始めるのもいい。

　みんなに『有給休暇』もあげたい。

　こういうことを考えられるようになったのは、レティシアのおかげだ。屋敷をもらったおかげで、落ち着く場所ができたから。ここを拠点にして、今後の予定も立てられるようになった。

　本当に、レティシアには感謝しないとなぁ。

「……なぁくん、入っていい？」

　そんなことを考えていたらノックの音と、アイネの声がした。

「開いてるよ。ちょうど準備ができたところだ」

　僕は羊皮紙とペンを机の上に置いた。

　やっと落ち着いたから、レティシアに手紙を書こうと思ってたんだ。

　だから、アイネに代筆をお願いしてた。

　こっちの世界の文字は、読む方はなんとかなるけど、書く方はまだ苦手だ。それにレティシアの住所を知ってるのはアイネだけだし、アイネの筆跡なら、レティシアも一目でわかるから。

「……お邪魔します、なの」

　アイネはセシルの様子を見て、安心したようにうなずいた。

　それから静かに、部屋に入ってくる。

「レティシアへのお手紙だよね？　なにを書けばいいの？　なぁくん」

「とりあえず別荘に落ち着いたこと。イルガファの事件のこと。誰かに読まれるといけないから、チートスキルのことはぼかして書いて」

「わかったの。他には？」

「あとは近況くらいかな。アイネに任せるよ」

「アイネの個人的なことも、書いていいの？」

「うん。そっちの方は、読まないようにするから」

「わかったの……えっと『なぁくんが勇者になりました。なぁくんに奴隷が増えました。なぁくんから「ゆうきゅうきゅうか」をもらう予定です。なぁくんは……』」

「いや、今ここで書かなくていいから。あと、レティシアが反応に困る文章入れるのやめて」

　レティシアなら、普通ににやにやしながら読みそうだけど……それはそれで嫌だ。

「でも、近況を書くんだから、どうしてもなぁくんが関係してくるの。だからね、なぁくんが側そばにいてくれた方が、筆が進むと思うの」

　椅子に座って文章を書き出そうとしたアイネは、首をかしげて僕を見た。

「なるほど」

　そういうことならしょうがない。

「わかった。じゃあこのまま進めていいよ。でも、声に出さなくてもいいから」

「どうして？」

「なんか気恥ずかしいから」

「……わかったの」

「わかってくれてよかった」

「なぁくんが気恥ずかしくならないように、もうちょっと小声にするの」

「わかってくれてないよねお姉ちゃん？」

「アイネは、感情を込めて文章を書くとき、口に出しちゃう癖があるの」

　アイネはペンのお尻しりで耳をつつきながら、つぶやいた。

　そういう癖ってあるのか……アイネが言うんだからあるんだろうな。

「まぁいいや。お願いしたのはこっちだし、アイネの自由で」

　レティシアにとっては、親友からの手紙なんだから。

　僕が色々口を出さないほうがいいだろ。

　アイネは再び机に向かい、ペンを走らせはじめる。

「『アイネは楽しんでお手紙を書きますから、なぁくんは休んでてくださいと思いました』」

「それは書かなくていいから直接言おうよ」

　でもまぁ、お言葉に甘えて。

「…………ふわ」

　僕はベッドに腰掛けた。

　なんだか、眠くなってきた。

「『…………この港町の事件を解決したのはなぁくんでした。でも……なぁくんはイリスさんを助けたかっただけだって…………』」

　アイネの声と──セシルの寝息が聞こえる。なんだか、安心する。

「『レティシアはなにも心配しないでね。でもね…………アイネは……ねぇ、レティシア』」

　そういえば、いつも事件が終わったあとは、すぐに旅の空だったっけ。こんなふうにのんびりするのは初めてだ。

　家族の声を聞きながら眠るって気持ちいいんだ。

　……この世界に来るまで…………知らなかったな……。

「『……アイネが、セシルさんやリタさんと同じものになりたいって思うのって──それは──』」

「……こんばんわー。レティシアさまへのお手紙だよね。私も書きたいことがあって──」

　軽いノックと、リタの声。僕は「入っていいよ」って言った……ような気がした。




　調子が出てきたのか、アイネのペンはすごい勢いで動き始め──

　リタはなんだかいろいろと意見を出して、それにアイネが答えて──

　そんな二人の声を聞いてるうちに、いつの間にか、僕は眠っていたから──




　レティシアに送った手紙がどんなものになってたのかを知るのは、ずっと先のことになる。







　こうして港町イルガファでの海竜と『来訪者』を巡る事件は終わり──

　僕たちは落ち着ける居場所を、なんとか確保したのだった。








あとがき






　お久しぶりです。千せん月げつさかきです。

『異世界でスキルを解体したらチートな嫁が増殖しました』の４巻をお届けします。

　読者の皆さまのおかげで『チート嫁』も４冊目を刊行することができました。

　今回から天然エルフのラフィリアが本格参入となり、さらに魔剣のレギィも表紙に初登場。

　これで（現在の）ヒロイン全員がカラーイラストになったわけで……なんだか、すごく嬉うれしいです。さて、次は彼女と彼女がイラストになることを祈って原稿の続きを──（要、自重）。




　それはさておき。

　今回のお話は、ナギたちの目的地、港町イルガファが舞台となります。

　家をもらったナギたちは、果たして普通に生活ができるのか？

　そもそも生活力があるのか？　仕事は見つけられるのか？

『海竜の伝説』の真実とは？　そして、海竜の巫み女こイリスの運命は？

　──陰謀が渦巻く港町で、いちゃらぶしながら、ナギと奴隷少女たちはさらなる高みへと進化していきます。




　ここでお知らせです。

　ただいま『ドラゴンエイジ』さまで、『チート嫁』のコミカライズがスタートしています！

　カタセミナミさまが描かれる可愛かわいいキャラと、小説版では描ききれなかった世界の風景まで再現された、素晴らしいものになっています。

　そして、漫画で『再構築』シーンがどんなふうに描かれるのか──

　ぜひ、その目で確かめてみてください。




　それでは最後に、謝辞を。

　いつも書籍版『チート嫁』を応援してくださっている皆さま、ＷＥＢ版を読んでくださっている皆さま、本当にありがとうございます！

　東とう西ざいさま。今回も素敵なイラストをありがとうございます。ヒロインがさらに増殖するかはまだ未定（今のところ）ですが、これからもよろしくお願いします！　担当のＫさま。いつも細かいことばっかり気にしている作者にお付き合いいただき、ありがとうございます。

　そして、この本を手にとっていただいている皆さまにも、最大級の感謝を。

　ナギと、チート嫁たちの物語は、まだ続きます。

　もしもこのお話を気に入っていただけたら、また、お会いしましょう。





千月　さかき










千月さかき

SAKAKI SENGETSU

北陸のあたりにある、冬は寒くて雪がたっぷり降る地方在住のものかき。主な著作は「絶滅危惧種の左眼竜王レッドデータ・ドラゴンロード」（ＨＪ文庫）。静かな時は、だいたい何か読んでいるか、なにか書いているいきものです。
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